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はしがき 

日本と 仲よ しの 國は どこかと 閒 はれたら、 辟さん は 誰でも 滿洲國 とドィ 
ツとイ タリ-- だと 答へ るで せう。 り 本と ドイツと イ タリ— は. 防共 協ち LI 
いふかたい 約 巧を 結んで、：  立に 力を 合せて 问に 見えない 共 產を義 とい ふ 恐 
ろしい 恶 魔の 手から 化 ホを 救は うとして ゐ ます 0 

ですから 私たちは •ぜひ この 円本と 仲よ しで ある ドイツ や、 イ タリ I のこ 
とを よく 知つ てゐ るければ なりません。 巧さん は .W 々の お 友 だち のことは 
よく かつて ゐる やうに、 H 本の おぶ だち のこと をはつ きりかつ て おく こと'.、 
は 非常に 大切を ことなの 'てす。 

そこで おはこの 本の 中 V’  n 本と 仲よ しの 闽め 一つで ある ドイツの こと 
を 巧さん にお 試しようと 思 ひます。 巧さん の 知りたい こと、 知らねば た、 リ 


二 

ない ことが すつ かりこの 本の 中に 普 かれて ゐ ます。 た r ドイッの 地 现や歷 
あ： V こすでは ありません 。ヒット ラー をは じめ 偉人の か 話 や 傅 說や宽 話 その 
化 珍しい 3、 い 話が どつ さり あつて、 それを 讀 んでゐ るう ちに、々 の 
ド^ ソ のをがは つきリと巧さん のリにうつ‘つ てくる のです。 はる/\^木 
へ訪 3 てきた ヒット ラ I  •ユー ゲントとは どんな もの か、 ドイツの みかみ 
女たち は どんな ことを して ゐ るか、 そして H 木の 比 円さん はどうし なければ 
ならぬ か、 それは この 木が くわしく 物語つ てゐ ます。 

‘ この 木を 憩んで 下さつ た 巧さん は、 きつと ドイッから いろ''^-^ な ことを 
學んで -T さるで せう。 そして ドイッの 少年少女 たちに まけない やうに し 
つかりし なければ ならない とちへ るで せう。  、 

昭 •巧 十三 年 瓦  ヒット ラ I  ■ユ ー ゲント 來訪 Q 日 
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一 車中の 出來事 

ミ？；！ if 敵 一の がでした 苗が 影から K に I って お， 劈か へって がました が、 わ 
をは 全部 S か 一二 手 夕、 £ が ど ei に i つても r もも。 f だ ほとんどを 
-4 ふんでした。 恥 鶴の トン t ノを こ越ぇ て . 披く に 難の— がさ い I からで つと 
丑 巧 この わ 客が 巧り ましたち そのが にわ 城さん に つれられた 繁お 一致が か冀叢 
の 巧の 子が ぁ々 ました。 そ。 が g とわが さん 義が すぐそば じ齡 りました ので’ がま 
でさみ しくて たまらな かつ & が 俯と をく がが にぎやかに？ ました。 この 最 はが 


二 

々からだが 弱い ので、 溫 泉に ゐ たので せう、 まだ あを い 顔を して あま リ元氣 のをい 樣 
ドでした。 

やがて まもを く 巧 巧が 高 崎驛に 着く と、 を も モ化も 思は ず 窓を あけて ホ I ムを見 ま 
した。 とい ふのは、 ホー ムで 盛んに 「萬 歲々々 」 の聲が 聞え たからです。 出征を さる 
んだ をと 化 ひながら、 聲の 方を 見ます と， 何十 人 何百 人と いふ 見送 リ 人に、 ご あいさ 
つを して ゐ るのは 一人の 應巧 兵です。 

「萬 歲！」 のどょ めきが 又 一し きリ 起り ました。 もう 一度 見送 リ 人に 頭を 下げた 一人 
の應 ちみは、 も‘ たちの 乘 つて ゐ るが に 入つ て 巧て、 あたちの すぐ お  <  の 窓を あけて 顔 
を 出しました。 巧 歲の聲 が 巧から ホへ と 起つ て辨當 やわ ぷの驛 贸の聲 がすつ かり それ 
に 消されて しま ひました。 雨は まだ 强<  降つ てゐ るので すが、 その 雨が ホ ー ムの 屋根 

みと  を  ぐら ゐ 

をう つ 音 も ほとんど 氣が つかめ 化です。 

いょ'-^ 發单 しました。 萬 歲の聲 は いつまでも 巧 革を あつかけ て 巧ました。 しかし 


雨が 窓から 飛び こむ ので、 み險 さんは もう 一度 つき出した 頭を 下げてから 窓を しめて 
化の 近くへ 座りました。 すると 今まで 元氣 のを ささう を顏 をして ゐ たさつき の 男の 
すが、 いかにも うれし さう に、 丘ハ隊 さんの そばに 近づいて、 

「i 隊 さん、 强爭に 巧く の。」 

とふい に肆 ねて ゐ ました。 兵隊さん は 突然を ので、 一寸 驚いた やうで したが、 見れば 
可愛い 子供です から、 

「さう だ、 戰爭に 行 くんだ ょ。」 

といつ て 笑つ てゐ ました。 

「どつ ちの 方へ 巧く の。」 

「さあ'  それは わからな いね。」  . 

ずると 子供は わがさん のと ころに もどつ て、 何 かしきりと ささやいて ゐ ましたが、 ま 
もな く 小さい わ 煎餅の 罐を 持つ て 义み隊 さんの そばへ まつて 巧き、 


巧 

「路隊 さん、 これ 上げょう。」 

といつ て それ もさし 出しました。 

「ぁりがたう、 いた^いて い^ので ず か。」  •  ‘ 

「え 气緊 ゎ暮に k ってぃた だぃたん だけれ ど、 お隊 さんに 上げます。 お隊さ 
ん、 S 解 にげっ たら ゎ邮 のためにし っか々 働ぃて 下さぃ。」 

「ぁりがたう、 がが さんは この わ臟齡 をた ベて しまつても 、がちゃんの 言葉は 忘れ 
をぃ。 きつと^ 惡ぃ 支那 おを お 治て やります。」 

お 瞬さん のぃ せぃの ご に、 S のがは うれし さう にかが やぃて ゐ ました。 そし 
て わ 巧さん のと ころへ もどつ て， 

「わがさん 、兵隊さん に 上げて ホた ょ。」 

とに こ {しを がら 話して ゐ ました。 


がが は、 取 わがさん の そばを は をれ てち よこ，〜 とず 內を 走つ て 巧つ たかと 思ん と、 

f に  卜ろ  か A  卜-ら  お &  こど 6  ひろ 

脈を かがめて がかが つて ゐる のです J わ 金で も 拾つた のかと 思つて ゐ ると‘ キ 供の 拾 
つたのは そこにが てられて ゐた 煙草の 銀紙でした。 

「わ 巧さん. 銀紙が をち てゐ ました。」 

か  >  じで*  い  わた < •レな ふ  こ がけ 

子供は それを お 巧さん に 見せてから 自 かの ポケットに 入れました。 私は かと k ふ、 ム掉 
のよ いみ 化か' とす ク かり 風、 むして しま ひました 0 
まもを く S から ゎ聽を もらつ た 藤さん が、 ゎがさん の そばに 扳づ ぃて？、 
「たで 今、 どうも ありがたう ございま した。」 

とていね いにわ^を いつて ゐ ました。 このが がとは 反對に いかにも 血色の よい、 一一 一十 
で 六と なえる わ 巧さん は 少し 氣 まり わるさう に、 

一一  へ •  U  •  IKr  か  くだ 

「いえ、 どうもが 5 が 難しました J この’ 子は' 知賦 さんさへ 見る と、 勝つ て 下さい 

じ &  じどる  こふ どじへ；^  _ 

と踞を かけない では ゐられ ない のでず。 子供で ございま すが、 今惦 の辜瓣 が、 どれ 
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ほど 盛 火を ことかょ くわ かつて ゐる とぶ えまして、 みして 無政邊 ひは しません し、 
釘 一本 落ちて ゐても 拾つ てあつめ て 置 < と いふ ほどで、 あど もの モが 化づ かしい 位 
でございます。 今 さし 上げた わ 煎餅 も 親類の 方から いたぶ いた もので、 目々 からは 
何一つ 買 ひたいを ど 物申しません。」 

「さう です か、 それは 减 、むです ね、 小父さん も 巧ち やん に 負けを いやう に、 しつ か 
リ やつて 巧ます。」 

「あの、 巧禮 です が、 わ 名前を 伺 ひたいので すが …… 、あとで 又 この 子が 慰問袋を'- 
おく 

わ送リ します から . 」 

「はい、 あリ がた うご ざいます 〇」 

見 もから め 人からの この 親切に、 兵隊さん はを を淚 にうる ませて， 小さい 紙片に e か 
の 宛名を 書いて 子供に 渡して ゐ ました。 あ もさつ きからの 様子を 化て ゐて 、いつの ま 
にか 目頭が あつくな つて 巧ました 0 


それから巧1^が-4野 へ 着くまでにみ隊さんと子供はすつかリ仲ょしにを つ てしまひ 
ましたが、 化 も いつのまにか その 仲間に 入つ てゐ たのです。 

うつか 4:^ がは その モ供 のぶ も學校 もき いて わきませんで したが、 その子 供の 妻が お 
隊 さんと 一し ょに いつも 目の前に 浮んで 巧ます。 

こんな 巧 革の 中の 小さい 出 巧 取です が、 あは 思 ひ 出す 每に うれしくて たまらを いの 
です。 このみ 隊 さんの、 むは 化り もを ほさず、 戰 場に 巧て ゐる 日本の み隊 さんみん をの 
、むで ぁるし、 この こ 子 g のがが 飯が の 國巧圣 部の ふです。 戰 線の 祟 ± の、 むと 銃後の 齡巧 
の、 心が、 巧 革の がで 目の前に 見た も' は、 何とを く 一そう 賴 もしい 氣 がしました。 

皆さん もき つと このな の出會 つた子 化と 同じ、 むにち が ひありません。 このみ 供と 同 
じ やうに’ 今の 日本の 非常時が どんを に 重大を 時で あるかを ょく かつて ゐ るに ちが ひ 
あリ ません。 そしてめ い-^ わ國 のために 一生 けんめい つくして ゐる こと、 化 ひま 


おが. はがつ にはき まつて ゐ ますが、 事蠻 がいつ まで つづ < かわから をい のです。 な 

巳む & の  た  ホ ふさつ  ひつえ V 

が N/ つくけば つ^ぐ ほど、 いろ^-^ を 品物が おりを ぐを ります 〇 しかし 戰がに 必要な 

r-<A ふ  ム じいっ 

ものは どうしてもと-^ へを ければ なりません から、 圃找は どこまでも 不自由を しのん 

くる  けつ  とつ やつへ い 

で、 どんなつ らい こと •苦しい ことがあ つても 狹 して それに まけを いぞうに、 東洋 平 
和を うち 立てる とい ふ 目的に 拘 つて 眞 直進んで 巧かねば を 5 ません。 

皆さん も 知つ て ゐる砸 り 木綿 も 羊毛 も 革 も鐵も その他い ろ^^^^を 品物が もうこれ^ 
ら自邮 に r 巧へ をい ことにな りました。 鉛筆を け •つりたい と 思 つても む ザみ に 新ら しい 

か  でを  ミリな  わ &  でょ つと てはい 

ナィフを 貝 ふこと が 出 巧ません 。種 投げを したいと 思 つても. コム マリは 一寸 手に入ら 
なくを リ ませう 。ランド セ^も 靴 も先づ 新ら しい 物は 買へ ない とおは ねばを りません。 

しかしが の" S だち のム不 がが さがが S でもを ぃのです。 今から 凡そ 一不料 & か 奪 S 
で 化れ た 後の ドィツの ことを あへ ば、 こんを こと 位で キい とか 不自由 だと かいつ たら 
ほんと に化づ かしい ことです。 


がっ 斬は ありがたい ことに 食べる 物 だけは 國 がで 產 化します から、 たと へい くらを が 
く 離躬が っづぃても 、ゎ おゃ 觀 皆が •っが g がしを ぃのです が、 お戰 がの ドイッ をん 
かとが たら それは'''---* 大變を ことでした。 

「がが さん、 バンを 一つ 下さいを 〇」 

と さん 蓋 蠻か千 S を 一っ！： って S がけば ぉぃしぃ パンが 一っ か 二っ 賢へ るで せ 
うが、 が おで 一轉 おの ドイッでは パン ー 嘶を r 貝ん ために、 ー マ^ク 紙齡 をら トラック 
に 一 ぱいがん でが かねば ならを いとい ふまる で 嘘の やうを 話です。 

おがの 一 M が-''」 Q お ドイッでは 二ぎ 千齡 マ； マ ぁったと ぃふ ことです 夕 これ 
は どれ だけの .i 齡 だか 祇 觀が邮 がます か。 おし ー マルクの 紙幣を 巧み 重ねる とすると 
がが 叫を 丑 齡>< モ： 動ね た說 さになる のです から お變を ものです。 それが 日ボ のた っ 
た 一贴の i がし かを いとは がに 髓い たこと ではありません か。 

このが がすから 脱 ふやう にな 事が 矿 がる |c もあリ ません。 ヮラを なべたり， 階 巧と 


Jo 

fc  い t  につ ば ふ 

f 友 ムー觀 の バイ キンで もがの^ うな ものを つ < つて 食べたり しました。 今の 日本に 品 
^ がが りな いどころの 諭では を かつた のです。 それで ドイッが どんなに みじめで あつ 

わ 6  くる  を こ 

たか、 どんなに あはれ であつ たかが わかる と 思 ひます が、 こんを に 苦しみの 底に つき 

な  t つま〜  せかい  き やで こく 

藤 されても、 ドイッは がして 減び はしませんでした。 それ どころ 力 巧 ひ 世界の 强國と 

•た  ホ f  3  じふ  なか  を たん  さ 

して 立ち上 グて來 たのです 。ドイッ人の からだの 中には 祖先から うけついで 來たド 

h  ,•>>  やど  た と 乙 か  t  L ふ  こく か  けみ 

イッ 亦が 宿つ てゐ たのです。 そして この ドイッ 魂を 呼び さまし、 新 ドイッ 國 をを 建 

ホつ  ひと  *つた 

带 したのは いふまで もな く、 アド 八フ •ヒット タ （その 人であります。 圣く新 ドイッ 
々$  星 •し 
は ヒット タ I とともに 生れた とい つても ょいので ずが、 ドイッに も-ザは リ 歴史が あり 

ます。 がの ドイッが^ ょつ こり 錢 じ肚來 上つ たのではなくて、 をが い歷 おの 立 臺の上 

ふる  なな 乙 

に きづかれた のです。 しかし あまり 古い ことから お話して はかへ つてむ づ かしく をり， 
ますから、 略して わき ませう。 


こ フレデリック 大王 
大王と お婆さん 

がから 二百 お辭齡 に、 おの ドィッの がに プ 。シャ とい ふ國が 興って、 フン デリック 
だ おとぃ 么ぇ らぃお^ が卽 ました。 が おは 術ぃ齡 からん にす ぐれた 智慧を もって ゐま 

とづ  ，ラ さを  Iv  こ  れウ 3 生 

したので、 わ 父さんの が 様は、 がに この 子は リつぱ を 王様に るるに ちが ひを いとた の- 
しんで ゐ ましたが，  がきく をる につれ て、  盛い 友 だち とを はつて だん'^  なまけ あに 

**6 ろを  £ こぶ 义ム  t ろ こ  <-3 ゆ  生じ  わ々 

なり、 きれいを 着物を 着て 极 笛を 吹いて 喜んで ゐ ました 。「朱に 交 はれば ホく をる」 と 
い がぁります 夕が だち S 敵が はがに わ そろし. いも。 マす。 父。 王様が 非常に、 む 
がして どぅかして 111 い 船を を ほしたい とが ひ、 が 王を 牢屋の ザぅな 要塞の 中に 入れて 
SS の 一が藝 いぃ觀 がさせました。 そ Qssii ぃ りっぱを 驚と 
をった のでが の繁 はがが して 祭ゅづ ったの が おおの こての 時で ぁったので ス 


一二 


ちづせ い！ 


大王は わ 父さんの あとを ついで 一 厨 政治に、 むを 用 ひ •ォー スト ジャ やその 他の 國々 
と戰 つて 啡 或を 秘かし、 見る/ 


さ々 うこく  か乂 

。フロ シャが ョーロ ツバ 强國の 一つに あ へられる やう 


になり ました' 


だいわ ク  ばヴ 

大王は 一方では を か— 


、きびしい ところが ありま 


フ 

レ 

デ 


が 


ばウ  むさけ ぶか 

したが、 一方では やさしい 情深い ところが あつて' 


を ふげ い 


今尙ぷ 君つ まリ 、リ つぱを 王様と して 費 あされて ゐ 

お 6、 しろ  はむ、 し 

ます。 それにつ いて こんな 面白い 話が ぁります。 
或る時 大王が シン ッッ ユンと いふ 所から ベルリン 
に 巧く が 和、 一人の わ 婆さんが 、人々 の 止める の 


しゃ  でか 


もき かず だ 王の 馬卑に 近づいて 巧き ましたので、 わつ きのを がさん''^ \ わ 婆さんの 
W 禮を 叱りつ けました。 

「何 か 用が あるの か。」 


載 職を#^ つけました。 そのと き 大王は 巧 革を とめさせて 


'と 言葉 ザ さしく わ 尋ねに をり ました。 すると わ攀 さんは、  、 
fS が 科い 齡 だ一 & でもい いから も 横の わ 顔を 拜み たいと あつて をり ましたが、 幸 

t.  ^  .^か  で 巧  < ろと  わ ひだ  とは 

が 日は ここで わ迎 へす る ことが 聞ぶ ました。 けれども わ 車との 間が あま リ 遠くて. 
がの 燕 r も Li はよ く 群 まれません ので、 田 i はず わ 恥？ i おづ いて’ 御 お禮を 致し まし 
た。 どぅぞ お許し 下さい ませ。」 

わ さんの 言葉を おききに をつ た 大王は、 何と 化つ たか 目み の ポヶットから 一つの 
銀货 をが りが し' 

「股は が 患ぎ の 用で あるから、 ゆつ くり わ 前に 顔を 見せて やる ことが 出 ホを い。 し 

たへ  の ご  ザ ふく わ  生へ  ホ 化 

かしわ 前の 黑 みを むだに する の も かはい さぅ だから、 この 銀貨を お前に 典へ る。 こ 
の 銀貨の 面に 刻まれて ゐ るのは 朕の 旗 だから‘ よく 巧る がよ い。」 

といつ て、 銀 货をわ 婆さんに 典へ ると 急いで 揭 車を まらせ ました。 

一寸した この 一つの わ 話で 大王が どんを 乂だ つた かわかる ではありません か。 


フン •テ リック 藝の齡 に、 がが "S の 叢 舶驗の $ めの辭 、ォット— がが とぃ ふぇら 
い髮 がが て’ ドイツは 藉知 えた ことがぁ りました が、 それから はこの ォツ 
卜—が 斬の 斬即も だんく i れ て、 こ •テ レツ ク舊 の 聪 までな がい 間は 殆どぶ ばか 
りの 邮 となつ てし まつて ゐ たのです から、 フン. テ リツ ク奎の 力に よつ てト イツは 
ホれ 代つ たのです。 

ポ I ランドの か 割 

この フン デブ ツ ，が おがが たのは 十 ><繫 のこと です が’ この頃の ョ 1。 ツ パの 有 
觀 はどぅ だっ たので せぅ。 これから S エハ S がの 斬には スペイン ゃポ T が 非常 
なぃ1"で，4^に槪驚繫し、 &が邮にもがたことがぁり享が、 その後だんく衰 

♦  せい 5  する 

へ、 それに 倘つた のは イ半 リス や フランスです。 イザ リスは エハ 世紀の ホに ス ヘイ 
ンの 柳； 齡 M 瞬を が臟齡 でが て^ち 破っ てから、 非常ん 訴で槪 軍が 發 達」'^ 業 も 盛ん 
とをって、 しきリにか露户51^を船し、 その繫さぃながら繁が聽いてゐたォラン 


ダを 追 ひ 越す ほどに をり ました。 

フランス も 十と 世が の 半 頃からは 實に 物す ごい ほどが える し、 今まで あま リヨ [ 。 
ッバの 歷 あの 上に 出て 來を かつた。 シャ がぺ— トル 大帝の 頃から めき < と强 くを り 
遠く シ ベリ ャ にまで 勢を のばす やぅに をり ました。 フン デリック 大王の 巧た のはを よ 

ころ 

ぅど この頃の ことです。 

つまり その 頃まで ヨ ーロッ パで 盛んで あつた スペィン、 ポ^ト ザル、 それから スエ 

み* かが 

— デン やポ— ランドが すつ かり 昔の 面影が をぐ をり、 ィ ゲッス 、フランス、。 シャ、 
.フロ シャが これに 代つ てし まジ たのです が、 この 中で 殊に あはれ をのは ポ r ランドで 
す。  ‘  . 

ポ— クン ドと いふ 四は 中世の 頃から、 巧ヨ I  ロッ パの 大國 として 威 敎を么 るつ てゐ 
たのです が、 十六 化が の 半 頃から だん/ \裹 へ 出した ところへ、。 シャが 新に 頭を が 
ち 上げて 來 たのです。。 シャ には ぺー トル 大帝の 後に カザ リン ニ世と いふ 女の 皇帝が 


出ました が、々 で こそ あれ 夫を 殺して 円々 が 皇帝に をつ たとい ふ ほどの 人です から、 ど 

り  >  うち  t く ふか  め  げヴ  み  生 

つか 領地を ひろめる ところがを いかと、 慾 深い 目で 四方を 見 まは したと き、 ホづ カザ リ 

ンの 目に うつつた のは ポ— ランドでした。 そこで カザ リンは だん' -とポ r ランドに 

手を 仲し 始めた のです が、 それを ぢ つと をが めて ゐられ をい ものが あリ ました。 それ 

がプ 。シャ の フレダ ブック 大王で、 大王は カザ リン だけに ボー ランドを 取られて しま 

つては 大變 だと あつて. ォー スト リアを さそ ひ、々 ザ リンと 相談して、 一一 一圃で ょつ て 
わ 

たかつ てポー ブンドを 分けてし まひました。 ポー ランドに もコ シユー シコと いふ やう 
をを 圃 、むに 燃えた 人が ゐて義 みを あげました が、 强い 一二 國の 前には どうす る こと も 出 
ホず、 ポ [ランドと いふ 國 が、 をく ョー 。ッバの 地圖 ホら 消えて しま ひました。 

それと いふの もボー ランドの 閱 巧が をに 相爭 つて 一致し を かつた からで'  若し 擧國 
一致して 外敵を 防いで ゐ たら、 こんな 憐な滅 t を 見ずに すんだ でせ う。 


十八 世紀の 文 巧 

こんを わ 話を くわしくして ゐ ると 大變 ちくを リ ますが、 兎に 巧ョー 。ツバには、 ィ 

もゥ  を やゥ こく わらは  わが 6 め 

•ホリス、 フランス、 プ 。シャ 、，ォ — スト リア、。 シャ 等の 强國が 現れて、 互に 物す ご 
い斯 がを ひを して ゐ るかと 化 ふと、 同じ 圃の 中で 謀叛を 起して おしい 闽を 建てる も 
の も あつたり して、 ホ かを 時が 殆どを い 位で あリ ましたが、 その 間に も 文明は 絕 えず 

寸、  かく こく  がく、 し々  ぶ乂 がく  > しや  げいじゅつか じど 

進んで ゐ たのです。 さう してを 圃 からはい ろ''-- を學 おや 文 學をザ 藝術家 等が たくさ 
ん 出ました が、 其の 中で ドィツの 大哲學 を カントの ぶは どうしても 忘れる ことが 出 巧 
ません 日 

巧學 とい ふのは どんを 學閒 か、 をさん にはむ づ かしいで せう が、 カントは 贊に 偉大を 
巧を でした。 プ U シャ のヶ I ニツヒ ベ^ヒに ホれ て、 十六 歲の時 その i 地の 乂巧 でな 


强 しました。 ホ 業して から その 大學の 先生に をつ て 一生 學閒 のために 身を 捧げた 人で 
ず。 カントは 非常に 規則正しい 人で 敌步 の時邮 さへ を ザん とき まつて ゐ て、 一が の齡 

たつた 一度 か 二度の 外は かして 時刻を 
まちがへ たこと がを いとい ふ ほどで し 
力  た。 ですから 町の 人々 は カントを 時計 

/  かは 

ン  の 代りにして ゐ ました。 

卜  「カント ホ 生が おる から 午 何時 だ。」 
とい ム 風に カントの 散 ホを を 見て は 正 
■しい 時間を 知つ たさぅ です が、 時計ょ 

り 吊し ホつ たにち が ひ あ リ ません。 

この頃は 又グ （ テ や シルレル といん 名高い 文學 をが 出ました。 ィゲ リスの シェ^  — キ 
ィ ピアと ともに 不朽の 名を 殘 して ゐ ます。 今は まだを づ かしい かも かれません が、 も 


つと 大きくな つたら'  化 もさん も ゲ^  — ブや シ^レ^の 作つ たものを 讀 める やうに をリま 
せう。 

小带枝 國語讀 本の 歡 十一に 「月 化の がいと ぃふ 物 敲 がが てゐ るのを がって ゐま すか。 
この 「巧 ホの 曲」 を 作つ たのは やはり ドイツの 人で、 ベ r トー ベンです。 ベー ト f ぺ 
ンは ドイツの 生んだ 最もぶ 高い 大音歡 家です。 

「げ^ 化が 曲」 ゃその 化べー トー ベンの っ もった 恥が 喝々 タデォ でも 嫩辩 されます からょ 
く 注 息して ゐて 下さい。 こんを えらい 音樂 まの 一 もの 中には、 をたち が學 ばねば をら 
ない ことが いくら も ある だら デと 思 ひます から、 少しべー トー ベンの わ 話を いたし ま 
せう 0 

びつ しょ めれ のべ ー ト ー ベン 

ベ I 卜 I ベンと いふのは この 人の 姓で、 その おは 八 ドク キヒ とい ひました。 今から 
巧と 十 年 ほど 前 •一 おお 0 年に、 ドイツの 西の方を 流れる おおな クイン 河の 岸に ある ボ 

一九 


ンと いふ 都を で 生れました。 わ 父さんは 王宮に 仕へ た音樂 をで あつて、 化の 中から か 
をり 错 敬され てゐ ましたが、 給 巧が {女 かつた ので 非常にな をを 生活を して ゐ ました。 

ひと  じむ ふ 

ル ドゥ キヒは その 人の ホ 巧を のです。 

わ 父さんは 大變嚴 格を やかましい 人で、^ ドウ キヒを リつぱ を音樂 家に 育てたい と 
化つ て、 四つの 時から 自 かで ピアノを 敎 へました が、 その 稽古のは げしい こと、 朝から 
晚 まで 化み をし、 父 半と 思へ ない ほどの きびしさでした。 まだ 小さい ルド ウキヒ はを 

つら  な  な ふ ど  乙  化び  か々  むぐ る 

まりの キ さに 化いた ことが 何度 あつたか かれを いが、 その 度に やさしい わ 母さんに 愁 
めら れ るので した。 

しかし わ 父さんの きびしい 穂 古と ベ f トー ベンの 一 & 不亂 の勉强 とで 九つの 時には 

とウ  で •かじ  を •し  クで 王へ  もウ 

もぅ わ 父さんの 力では 敎 へられない ほどの 腕前に をリ ました。 そこで わ 父さんは もつ 
と 偉い 先生に おんで この 子を がみ 一んで もら ひました。 ベ t 卜 f ベン も 益々 勵み勉 めた 
ので、 たつた 十二の 時、 その 頃 有名だつた 王宮 音樂師 のネー フエ ホ ホの 代理を つとめ 


る 位に をり ました。 貨に 驚くべき ことで あ 5 ます、 これは ベー トー ベンが 人に 勝れた 
天分を もつ てゐ たからで ありませ ぅが、 いぐら 天才が あつても、 もしべー ト ー ベンが 
普述 の処强 をして ゐ たの だつ たら、 こんなに も 早く 上達し を かつた であり ませぅ。 

十お嚴 にを つた 時、 ネ^ ~ フユ 先生と 別れて ォ ー スト リアの 都 ゥィ ー ンに 出かけ まし 
た j とい ふのは この ホには その 頃 世界 第一の 音樂 をと いはれ たモ ザル トがゐ たからで 
す〇モ ザル ト はかね- ベー トー ベンの 唯を 聞いて ゐ たので、 かめて をつ たと き、 
「今す ぐ 何でも 化 ひついた ことを 作曲しながら 彈 いて ごらんを さい。」 

と 命じました が、 ベー ト— ベンは 即座に 見事に 一曲を 巧き 終りました。 それが あまり 
A つ ぱに出 巧た ので、 モ ザ^卜は、 

「これは 争 ここで 作つ たので なく， 前から 作クて わいた のにち が 八-ない。」 

といつ てほんと にしません。 そこでべー ト I， ヘンは、 

「それでは 俯か 跑を わ^し}^ さい。 それで 一曲 作つ てみ ますから。」 


だい  だ  さょくつ <  み 

とい ふので、 モ ザ^卜が 題を 出します と、 ベ 'f 卜 I ベンは すぐ りつぱに 一曲を 作りよ 
げ ました。 巧 ザ^卜は すつ かり 威、 むして、 

「この 人は 今に 化が 第一の 音樂 をに をる にち が ひを い。」 

といつ て 驚いた のです。 

を •しへ ヴ  か &  ムかク  こを やク' 

ベー ト I ベンは ここで モ ザ^卜の 致を 受けたい と 思つ てゐ ましたが、 不幸に も 故鄕' 

かみ  をと <  を  は、 わ 6 

に ゐるわ 巧さん が お 篤で ぁると いふから せが 巧ました ので、 巧 思 ひのべ— 卜 I ベンは. 
急いで 飛んで 歸 つたら’ わ 母さんは 今にも 息を 引き取る ところで ぁりました。 

二十 一一 歲の 時、 再び ゥィ— ンに 巧き、 それから 後一 生 ここで 暮 しました。 二度目に 

いとを  よ  t 々れ t 

巧つ た 時にはもぅ モ ザ^卜は この 化に ゐ なかつ たが、 モ ダルトと をらん で 有ぶ だつ た- 

& ヴわ ふがく か  、し  を こへ つ 

、ソィ ドンと いふを 音樂 家に かられ， その 敎を 受ける ことにを りました。 しかし それ も- 
た つた 二 年間で、  ベー トー ベンが 二十 四 歲の時 先生の  ィ ドンが 英國へ  巧つ てし まつ 

じぶ ふ ひとり  ぽ ふだ  X  わか  で 

たので、 ベー トー ベンは それから 自 々一人で 一本 ホち にを つて 世の中に 出る ことじを 


リ ました。 その 頃には もぅ ゥィ ー ンの ホでは ベ . — 卜. — ベンを 知らを いものが をい 位で、 
費族 や わを持は 爭 つ て ベ ー ト f ベ ン の 音樂を 聞 かぅと し ま し た。 

ベー ト r ベンは さつき もい つた 通 
りが れっき 音樂の 才能が 勝れても ゐ 
ベ たが、 义實に 熱、 むに 勉强 しました。 

卜 每日五 時間 も 六 時間 もつ づけて ピァ 
ベ  ノの賴 古を する ものです から’ 指の 
ン  頭が 熱く をる、 すると 水の 中に 指を 
つつ こんで ス すぐと 練習す る、 曲が 
はげしい とこん にを ると からだを ふ 
り 恥 かしては 揣 をが 入れの がに っっこむ ので、 が がれが ひっく りかへ って 部屋 中 水 だ 

げ 化く  こご も 

ら けにして しま ふこと も ありました。 こんを とき 下宿の おかみ さんが 小言を いはぅ も 

二 一二 


のなら、 ベ [トー ベンは その 口の 中に さつ さと 引つ 越して しま ふので した。 

ベ I トー ベンは お 日 散步に 出かける が、 ホきながら 作曲を 考 ，へて ゐ ます。 どんなに 
雨が 降 つても、 びつ しよ ぬれに なつて 平氣で ホいて ゐ たから 近所の 子供たち は 「びつ 
しよ めれ のべ [トー ベン」 と 呼んで ゐ ました。 いつも 巧い 古い 帳 巧を 一册 持つ てゐて 
何 か 作 邮が考 がが ぶと， 食が 中 だら ぅが、 人と 話を して ゐる 最中 だら ぅが、 どこで 

ムろモ みう 々くを よく  か  とな  ひと  くる ミ  とは  史ち 

も わか まひを しにす ぐ 古 帳 おに 作曲を 曹 きつける、 時には 乂や をのは げしく 通る 巧の 
眞 中に 立ち 止つ て、 氣を ひの やぅ じ 帳面に 何 か 帯いて ゐる 姿を 見受ける こと も ぁつた 
とい ふこと です。 

: つ、 しふ  はげ  さ  <さ よ <  でを 

ベー トー ベンが こんなに 熱、 むに 励んだ ものです から、 りつぱる 作曲が たくさん 出 巧 
て'  そのぶ を 化 界に师 かす やぅに をつ たのです。 しかし 何とい ふ 悲しい ことで せぅ。 

一一 一十を 過ぎてから だん-^ 耳が 惡 くな り 遂に 圣く おにを つてし まつた のです。 音樂家 
で 耳が 間え るければ、 これほど 困る ことはぁりません。 ベー トー ベンは どんを に落赔 


した ことで せぅ。 けれども 流石は ベ f トー ベン、 みして 自慕 自棄に ならを いで、 五十 
六で 化め まで 音樂 のために 力を 盡し ました'。 

講 齡一 の 霧！ TT-— ベンが.」 冗んだ とぃ ふ が 解は ると、 善 K の 舞辕‘ 
き 11 し晝 した。 ゎ冀の i には、 その 龄が祭 二繁の だち が i が、 ゎ？ の 苗 

は 齡齡の 八が で 非 私を' が雜 だつ たので、 軍 断が 震銜 してやつ と 道を 開かせた とい ふこ 
とです。 

ベー トー ベンが f も繁 にがげ た 一 牛； が 實に當 いもので あります が、 何事に よらず ベー 
トー ベンの やうに 自 がの 仕事に 魂を がち こんで やらを ければ ならを いのです。 

四 ビスマルク 


フランスの 大 革命 

だ •，れ ヴ  でか 〇一  とづ  ク化 

フレ •テ リックが 王の 力で、 プロ シヤ はィゲ リス、 フク ンス 、ロ シヤ 巧と 巧を ならべ 


てヨ— 。ツバの 破邮が 一つと をり ましたが、 まもなく ヨー 。ツ パの 天地に 大變を こと 
が辭リ ました。 それは フランス のがぎ 命で •この 革命の 軒から 大 英雄 ナポレオンが 現 
はれた ことです。 

ナポレオンは フランスを 舱一 すると 詔が か 位に 即き .忽ちのぅ ちに 四方を 征服し ま 
したが、 一八 0 六が には •フロ シヤも ナポレオンの ためにさん'^ にがち やぶられ、 そ 
の 齡職も 離 ど タクて しま ひました。 

けれども ドィツが 喊 の叛國 、むは いつまでも ナポレオンの 他 服に 甘んじて ゐ ませんで 
した。 < デ がて プ 。シヤ 、オー スト リアの 兩斷は ィダ リス、 ロ シヤと 同盟して 一八 一一 一一 
料齡に ナポ レナンを ヮ I テ ご I ので% に齡 於し ました。 そして ョー 。ツパ 圣击を ふ 
みに じつた ナポレオン も. はなれ 小な の セントへ レナに 流された ことは、 をさん もよ 
く 知つ てゐ るで せぅ。 

がの II 恥 ナポレオンに 辭 はれた 齡お ももと にも どつ て、 プ 。シヤ の 勢が だん^'^ 敬- 


こふ ど  サふ  生じ  をゥん 

んと をる につれ て、 今度は 才 [スト リアと 一戰を 巧へ をければ をら をい ザう をち 運に 
をつ て ホた のです。 

ここで 少し 說 明して わかねば をら をい のは ドイツの 聯邦と いふ ことです 。これまで 
も^あの おじ 度々 ドイツと いふぶ が 出て 巧ます が， これは 聯邦と いつて、 たくさんり 
軌 々が 寄リ なつて ゐ るので す。 プロ シャも その 一つです。 今まで も 何とかして ドイツ 
を 統一し 强 固を 國 •家を 作り上げょ うとした ことがあ るので すが、 常に ォー スト リアが 
を‘ 術へ て、 ドイツの 統一を 妨げて ゐ たのです。 ところへ 聯邦の 一つで ある プロ シ 
ャが氣 にむ く/ \ と 頭を 上げ、 すばらしい 敦 で發展 して ドイツ 統一を をし とげょうと- 

巳 i ク とつ 

したので すから、 ォー スト リアと いつかは 術 突し をければ ならな かつた のです。 

U ふ  すい わ ゥさ丈  <ら& 

プ 。シャ では 一八 六 一年 ゥイ^ヘルム ー世が 王 穂の 位に 上りました が、 どうかして 
ドイツ 舱一 をが 成したい とおつ て. 有名を ビスマルクを 宰 « つまり 總理 '大お とし、 モ 
少トヶ を 參謀總 長に 巧 じ‘ その 機を のがる ことを 待つ てゐ ました。 


二八 


慈愛の 紙細工 


この ビスマルクは ゥィ^ヘルム ー世を 助けて ドィッ 帝闕を 建設した えらい 人で、 生 
れ たのは 一八 一で 年 四月 一日で 今から ざつと す 二十 年 前の ことで ありました。 昔から 
えらい 人と いへ ば大 ていな しい 家に 生れた 人が をい のです が、 ビスマ^クの ホれ た 祭 
は 化々 をが の 高い が 柄で'  大 へん ひろい 領地 ももつて ゐ ました。 

いへ  ちみ ヴむふ う 生  とづ 

こんな りつぱを をの 長男に 生れた のです から、 わ 父さんは どんを に ぅれし かつた か 

巳  ス>  サが  えい ゆつ  ち、  ク t  べつ  いは 

かれません が、 流石は 英雄の 父 だけ あつて、 ビスマルクが ホれ たからと て 別に わ 祝 ひ 

はつ-^  いは ひ  •し k 

らしい こと もせず、 方々 からの わ 祝の 品 もみん を ことわつ てし まひました。 そして ビ 
ス マルクを ずいぶん きびし < 育てた のです。 わ 父さんが きびしい 人で あつたに ひき か 
へ、 わがさん はほんと にやさし い 慈 覆‘ にみ ちた 人でした。 

ヴを  U ふ  とづ  か々  ゐ なか  はう 

ビスマルクが ホれ てから 一年た つと、 わ 父さん やわ 巧さん に つれられて 田舍の 方の 

?々々ろ  づつ  す  ，5、 しけ  みは 

巧 地に 巧つ て 化む ことにな A ました ビスマルクは 虫氣 もつ かずに ずん/. \ 大きく を 


りました が、 それと 一し ょに い たづら も 日に日に はげし <をリ ました。 けれども それ 
は 別に わせさん の、 心配の 溺 にはを りませんでした 。わせさん の 也 配は 外に あつたので 
ず。 とい ふのは ビスマルクは 御飯を たべる ことが 大 へんは やくて、 口に； <れ たかと 思 
ふとろ くに かみ もせず、 ぐいとの みこんで しま ふので、 

「そんを には ザく たべる ものでは ありません、 ゆつ くりょ くかんで いただき なさ 
ぃ。」 

とわ 巧さん がいひき かせる とそのと きは、 


イ‘ 


tt やぐ 6 


と 遮 事は しても 二度目には もぅいつ もの 早 食です。 

かみ  、しふ ばい  •しよく！® つ  か-二-  よ。‘ 

わせさん はこれ がふ 化で たまらない。 なぜなら 食物を よく かまを いと、 を體 ががく 
て 長 ホき が出來 ないから です。 そこで わ姆 さんは どぅかし てこの 恶い撫 をが ほしたい 


かふが 


とちへ てゐ たが、 ホロ 何を 化 ひついた のか、 


「さう''^^、 さうずればきつとをほるにちが^5ない。」 

ひとりご 

と獨 語。  • 

がの がの わ畫 時、 ビスマ^ク はわせ さんと 一し よに ティ ブ^の 前にす はリ ました。 
ティ ブルの 上には わい しさうな 御馳走が をらん でゐ ます。 

「さあ、 いただき ませう。」 

やさしい わがさん の をが ちかね てゐた ビスマ^クは. 急いで 肉の 一切を 日の 中に 
义れて そのままの みこまう としたと き、 

『巧 ザ、 この 中を ごらん。」 

わがさん は どこに かくして ゐた のか、 小さい 紙の 袋を 出して ビスマ^クの 前に わき ま 
した。 

「これ、 を あに。」 

，ヒス マ^クが 口を もぐ/ \ させを がらき < と、 


「まあ、 あけて ごらん 〇」 

とぃ ふ 写、 おがさ かさに」 て ふって がると >  矿 た ゎ-..,^ からが ゃ撇ゃ 9 がぃろぃ 
ろを 紙の が 具が わ どり 出しました。 

「や あ、 面白い。」 

とそれ を ティ ブ^の 上に をら ベて 喜んで ゐ たが、 こんを ことで いつも ザく すむ. お 載が 

作^、/ む！.？  、 、  ， *i-,  cx<u^  か々  をぃ にち く ふ， 

大 へん 長く ぇ^り 知らな いまにょ く 食物を かんで ゐ ました。 わ哥 さんは 毎日 工夫し 
V 紙細工を 作り それを 見せて ゐる ぅちに、 ビスマ^クの 早 食の 惡い 癖を すつ か々 を ほ 
してし まつた のです。 

/  、 か ミぐ ひ  の 5 

もしお 巧さん が ビス マ 八 クの早 食を そのままに ずて ておいたら、 を f 心なつ て ドィツ 
帝 關遮設 とい ふ 大事 業 も S 來を かク たで あらぅ し、 八十 餘 年の お 斯か斬 ひもょ をを か 
クた かも 知れません 0 

ご 二 


三 二 


靴屋の 降參 


ビスマ^クの 角け 嫌 ひは 有名を もので、 こんを 話が あ々 ます。 或と きべ^ リンの 挪 
屠へ ビスマルクが 長靴を 一足 注文し ました。 そのと きは 或 役所に つとめて ゐ たのです 
が、 靴 尾へ やつて 巧た ビスマ^クは 靴の 寸法を とつた あとで、 

「靴， i さん、 いつまでに 出來- るかね。」 

と肆 ねました。 すると 挪屋は ペコ {頸を 下げて、 

「ヘィ、 一遇 間の 中にはき つと 出 巧て をリ ます。」 

と いかにもた しからし く 約 おしました。 

ところが 一遇 間た つて 巧つ て 見る と'  挪 尾は 頭を かき/^ 

「まことにす みません。 仕事が 化し かつた ものです から …… へい、 もぅ 一一 一日 だけ 待 
つていた だきた ぅご ざいます。」 

とい ふので、 目 かが 約 ホに 巧く ことの 大嫌 ひを ビス マ八ク はぐつ とし やくに さは々 ま 


したが、 その 日は 別に 怒り もせず そのまま かへ でました。 

一一 一日た つたが 出 巧て ゐ ません。 挪屋 はうまい りくつを つけて、 また 二日 待つ て くれ 
とい ふ。 その 二日た つても やは リ出 巧て ゐ をい。 ビスマルクは 何とかし てこの 嘘つき 
の 哪屋を こらしめて やりたい と 思つ てし き々 に考 へて ゐ たが.、 どんを ことを 思 ひつい 
たの か、 

「さう だ。」 

と 叫んで 元氣 ょく 靴 尾を 飛び出しました。 

その 發 日、 靴 尾へ ビスマルクのと ころから 使が やつて 巧ました。  ’ 
'「ビスマ^ク がの 靴は 出 巧て をり ます か。」 

「和す みません が、 まだで ございます。」 

「さう です か、 さょうなら OJ 

化が すた—- かへ つた かと 化 ふとす ぐ 別の 使が やつて 巧ました。 


「ビスマ^ク 様の 靴は 出 ホて をり ます か。」 

「いえ、 まだで ございます。—- 
「さう です か、 さよう をら。」 

ホへ った かと 齡 ふと 知 孤の 敝が來 る。 引っ きリ なしに 來る 使に 靴屋は すっかり 弱って 
しま ひ、 とう''^ その 日の 中に 仕上げて 挪を ビスマルクの ところへ 屈け たとい ふこと 
です。 

ビスマ^クは こんを なけず 嫌 ひを、 どちら かとい へば 亂 暴を 行も少 くを かつた が、 
しかし 八の ためには がが の倘 がす てること さへ 何とも mi はめ 氣敲ぃ 精神が、 生涯は を 
れ たこと がを かつた のでした。 

べ少 リンから ずつ とは なれた 斤 田舍に 火事が あつて、 農家が 四 五が、 天を こがして 
盼 えて ゐ ましたが、 その 和の 一軒に 一人の 齡夫 がが あに 包まれて すっかり 逃げ場を 失 
つて ゐ ホす。 人々 も 助ける こと も出來 ないで ただ ヮィ-^ ホち さわいで ゐるば ホり。 


ち け ふ  セ t  さいご  ぷ乂 かふ  わか  はぅ  っ 正  むろ  •さ U  、  巧 i* 

この 危 をの 迫つ た 最後の 一み 間、 向 ふの 方から 馬に 一 鞭 くれて 一散に づけつ けて 來 


1 巧  < わ  のが  で 

ま 猛火を < ぐ つて 逃れ出ました。 


天狗が 人を さら ふとい つても こんを 早業は 出逐 をいで せぅ。 

わ!！ で齡 だは 鞍 か% 解した だけで 鹏かリ ましたが、 この 農が のかの 親 こそ •この頃 
裝 W の邮职 にかへ って ゐた ビス マ； でぁっ たのです。 この 一ー クミ づの 話で、 ビス マ 
少クが どんを 人で あつたか ょく わかる だら ぅと あ ひます。 

五 ドイツ 帝网の 建設 

占 ひの 煙草 

ビスマ^クは ドイツ 帝幽の 建設の ためには 何ょりも ホ づ强い 軍隊が 必要で あると 考 
へました。 ゥイ^ヘルム ー 化 もこれ に 巧 成しました が、 岡 巧の 代表で 成りな つて ゐる 


爲つ まり SE の s たちは 擊 これに 賊 i し、 f 城 も ビス マ； をに くんで がに 

あ*^ 3 つ  す こわを 

は 略 殺しょうと つけねら ジ たもの も ありました。 しかし ビスマルクは ルノ しも 怖れ ませ 
ん。 T 尸の 新 時が 聯齡 しょうと したと き ビスマルクは 庸 がに 向つて いひました。 

「今 こそ 阔 巧は 叔 のがを とりた がつ てゐ るが、 も 

U ふ  わたく、 レ  tic こ 

う 二 一一 一年 もたてば、 きつと なのした ことを 喜んで 

ピ 

マ  <れ るに ちが ひを い。」 

ル 何と いん 自信の 强い 言葉で せう ホ。 

々  ビスマルクが 下院の 反對が あつても 少しも ひる 

ぐ ふび  を やヴ でを 

まず 軍備を ととのへ ょうとし たのは ザが て强敵 

ホよ てた、 か  C 

を 巧 ホじ戰 はねば をらぬ ことを かつた からです。  - 

、し ホ r ふこつ  た  ち ひ  <  に  だいて いこく  をつ  ホ 

プ 。シャ が お 人を にを つて、 他の 小さい 闕をー ホた まりに，」、 大ホ國 を 築き上げる 
には ネー スト リァと いふ 邪魔ぶ を ドィッ 聯邦の 仲 岡から をひ挪 はねば ならを い、 その 


た^.  ぐら ゐ  づろど 

ためには いやで もォー スト リアと 戰 はむ ばなら めと いふ こと 位は. ビスマ^クの 銳い 
がは とつ < に 見ぬ いて ゐ たのです 。ドイッ 聯 巧の 中に 势を がふを 大 闕ォー スト リアと 
が典プ 。シャ とは、 わ そかれ 早 かれ 一戰を 交へ ねばならぬ 運命に あつたので f。 

いよ一^ 時が がました。 たま/' \  •テン マ— クの シュン スッヒ 、ホルスタインと いふ 

ところ  じく. たが ひじ' バふ をぶ  -、 •こ つ； •  / 

巧を 二國 がな にも かの 物にしよ うとした ことから とう-'—^ 一八 六 六 ザの 夏 フ 。シ 
ャ はを 火 幽ォー スト リアと 戰 端を 關< ことにを ク ました。 

「わ のれ 化な!？ を ル 僧め。」 

とば かり、 ォー スト リアの 二十 六 巧の 乂 単は、 雪崩を うつて ヶー ニッヒ グンー ッの平 
.放 じがし よせて 來 ました。 

プロ シャ では ゥイルへ レノ ム ー S がが が黯と をリ、 簇 ，モ T ヶ繫が 齡靈ピ な 
つて、 一 載の 下に ォー スト リア 単を がち 砕いて やらう と 遮 二 無 一二に 突進し ました。 ビ 
スマ かク も* i 王に i つてが 邮 しました。 プ n シャ巧 必死' のみが も 流石に おい 阀ョ ー 。 

I ミ 


ッ パの 强幽 として 威势を ふるつて ゐたォ I スト リアの 軍 觀を巧 ち聰る ことが^ がませ 
ん。 

どんを ことに も 驚いた ことのを い ビスマ^ク も、 氣が氣 であ ク ません。'‘ 揽 がいつ ま 
でつつ くこと か、 果して プ 。シャ が 勝てる だら ぅか、 ただ 神の 如き モルトケ^ 軍 こそ 
强 いたょり です。 


はんえい  ウ ま  むろう  乙 やうぐ ふ 

そこで ビスマルクは 本營 から 馬に 鞭打つ て モ^トケ 擒軍審 さがしました。 ずるとは 


じ やうぐ ふ ちか  う 生  と  わ  ろよ つと かど i 

て將： 本に 近づく とひら りと 馬から 飛び 下リ た。 モルトケは 一寸 驚，， たやう に、 


「わ や、 あを たはい つの まに ホら れ ました。 佩か 御が です か。- 

1  、  たばこ  あ  み 6 

I いや あなたに 煙草を 上げょぅと 思 ひまして を 〇  I 

ほふ  たばこ  だ 

ビスマ^クは ポケットから 一一 本の 煙草を 世して モルトケに すすめました。 モルトケ も 

ひじ やク  わげ こ  す 

ビスマルク も 非常に 煙草が 巧き であつ たのです。 


ところが 今 ビスマルクの 差 出した 二 本の 煙草、 一本は 上等 だつ たが 一本は あま リょ 
い 煙草では あリ ませんで した。 

「どちらで も わ 好きを 方を わ化リ なさい。」 

とい ふ ビス マ 八クの 言葉を きいた モルトケが がは、 ニッ コリ 笑 ひながら しづかに 手を 
さしが してが つたの が 上等の 方の 煙草、 すると 何と 化つ たか、 ビスマルクは、 

「巧が 軍は きっと 勝つ ぞ。」 

と 躍り 上つ て菩 びました。 

「がが 吟は 料つ にき まつて ゐ ますょ、 あを たはみ になつ て わかつ たのです か。」 

も  つ 

モ少 トケは どこ でも 落ち 巧いて ゐ ます。 

fS がが‘ がが： ¥ が萨 っか 負ける か、 煙 音で 占って 見た のです。 あは 二 本の 赌 をを 
がしました、 もし あを たが このはげ しい 戰に必 がみ だれて、 煙を の 善惡を 見々 けら 
れを いやぅ だつ たら’ がが 巧は 脱れ るが はを いが、 幸、 あるた は 上等の 煙草を 選ん. 


,  巧 0 
で くれました。 もゥ がが S の 4s 鉱ひ なしです。」 

「、や これは えらぃ が驗 をされ ました、 もし、 そつち。 赋斬 をが つて ゐ たら 齡躺で 
したね。 パ …… 」 

「どうです、 このよは 殿して 邮觀 ひは ないで せう OJ 
く ぃゎぃ つて ビス マルト クも繫 ひ、-; での プ 。シ ャの議 は、 はげと-% の おにし ばらく 
愉 かさう に 煙を の峭 をが かせて ゐ ました。 

果して 煙 葱 占 ひじ 轉 I ひは なかつ たのです。 ヶ ，ニ ツヒグ r ツ韶 "に、 T ス 
トリ ァ 軍は 一ぶ とがち 上れぶ ぃ .7 な 徽ぃ擊 をが けたので、 も ご 十ー ニが には 叙に 
プ 。シャ^ 化陋 する ことにを りました。 プ 。シ y 可ォ f スト リアに なつて ドイツ 職が 
臺 配^、 プ。 .シャ お ゥイルヘルム ー 做が ドイツ 狐が のが S つたのは. これから 齡 
あま リ間 のない ことで をり ました 0 

プロ シャが T スト リァと S かつた のは、 がほんが ‘齡邮 やロシ ャを擊 にした と g じ ザ 


^  ゆめ  をる 

うに ョー  ロッ .ハの 邮 w でも、 プロ シャ がオー スト リアに 勝てる を どとは 夢にも あつて 
ゐ なかつ たのです。 それが 載が にもが'’ 配 利を 得た のです ホら、 ビスマ^クの 夕は 忽ち ョ 
— 。 ッバ勒 おに ひびきわたり、 龄くが も その かを 剛 けば 泣き止を とい ふ ほどでした。 

普 佛戰爭 

プ。 シャ趴 鱗が がに がに 加は るに っれてが ろ ひそかに 歡ば をかった のは、 フランス 皇 

.  '  :  ホ、 しると 

斬 ナボレ オン ーニげ です。 この 人は ナポレオンの 甥であります が、 ナポレオンの 足 許に 
ちょ々 っけなぃ B が 誓した。 それ だのに 黎 ナポレォンが がの ゃうに、 白々 もうん 
とが 私を ひろげて ョ ー 。ッバに がを ふる ひたいと がんでも をい 望みを 抱いて ゐ まし 

fi- 1  つと  むにつ 

た。 を こで ナポレオン ーニ 化に とつて は、 プロ シヤが 强< なるとい ふことは 何よりも 巧 
が W の!！ いこと でぁった のです。 

ナポレオン ミ 脱は もとく がして えらい ひんで をい おに、 いろく 巧 敗が っづいて だ 
ん 網 靴が ||< な りかけ てがたと ころ だから、 何とかして 人 お 化の 化 事を しを けれ 
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ばなら ない、 それには プ n シャ と戰 つて 勝つ ことが 一番よ い。 プ 。シャ の 方で もどう 

た、 か  かくご  P や ゥはゥ  を 口 

せ フランスと 戰 はねば をら めと 覺 悟して、 爾方 とも その 巧を ねらつ てゐ たのです。 

ナポレオン ーニ 化は プ n シャを やつつ けたいのは 山々 だが、 うつか リ 手を 出す ことが 
出來 をい ので、 先 づ戰に 負けて 深 <プ 。シャ をう らんで ゐる才 f スト リアを ホ 方に 引 

い  むか 生  だいち々 ゥぷ 

き 入れ、 イ タリー までもう まく 仲間に さそ ひこんで、 これ をら 大丈夫と プ 。シャ との 
開 域を 待ち かまへ てゐ ました。 

その 頃 スペインでは 王樣 がを くつて 的つて ゐ たので、 プ 。シャ 王 ゥイルヘ^ム ー世 
は、 自分の 親類に 齡るン オポ^卜 親王を スペイン 王の 位に 即 けようと しました が、 こ 
れ には 勿論 ナポレオン ーニ 化は 大反對 です。 もし そんを ことにを つたら プ 。シャ は 益々 
L 敦を增 すに ちが ひを ホら です。 しかし プ U シャの 方では ナポレオン 三世の 反對 をん 

L ふわ ヴ  わゥ  す 

かに ビク ともせず、 どうしても レオ ポルト 親王を スペイン 王に おえようと しました。 
幸 レオ ポルト 親王が 自 かで スペイン 王と なること を遠應 したので すが、 にらみな ク 


b 少 V  みふク ふ  こ 

たプ 。シ卞 と フランスとの 間の 暗雲は いよ----- 濃く をる ばかりでした。 

J か  せ ふせ ふ  •しらを  れふ  ぐれつ  にモ 

フランスが プ 。シ卞 に 向つ て宣戰 するとの 報 遣が 一八と 0 年と 巧 十五 日べ^ リンに 
傑は ると、 がが は^を. おへの が聯 ぎ、 にくむべき フランスを ただ 一狀の ザに かち 破っ 
てし まへ とい ふ 就 新を もの も ぁれば、 がして この 强 敵に 打ち勝つ ことが 出 巧る かと 必 

いじ’  た、 かほ か  かくご  だれ こ、 ろ 

配す る もの もぁク ましたが、 今と をつ てはい やで も戰ふ 外は をい とい ふ覺 悟は 誰の 必 
にも かた < 決せられて ゐ ました。 

せ.  卜  ゎ ふか t  •しみ 乂 

ゥィ^ヘ^ム ー 化が その 日の 夕方、 H ムスから ベルリンへ わかへ々 にを ると、 巿巧 
は 脈' れる ザぅ を SQ 燕を H て S へました。 この S の おに 7 ランスと 一 ip ょぅとの 
が 喊の款 新が ぁふれて ゐ たのです。 ビスマ^ク はこの 國民 一致の が 子を 見て、 フラン 
スを敝 る ことは 巧して むづ かしい ことで るいと、 むひ そかに 喜びました。 

かねぐ ち ザん と 単— 備 。が 出 來てゐ たので、 忽ちと 十五 萬の 大 軍が 進擊の 用意を とと 

jf  * 也*  くだ  .k  た  •レ々 っぐ ふさ ふで づをゥ 

のへて、 输 斬の y るのを 今 ザ わ そしと 待ち かまへ てゐ ました。 モルトヶ 將 単が 參謀城 
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巧げ 

技と なつて 姿 軍を お雖 した ことは 才 （スト リアと 的戰 Xi かは 5 がありません。 

その 夜で ル トヶは 目の前に ひかへ た 乂戰を まるで、 むピ 止めを いやぅ に’ 齡が もが' っ 
ずぐ ツ すり 寢てゐ ましたが、 眞 夜中' 頃は げしく 戶を たたく I むじ!! を 般られ ました。 

「1 か。」 

「化で ございます 。お 下、 わ目覺 めで ございま すか。」 

「はいつ でよ ろしい 0」 

モルトヶの 部 尾には いつて 來 たのは J 副 もです。 

- お， 松 中に 何の 用 か。」 

疏 か 下、 ぃょく 載で ござぃます。 i か 下から みが r がで ま」 た。 驚 破が g は齡 
ちに 山 動し をければ なリ ません、 昭で そめ^ 嘶 顧は！」 

「ただ それだけの ことで おした のか、 それは その 船が 郎邮の おに 蕾ぃて； ^れ て もぃ 
た述リ やれば ょいの だ。」 


つくえ  乙め 

ち ルトヶ はかた はらの 机を さし 示し、 

U  レ 

「どれ •もう 一 寢入ク する ことにし よう。」 

36  生た たかいび を a い  ふく  くれ ふ ぃょ だ.^ 

といつ たかと 思 ふと、 又 商が で 眠つ てし まひました。 副官は 今更を がら モルトヶの 大 
燃！! 觀 をのに 聯^を がら* いはれ た 化の 引出を あけて みると. 水 も 波ら さめ やうを 作 
戰 計劃醬 がち やん としまつ てあつた のです。 

ベルサィユ宮殿 

戰 が、 數辭の ザう をプ 。シャ の おがは， モ^トヶ 將 軍の 作 戰記舰 にょって、 フラン 

じくを々 ク わか  いる  巳 A ぐ ふ  かいこ  いづ ホい  巧、 •っ* す 指 

ス關婚 に 向つ て 盛 まし/、 進 単を 關始 し、 ここに 有名を ダ U シャと フク ンス の微爭 即 
ち 普佛戰 解の がぶ たが 切つ て 落されました。 

ナ •ホ レォン ーニ 化は プ 。シャ と閒戰 すれば、 必ず ホ （スト リア-ザ ィ タリ I がず ぐ 加勢 

t  に..？  {-ィ やっ r ミ  々*r ホ  み 

して // れる ものと‘ 他人を あ V にして ゐ ましたが、 兩國 とも まあし ばらぐ 操す を 見て 
からにし ょうと') 向 手 傅つ て  <れ る 棘よ もを りません。 

置 


けれども ヨ —ロツ パの 諸關 は、 プロ シト はとても フク ンスの 敵では を < 、フランス 
私は が^ クイン 邮を 齢つ てプ 。シヤ に 懷ス ずる だら うと 考 へて ゐ ました。 ところが フ 

E  ぐ ふ  夕 •し 

ランス ドん をた のみに してく づ して ゐる 間に、 プ n シヤ 軍は すばやく ラインの 坦 
にが* り、 ぃ辦ザ ざま じく 趴敏バ ぶが えて. I 齡をっ づけました。 

ナポレォン ー幕は. フロ シャ 私の が 一 ひの 鑛 ぃのに 槪： ろぃて、 が S を セダンに S め、 お 

& のぐ ろ  ぐ ふ  />  と  こつずい  わ  • 

物 主 ひで プロ シヤ 軍を 增ひ 止めようと したが、 もう 洪水の すうに 巧せ よせる フ 。シ卞 
のが 齡を せきがめ る ことが がが ません。 ナポレオン ーー ー世は とても かを はを いと 知つ て 
が臟を かがけ た 做が プ 。シャ のが 斬に おらせた。 か 脈は ぃふまで もを く 降が のしる し 
です。 そのが ナポレオン ーニ 化は ウイルへ ル ムス ホー ユ のが 中に 補 腐と をつ て 押し こめ 
られ齡 載の 凱は ただ 弧 親 の やうに 消えが せて しま ひました。 そこで プ 。シヤ 軍は 巧に 

み-"- こ  か  と、 枉 たへ 

フランスの 都 パリー に 押しよ せて 十重二十重に かこんで しまつた のです。 


した。 已の邮 ピ ガンベッタと いふを 國 あが 輕氣 巧で バリー を 逃れ、 地方に 行つ て義里 
取を 募りました が、 ガンベッタの 燃える やうを 巧國 、む も 勝ち ほこつ たプ 。シャ の大軍 
の 前には どうす る こと も出來 ませんで した。 

パリ [が 內も だん/ \ "描な が盡 きたので •遂に 籠が 五ヶ 巧の 後、 翌年 一巧とうと 
う .S を^け 渡し、 假巧府 の もを であつた チユ I  ^ はプ 。シャ の 首 巧 ビス マが ク とべ 少 
ナイ ユで お和條 k を 結んだ のです。 その 結果 フランスは、 ア^ナス、。— レンの 二 州 
を ドイッに 譲り、 五十 憾 フランと いふ とても 背な ひきれ をい ほどの たくさんの 僧を を 
一3 す ことにを りました。 プ 。シャ の 得意に 引き かへ て、 フう ンスの 無を さは どんを で 
あつたで せう。 これは 後の 話です が、 フタ ンス はょ く 上下 一致し、 とても 出せまい と 
斬 はれた 五十 傲 フランの 做-おが 、解かい 齡に すつかり-支 拂 つて しまつたの •には、 列國 
はび つくりして しま ひました。 

フランス のべ^ ナイ ユ 宮殿と いへ ば、 化艇を ことで 世 あに そのぶ を 知られて ゐ ます 
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が、 がは 一八と 一が、 がが 圃の 明治 四 年 一巧 十八 日、 このべ^ ナィ ユ 宮殿で、 プ D シ 
ヤ王 ウィルへ ル ー 化が’ ドイツ 基-がに をる とい ふわ ご そかを 式が 艰 げられ ました。 こ 
れ まで もプ 。シヤ は 他の 小さい 圃 々と 仲間に をつ て ドイツ 聯邦と いふの が 組立 てられ 
てゐ たが、 まだし つか リ とがち 固められた ドイツ 帝國 とはを つて ゐを かつた のです。 

この 口 正午 ウィルヘルム ー 化は わ 觀も晴 や ホに、 ビス マ 少クや モルトケ、 その他 聯 
邦の 小さい 邮 々の 王様たち を從 へ、 鏡の 間に 進んで、 今が から ドィツ 皇 ホに をる とい 
ふこと を宣 しました。 ホう して ドイツ 大ホ國 のな が 築かれた のです。 

六え らい 人々 

い ろ^ な 發巧 

ち乂 闽オー スト リアに 勝ち、 强敵 フランスを やぶつ て、 が國が 建設せられ てからの 
ドイツは どうを つたで せう か、 その わ 話は しばらく わ 巧り としで. みし この頃 卯ち 十 


化 世紀の 文明に ついて お話して わき ませう。 

I 刖化祀 っま リ 十八 化祀に 芽を 出した ョ —U ツバの 科學 文明は、 十九 世紀に 入って か 
ら すばらしい 勢で 進 ホし ました。 イギリスの ダー ゥインが 進化論と いふ 說を 立てた の 
もこの 頃です が、 ドイツに も ダー ゥインに 貧け をい マイエ^ とか、 ヘルムホ^ツ とい 
ふやうな えらい 戰 がが 出て 勢 加が 滅說 を卽 き、 ともに 世の中に 非常に 大きな 影響を 及 
ぼしました。 

レント ダンと いふのを 知つ てゐ ます か。 ユツ クス 化 線と もい ひ、 大きを 病院を どに 
は その 機械が 据えつ けて ぁります。 この 化 線で 人間の 身 鴨を うつす と、 肉が すつ か々 
すき 通つ て 骨 だけが 薄 黒く 見える のです。 み隊 さんが 敵の 彈 丸を 身に 受けた。 それを 
化り 出さなければ をらない。 しかし やたらに 切つ ては たまらな いから、 手術の 前に レ 
ント ゲンの 窝 巧を 报 つてみ る、 すると 彈 丸が どの位 置に ぁるかと いふ ことが ょく わか 
るので す。 この レント グン ホ 線は ドイツの レントゲンと いふ 人が 游 明した ので、 憐學 
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を 始めい ろ'' ---- な 方 曲に 應 用され てゐ ます。 

熙帶 では ドイッは 俯と いつても がが 鑛 一とい はれて ゐ ます。 をで こそ ドイッに なけ 
をぃ ほどに'^ んだ おが Q 證 W も、 もとはが てぃ ドイッ 畫 もとして 學ん だのです。 ド 

f  ,  •  き t  けつ*^ ん  ク 

イッの! 5：| ぞ淑 にもれ てなら ない のは、 こ ク菌を おを した コッホ や デフ テリ ヤ凿を 
驚した そ qS が。 7 レ ルで せう。 1?^ はかう ぃふが の辭繫 にょっ て どれ だ 

> ずウ  ，し  妄  かふ 直  じ ミ  t ‘  むか 

け お齡を 受けて ゐる かも 知れない のでず から、 深く 感謝 するとと ちに G かも 化の 中の 

かふが  I 

ためにつ < す ことを 考へ をければ なりません 

楚 フルトン がが I を gi し、 S スチ ゲン ブン がが .9 を Si したの もこの 遊の 

.觀 めです が： ドイッが ヵゥスが 辭し楚 *1; が穀 いた 麗 "機の t 世に^の も 

また この 巧の ことです。 

この 54、 ドイッに カントと いふが 巧 巧 おの 出た ことを 話して わきました が’ カント 

7 ク  てつが，、 乙み 

の觀 こも フイ ヒテ、 へ t グ^、 シヨ— ペン；； ウユ^と いふ やうを えらい 巧 巧 あが つづ 


、— て^てが if でも ドイツは ョ I 。 ツバの 中で 一段と 光つて ゐ ました。 

む だか 

それから、 このが へ 八 バ八卜 、チ 八 レ 八、 クイン、 フレ I べ^とい ふ* ザうな 名高い 
觀而 iT おが 綴 W がた こと も ドイツの 親です。 この"^ たちの ことち 今に わかる やうに な 
るで せぅ が’ が 拭の 纖お委 ぃぶん このが の獻 I をが けたので す。 この 中で フ レ— 
ベルと いふが はがいた ことがある かも かれません が、 この 人は いは ば 幼 雅阅の 元祖を 
のです。 

幼禮 園の I 兀祖 

フン— ベルが ドイツの チユ— リンゲンの 牧師の-家に 生れた のが 一と 八 1K 中の ことで 
す。！^ さい 嚇は舶 にす ぐれた こ 子 僻では なかつ たが、 がんで ゐ たがが 森 かにつつ まれて 
ゐ たので、 いつも 森の おで あるんで ゐる うちに、 円が の 美し さやを さを かる*^ ゲ うにな 
りました 。そして 〇 がには 脈が 吹く のに も 水が 流れる のに もちやん と 法則が あると い 
ふこと をが へ、 それを よく 知る ために イユナ 火 巧で 勉强 ずる ことにな りました。 その 
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とき 十と 歲だ つたが 家が 貧しい ので 目み で 働いで 勉强 しを ければ をり ませんで した。 

ゥへ  とづ  をく り やづこ  やと ひに ふ  くわい •しや じ .j- るふ 

るの 上 まもなく わ 父さんが をく をつ たので、 測 最師の 鳩 人に なつたり、 會 社の 事務員 
にを つたり.- したが、 どぅかして 雄 築を にを リ たいとい ふ琪 みを 抱いて ゐ ました。 

ところが フ レー ベル はみ 供が 大巧き で、 小を 校の モ化 たちが 無 邪氣じ 遊んで ゐ るの 
を 化る とな々 も 一し ょに あそびた くを る 位です から、 子供を あそばせる ことが 上手で 
ず。 或 日小聲 械の祕 がさんが、 

「おは 大變モ 供が 巧き らしい ね。 どぅだい 一つ ホ ホに をら をい か OJ 

き  かづろ みゥ  t ^  U ふ* ィく 

とい はれる と、 フ レー ベルは すつ かり その 氣 にを り、 その 校畏 さんの 下で 二 年を 送リ 
京した。 その 間にみ 供が ょ < を々 成 横が 上る につけで 輸 快で たまらを かつた のです。 
「化は 一生 敎 をが として 立たぅ、 こんる に 愉快な 摩い' 化 事が 外に ある だら ぅか。 し 

こ ど &  わたく、 し  ベ ふ 3 々う 

かし 子 化の ために 化は もつ と-^ 勉强 しを ければ をら をい。」 

とちへ て、 スィスの 大 お育み ぺ スタ n ッチ 先年のと ころへ けつて、 一一 一年間 辣 むに 勉强 


しました。 

フ レー ベルが 考 へた やぅに 成程 先生と いふが 斬は 每 いが、 それでは 他 のが 斬が 實く 
はない かとい ふと 決して そんを ことは ない。 どんを 仕事で も それが 自 々に 合つ た 職業 
で それに 精一が 力を 打ち こんで やれば ょいので す。 仕事に 尊い 卑しい が ぁるので はる 

くて、 その 仕事を する 人の むに 尊い 卑しい が ぁるの だ、 とい ふこと を 忘れを いで 下さ 

y  〇 
レ 

ぺ スタ n ッチ ホ ホのと ころで 勉强 した フ レー べ^は 更に ドィッに かへ つてから べ少 
リン 大巧に 乂學 して 勉强 しました。 その 中に フランスとの 間に 戰爭が 始まつ たので、 
フンー ベ^も 义劍を 挺つ て戰 線に 立ちました。 戰 ひを がら も敎 育の 事を 忘れる ことが 
出來を かつた のでした。 

やがて 戰 巧が すわと 巧び ホ 生に な々 ましたが， どぅかして 自か でり' つ ぱを學 校を 作 
ク たいと 化つ てゐ ました。 しかし りつぱと いつても 建築の ことでは をい のです。 そこ 
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冗 凹 

で 抓の もい 一が のす 姓 絮を化 りて、 がづ .親が の 子 船を 五 人 集めて 敎 もを 始めた が、 そ 
のが 戰巧 中に 仲よ しにな った 二人の 友 だち が 來て手 傅つ て くれました。 

。常 ひに ホが はだん-^ 增 しても 校の 評判 も 益々 よくな ったが、 何よりも 困つ たのは 
がしく' てわ^の ない ことでした。 巧 校は ボ。 の 古いを、 わ まけに 備へ つけの 設備 
も 殆ど あリ ません。 こんなと ころで 勉强 が出來 るかと 化 はれるな でした。 けれども フ 
レー べ^の 巧亂の ホが は 化 9 學 校の 化 徒よりも ずっと 資いモ 供でした。 何 あで せう。 
それは フ レー べ^の 巧と 熱、 むさの ためを のです。 

フ レー ベルは 小さい 時 じわ毋 さんを をく したので、 他の 子供の ザう にわ 恩さん に 抱 
かれて 可 巧が つて 賞 ふこと が 出 ホませんでした。 大人に なつても わ 巧さん のない 子を 
見る と、 白みの 小さい 時に 化 ひ <ら ベて かはい さう でな々 ません。 そこで 小學 校へ 行 
く 子供よ々 ももつ と 小さい み 供の 化 話を してで り. たいと 思 ひました.。 そして 子供の も 
って がれた よい、 むを 一 辟よ くを てて やりたい と考 へて、 ホ さいす 供 ばかりを 驅 めて‘ 


がきを わ もちやを 巧へ‘  I しょ に 歌 ひ j しょ にあ そんです 化たち のょ ぐを るのを 觀 、し' 
んでゐ ました。 これが かが 圃の出 ホた 始めです。 

しかしを の 時-かの 人々 はま だフ レー ベルの 敎 育の 仕方が わからないで. 多くの だ對 

‘ しや  でゥ  ごつ かく  え.：' ちぶ ふ 

をが 出が て、 が 巧の 幼稚 圃も .ザめ をければ ならな/、 をつ たのは、 フレ f ベルに とつて 
どんを じさみ しい こと だつ たでせ う。 フ レー べ^は この さみし さの 中に 一八 五 二 年、 
よ 十な で この 化を 去つ てし まつた のです。 

かう して フ レー ベルは さみしく 化に ました。 けれども ッ レー べ^の 精神は 今 も リク 
ぱじがきてゐます。 今〇化が中に亂齡脚がたくさん出斬たことをがつたらフ レーべ ル 
は どんなに 喜ぶ ことで せう。 

グリム 兄弟 

もう 一人 誦して わきたい 人が あリ ます。 皆さんは きつと グリム 壺 話を 箭 だり、 きい 
たり-した ことがあ るで せう、 この グリムが 前を 語いた グリムと いふ 小父さん もやは リ 

瓦拓 


ドィッ人で 十九 化祀に 山た のです。 が イ^と いひました がが は イ^ではなくて ヤコブ 
と ウィルヘルムと いふ 二人の 化 巧です。 たつた 一つ 違 ひ、 がさんの ト コブ •グ リムは 
一と 八 お 年に ホの ウィ ごルム •グリムは その 毀が に、 ラィン W にがい；； ナウと いふ 
小さな 町で 第ました。 ゎ 父さんは ゎ驚ガ ったが 冀で ぉまけにが‘ 勢が ぜ ぃぁっ 
たから ホ 巧は ゆたかで を かつた のに、 不幸に も ヤコブが 十一のと きわ 父さんは がんで 
しま ひました。 その後は やさしい 巧の 手に おてられ たが、 そのが も戰 くが をが つたの 
で 一一 人は をく 孤兒 にを つてし まひました。 それは が 繫與を ことでぁります が、 S 麓 
仲の よい ことでは ほんと に 幸福でした。 二人は がさい f から 一つの 歌 野で 一つの 難 g 

で 一し ょじ 當 さんから 繁を がけ、 g じ 巧 露 じ驳ぞ g び、 そしてが 議 せて •トィ 

ッに 昔から 俾 はつて ゐ るいろ-- を 話を 集めました。 それが グリム 載誠鍛 で、 これが 
さつきい つた 于 こ？ タィン？ ぅを えらい ドィッ QMS たちに よつ て、 辦緊 
上に 應 巧され たのです 。とい ふのは グリムの 載 はた だ峭 がいと いふ ばかりでなく、 


その 一つ-^ の 話の 中に、 ドイツ 巧 族の 魂が はいつ てゐ るからで す。 日本の 桃 太郞の 
やうを 話が 蔚 いのは やは リ 同じ 意味から です。 


さてむ づ かしい わ 話を やめに して、 一つ グ J 


ム 童話の 中の わ 話を いたし ませぅ。 皆 


ば ふ 


わは かみ 


さんが 一番よ く 知つ てゐ るのは 「狼と と 巧の 小山 羊」 の わ 話で せう ね。 では これから 
あまり' 常さん の 知らを い 「バンスの 幸福」 とい ふわ 話。 

-ンス とい ふ 子 做が、 と 年間 も 公して、 その 御 褒美に 御キ； 人から 大きな 金の 塊を 赏 
つて， わ 時さん のと ころへ かへ つてが ました。 そのを 中で 一人の 巧が 馬に 乘 つて 巧る 


のに 出を ひました。 

「乃 ンス よ、 お前は 何 だつ て變な 格恰で ホいて ゐ るの かい。」 

「金め 地が 盛くて わしつぶ され さう なんだ よ JJ 

* へ  を ふかた ミリ  つまと  か 

「さう か、 それなら いいこと がを る’ わ 前の 金の 塊と この 巧と 取り 換 へを いか OJ- 

tsc こ  つたと  か  な  つ art， し  ゥ $  をム  は々  か 

パン スは 菩んで 巧と 取々 おへ、 おがよ さう じ 巧を ホら せて ゐ まずと、 巧が 急に 早く 縣 


だ  t 

け 出した Q であつ と 化 ふま もを く；； ンス ははね 歡 されて 解 《がに ころが リ 己んで 
しま ひました。 そこへ 牛を を つたわ 百 g が g りか かつた ので ゃつと，^ つかまへ て < 
れ ました。 

- やれ/- \ ひどい 日に あつた 。もう 馬 をん かに^る もの ぢや をい OI- 
- それ ぢ や、 この 牛と 化り がへ たら どう だ。」 

「あリ がた う、 さう すれば 铅 がわい しいが がが のめる ぞ 0J 
:スは 巧と おり 換へて 質つ たがを おつて 賢」 か I ぎました が、 あ-まり のどが かないた 

ザづ 4 ゥ  ■ 

ので 牛乳を しぼつて のま 5 とすると 一齡も 出て がません。 それ どころ かがの I」 でい-ザ 
とい ふ ほど 郎 をけ 飛ばされました。 

そこへ-人の 男が 一郎の 腺を 車に のせて やつて がました。 

「どうしたん だね、 そんを ところで 〇」 

巧. し 

「牛 じ けられたん です ょ、 この 牛に くらべて だ 火さん のお^ いいを 0」 


「よろしい •それでは その 牛と 取り 換 へて 上げよう。」 

「これは ありがたい。」 

ンス はおとが りが へた； i を つれて がぃて ゐる うちに、 一羽の 白ぃ 携 烏を 持つ た 巧と 
製 於れ にな リ ました。 ンスは 術 も かもが 化の 熙ふ 带リ にを つた 自 々の 運の いいこと 
を 話して ゐ ると、 その 巧は* 

「この 一は 祭る S で S に S' まれた とぃつて さがして ゐる 賢し ぃ。」 

といつ たので‘  ンス はび つ/、 りしました。 

「それは 大變 、どうした らいいだ らう。」 

「がの 斯 だから、 この 拠な と 化り 換 へて 上げよう OJ  . 

; ンス はが リが へて つた 與 一 を 做ぃて 齡 しさう に 白が。 がの 方に かへ つて 巧く と 
T 心の 脈 辟が ありました。 パン スが がち 止つて 研 尾の 化 事を 化て ゐ ると、 研 屈が''  ン 
スじ辨 を かけました。 


「リ つ ぱな鶴 鳥 だね‘ どこで おひな さつた 〇」 

「口つ たの ぢ やを いょ、 僕の 腺と 化リ あへ たんだ OJ 
「ぢ やその 豚は？」 

「それは 牛の 代りに 貫つ たんだ。」 

「ぢ や、 その 斗は。」 

「巧の 代 A さ。」 

「その 巧は。」 

「金 叫 塊と がりが へたの さ OJ 
「その 金^ 塊は。」 

「と 年間 奉公した 御 褒美なん だょ。 J 

「さぅか、 わ前は幸福だね、 しかしもつと幸福にをるには， わしのやぅに恥^|1にな 
ら なければ だめ だ。 祗石 一つ あれば いくらでも わ 金が もぅかる からを。- 


「成程 さう だ、 小父さん、 その 破 石と この 踐 鳥と 取リ換 へて くれを いか。」 
「よろしい、 少し 巧 だが 取り おへて 上げよう OJ 
パン スは 又搬 鳥と 取り 換 へて 賞つ た 破 石を かついで 嬉し さう にわ どリを がら ホいて ゐ 
ました。  • 

し ホし 何しろ 朝から ホき 通した ので わ 腹が 空いて たま リ ません J お腹が おくと 猫 石 
が とても 宝くな つて 來ま した)；； ンスは 水を のまう として、 野中の 泉の そばへ 行つ て 
からだを かがめよう としたは づ みに， 破 石は 水の 中に 落ちて しまつた のです。 

「やれ  < 、これで 逼い巧 石を 持たを くても いい。」 

バンスは 何もかも 白みの 化 ふ述リ になつ たので、 巧， みほ ど!^ 福を ものは ない と乂 喜び 
飛ぶ やうに して わ 巧さん のと ころへ かへ つて 巧き ました。 

を 話は これで わし まひです。 パン ス はずい ぶん 巧 鹿な 乎 化 だと 化 ふでせ う〇 けれど 
も いつでも， りみ を毕福 だと 化つ てち つと もく よ''^ した リ 、め そ-^ したりし ないで 

ム ハ！ 


元 おで 愉 化に ホリま はつた- ンスを ただお 鹿 だと 笑つ て ゐられ をい 夕 うを 氣が しま 
ず 日 

セ ドイツの 發展 

ビスマルク 時が 

それは さておき わ 話を もどして 帝國 建設 後の ドイツが どうな つた ホ わ 話いた しませ 

$  口 

ドイツ 帝圃の 基礎が すつ か リ出巧 上つ てから、 その 軍 腐が 益々 强く をつ たばか リで 
をく、 産業に も學 問に も 目 ざまし い 進 ホを とげて、 他の 齡 k とりつ ぱに I 乱を をら ベる 
やうに をつ たばかり か、 ドイツの ビスマルクの 撒 力が 垂ョー 。ツバを 動かす ほどで あ 
ク たから、 ビスマルク 時代と さへ いはれ てゐ ました 0 

ドイツは 始め。 シャ とは 仲が ょかつた のです が* 一八と 八 年頃から 念に， 邮が惡 くを 


クて がまで Qs がまる で S になっ てし まひました^ もとく ドイツの ためじ さんざ 
んやつつけられた^^フ ン スはいつかその^^對をしようと考へてゐるにちがひあリませ 
ん から、 ドイツは フランスと。 シヤの 二闕を 敵し」 しを ければ をり ません。 これでは ド 
イツが どんを に齡 くても S 齡 がない のです。 ビス マ； は才— スト リアと 同 瞄を結 
ぶこと になっ たのが、 一た も、 熙革 一宗の ことで ス それから 一一 牵 後には イタ リ 
—も鸭^こはいつてドイツ、 ォー乂トリア、 イタリ11二圃の同盟が出來上リました。 

/  =-  A か  tO ふっ どづ 

すると ビスマ^クに のけ あにされ た。 シヤと フランスは ひと リで にがつ、 て 露佛枯 
'y が齡 ばれました から、 て 斬 紙の おから 一； 世が のかめ にかけ てョ —  ロツ ハでは 
この i 辭 Q1 二 解 F 藤 K とが 群 iK して どぅやら がした こと もな  <て すん 
だのです。 もし 少しで もこの 餐が f ると 一茲齡 一が がちが る S が ぁったので 
した。 

ヨ—  ロ ツバの もう 一つの， 龍が ある イギリスは、 たクた 一人では 少しむ 細 < なクて 


來 ました。 殊に。 シヤは アジアに ある イダ リスの 娜 g •を ねらって ゐ るので どうもが い 
て化モ がありません から、 誰かし っかりし たが だち が ほしぃ も® ゼと g ってが っけ 畔 
したの が。 本です。 そこで 一九 0 一を にはが 驚 Ig が觀 ばれました 。おがの 辭 一一 一十 
五 年の ことです 0 

話は 少し 前に もどります が、 ドイツ 觀啡の 粒が ス マルクは 一八 九 Q お g が 二十 一二 
年に、 ム をらず もべ ル リンを あとに 3齡 ぃ 辞 の フジ— ド リツ ヒス； とぃ ふと こ 
ろに 引き こもらねば ならを いこと にな々 ました。 とい ふのは かう いふ わけです。 ウイ 
瓜 ヘルム ーサ かを くを られて その あとを ついだ ウイルへ^ ムニ 化は、 はちきれる や 
うを 元氣 で、 もっ とく ドイツを 聯ぃ郎 にす るた め、 IK も かもが がで なさらう としま 
した。 それには どうも ビスマルクが 齡槪 である ことが 狐畔 にる リ ます。 ビスマルク も 
ゥィルヘルム ーー 思ゎ 氣搞 がょく ゎかった ので、 がが から 制 做が itv 退かう とがが し 
たのです。 


いよ/ \ ビスマルクが ベ^リンに ゎ齡が がげ て. 片田舍 に 引き 移る 日が 來 ました。 ド 

ィッ講 の 驚を のせた 慕な 一繫の £ が、 S がるが の Sr ぐって おってが 
きました。 纏が がで， d めら れ、 SV がい 楚もが 似 も S を かこんで 配 かう とも 
しません。 がには！！ 勒に すが リクいて 齡を がて てが くもの さへ ぁりました。 るの 昔、 

わ.*  4 ク  い 生  さ  ホ 化 

即 城から に < まれて、 暗殺され ようと までした ビスマ^クが、 今べ^ リンを まるに 當 
クて 、こんなにまで 別れを 惜しまれよ うとは。 

熙^ にが r いた ビ刀 マ； は、 一一 一二が で 热 S にか かり、 一時よ くな って ゥイ こご 
一一 斬が わ齊た ほど マ ぁ々 ましたが、 そ S が 蛇！-' 一堯 '<哭 千 因 歲マ靜 かに この 世 
をが りました。 がに ビスマ^クの S いも 解が ただ ドイツ 帝幽 の雄設 とい ふこと よ リ 外 

をづ  ていこく  ■  t. 

にを かつた のです が、 この ビスマ^クが 築いた ドイツ 帝闽 は、 ゥイが ヘ^ム ニサの 化 
となつ ていよ-^ す ざまし い 势で潑 破した のです。 


六 六 


力 


ゼ ル 


ウイ 八へ^ ムニ 世は 普通 カイ ど 八と 呼ばれて 、ウイ 八 


ゼ 

ル 

ヴ 

V 

ル 


ちよつ 


ム ー世から うけついだ ド 

イツ 帝國を もつ と^-^ 
お 

大きを イ V リスの やう 
なかが 的帝國 にしょう 
とい ふ 志が 抱いて ゐ 
ました。 ビスマ^クを 
しりぞけた カイ ゼ少は 

かいぐ ふ  だいく わくろ やゥ  わ こむ 

海軍の 大疲 張を 行つ 
て 忽ち ドイツを 世が の 
海軍 國と しました。 

はつて ふ  •しやう こうげ ム 


前に も 一寸 わ 話しました が、 カィゼ^が 卯 位してから、 ドィツの 發展は 商工業に も 


辦 をに も學術 にも 目 ざまし いもので、 そのす ばらしい 發展に 世 ホの 國 々は 目を 見張つ 
て いたので すが、 殊に ドイッ お 軍が 日に日に 盛んにを るのを 見て 氣が氣 でを いのは 
世を 第一の 海単國 だと 自慢し、 世が 中に 廣い 領地を もつ てゐる イダ リスで あリ まし 
た。 その他の 四々 も ドイッの 物す ごい 發 おに ぢつ として ゐられ ず、 めい {軍備の 渡 
載 Li がを つくしました。 ョー 。ッ パの 天地は 何とを く 怪しい 雲 行で、 いつ どんを こと 
がが るか も 知れを いを おであり ましたが、 まして まもを くを 世界の 地圆が 遙リか へら 
れる ほどの だ 事件が 起つ たのです。 それは どんを ことで せぅ。 きつと 皆さんは 口を そ 
ろへ て 『世が 大戰 だ」 と 答へ るに ちが ひあリ ません。 

八 世界 大概 

サラエボの 銃な 

一九 一四 年と いふと おがが のん お 一一 年です が、 この 年の 六月 化 界大峨 に 火が つ 

六 セ 


た 


のです。 がを つけたのは セ^ビアの 一靑 年で ありました。 

でづ  み  な ふ ばヴ， 

ョ—ロ ツバの 地圆を ひらいて 見る とよく わかり ますが、 ョ I  ロ ツバの 南方、 ノ^ カン 

•え  くに 

に ボス ニヤと いふと ころがあります。 A 「では ュ—ゴ I •スラ ビアと いふ 闽に をつ 
てゐ ますが、 このと きォ f スト リアでは 陸軍 大滿 習が あつて、 皇太子 フュ^ デ ナン ド 
がが がが 賦ザ とともに、 この ボス こヤの サラ ュボ とい ふ 町に わいで にを りました。 こ 

のとき* S  くの が i へが 1 •から T 人の！ i がが びが して、 一 かを髮 おのが 驚め が 

けて W 义ブ つけました。 黃 がに 崖が では 何の こと もあリ ませんで したが、 か ヘリに 文 自 
g 軟 で擊賊 い f ふ i 巧； s と f じ ゃぅな 驚が がび r て っづけさ まに ビス トルを 
叢し ました。 麵巧と 驚 ではおリ8 がて 離れて しま ひました。 

さぁ 驚は が 一ぎ とを り、 髮が V ぉ臟 でを is ゎ っれし ましたが、 そのが の T 方 

一 た •こ  '  くわ ヴ てい 

磬だ ぞも妃 殿で もを < なられました。 この ことは、 すぐ 才 I スト リア 皇帝 フランツ、 

3 セフ 恥で に 載齡で 知らせられ ましたが、 皇帝 陛下の 悲しみは 非常を ものでした。 


「ああ、 朕は もうこの 世の中に 何一つ 殘 された ものは をい。」 

といつ て わ 泣きに をり ました。 それ も その 答’ 皇帝は このと きもう 八十 五 歲のわ 年寄 
で、 前に 皇后 龄 下が ィ タリー 齡 巧のと き 殺される し、 たつた 一人の 皇子は わけが をク 
て 自殺す るし'  弟の 王子を 皇太子と された のです が、 その 皇太子 フユル デ ナン ドが、 
妃殿下と ともに 殺された のです から、 皇帝の 歎きは 無理 もありません。 

悲しんだ のは 皇帝 ばかりで はありません。 才 I スト リアの 人々 はみ んを殘 をが リま 
した。 なぜ をら このと き 皇太子は 五十二 歲 で、 ほとんど 固の 政治を されて ゐ たからで 
す。 

これが 世界 大戰 の起リ であり ますが、 大戰の 原因と い么 のは もつ と-^ 深' いところ 
にあつ たのです。 

満洲 事變 がどうして 起つ たかと いへ ば、 を 天の 少し 化の 柳條滿 で、 支那み が 巧が {梢 
滿洲餓 道 線路を 爆破した からだし* ま那事 嫂の 起つ たのは、 旌雑 橘で 支那み が亂 おを 


き 

働いた のが もとで ある ザう に 化 はれる けれども， その 奥に 深い わけが あつたの とが じ 
やうに、 化界大戰に乂をつけたのはセ^^ビアの一靑年ですが、 その頃のョー。ッパに 
は 一が の マジ チで 火を つければ、 すぐ 燃え 上る やうを 空氣 がみを ぎつ てゐ たこと^ を 
へなければ をり ません。 それは だん-'— わかつ て 巧る でせ う。 

開  戰 

< わゥ たいじ  わ ふさつ  ひじ やヴ  わ こ 

さて 皇太子を 暗殺され たォー スト リアが 非常に 怒つ たことは いふまで も ありませ 
ん 。そこで ォ— スト リアは すぐに セ^ビアと 談判を 始めました。 そして セ^ビアの 若 

•の  くわ々 わい •レ  じ々  サいム  .0 •くに ふ  くわ ふ ナパ 

をが 皇太子を 殺した のは、 セルビアの 政 巧の 役人が 關化ピ たにち が ひない から、 その 

如^に^  、はつ  •  ど ほ  ぐ ふ セい  サ  い 

役人たち をみ を 罰し すべて 才 f スト リアの いふ 通りに をら をければ、 軍隊で 巧め 乂 
るぞと 無理難題を つきつけて わ どかしました。 もと^^ セ^ビアが II いの だし、 才— 
スト リアとは くらべもの になら をい 小さい 國 だから、 すぐ；^ ィ^.^ とォー スト リアの 
いふ ことを きくかと 思つ たら、 セルビア はを か-^ うんと いはない のです。 それは 才 


ナこ  む 〇 

— スト リアの いふ ことが 少し 無理で あつたから でも あ 5 ますが. もう 一つは セ^ビア 
には 强い後 巧し が あつたから をのです。 大きを 國 が後檐 にを つて ゐた からです。 それ 
は一體 何を でせ う。 

じ だゥ  •しふ ばい 

「セ^ビア 小 階さん、 ふ 配す る ことは ない、 われが ついて ゐるぞ 0J 
と 後から けし かけた のは ロシャ です。 

ヴ 乙ろ  じ  いまさら  だ 

セルビアの 後に ロ シャの ある ことを ォー スト リア も かつて ゐ ましたが、 今 あつき 出 

ヴで  ひ  でさ  みとみ じ 

した 腕を 引つ こめる ことが 出 ホを いし、 才 f スト リアに もやは リ後 巧が あつた からを 
か--^ 氣が强 い、 この ォー スト リアの か ザで 
「ォー スト リアの. わ 爺さん、 しつ かリ やれ 0J 
と 力を つけた 國 こそ ドイツでした。 

ドイツは るの 頃、 ぐん-^ 發展 して 巧く 力を 束へ 伸ばさう として ゐ ましたが、 それ 
を 邪魔す るのは。 シャ でした。 つまり 巧へ 伸びょう とする ドイツの 力と、 南へ 仲び ょ 


うとす る、。， シヤの 力が ご カン 半を でい やで もぶ つ ホらねば をら を かつた のです。 
ところが 流石の ドイッ も。 シャ とぃ ふ郎を 繫が|| く  1 って ゐ ましたが、 が K 解で 
ロ シヤか 口 本に がられた ので、。 シヤも そんを にわ それる ことは をい と 辯が へる やうに 
なりました 0 

才— スト リア も 七 ルビア もどつ ち も 繁が齡 ぃのです から、 ぃやで も靈 でる 磬 
ぁリ ません。 とう {そのが】 のと がご 十八 お园 g が 器が I 一れ て が g かれ ま 
した •するとす ぐ ロ シヤは セルビアを 助ける ためにが ちました 。ドイツが オース トリ 

みか 化 

ア にが 方した ことは いふまで もありません。 

さう すると。 シャと 靈即 であつ て、' ドイツとは 館が znl 屬 でさん ぐな が 

にあつ た フタ ンス が、 ぢつ として ゐる 餅が ありません から ’ ォ— スト リアと セルビア 
の 職は 忽ち ドイツ、 才— スト リアと。 シヤ、 7 ー フン ス 、セルビアとの 霸に 勝' る 
ろが つて 巧つ たのです。 


そこで ドィッは 先づ フランスを たたきつけて わいて、 それから のろまを ロ シャを ザ 
つつけよぅと 考 へたので すが、 フランスを たたきつける のには、 堅固な 要塞のを らん 
でゐる ドィッとの 國 境を 越える よりも、 ベル ゲ r を 通つ て 巧つ た 方がず つと 都 八 口が よ 

モク りつこく 

いのです。 ところが ベ^ザー は 中立 國と いつて、 どつ ちへ もつ ホを いかは りに、 どの 
軍隊 もは いつて は をらない ことにを つて ゐ ます。 それを ドイツが ふみ 破つ て、 べ瓜ゲ 
f にお 入した のです ホら、 今まで ぢつ として ゐ たイゲ リスが べ^* を 助ける とい ふ 
ので フク ンス侧 にが 方した。 イ ダリ- ス としては ドイツの 盛んにな つて ホた のを 內々 矿 
れてゐ たの だ ホら、 ドイツを やつつ ける のに、 よい 機會 だと 化つ たので せう。 


ひろがる 戰义 

イゲ リスが 立つ と、 その 頃日 本と イゲ リスは 同盟 幽 であつ たので、 日本 も ドイツに 
宜戰 したが、 それは その ザの 八月 上 巧の ことでした。 そして ドイツの 巧が® 據 化で 
あつた 靑 なを おれ、 ドイツが の 南 ホが むを をち 占が してし まつた のです。 


み 四 

それから 戰爭の 進む にっれ て 》 卜 こが ドイツ 船に 加は るし、 ドイツと 郎脚郎 であ 

I  :  、圧 i に  が 圧  が庄  ミミ 

つた イク ブ卞は 反對に フランス 側に つきました 。ドイツ 側には 習 年 ブ^ガ リヤ とい 
ふ セルビア や 卜^コと 间じ やうに バ^カン 半を にある 國 が!； 間には いりました から、 

が J  どヴ めいこく がは 

— イツが これを 同盟 關® とい つても よいが ドイツ、 才*  — スト リア、 卜^コ、 ブ心ガ 
リヤの 四ケ國 にを リ ました。 それに 對 して フランス 鑑 、つま リれ j 给邮 では、 がが、 フ 
タン ス 、イザ リス、 ロシ卞 、イ タリ—、 ベル ゲ （、七 こア 、少 f マニアと、^ へて 

巧ったら 二十 位 も あったで う。 だから ョー 。ツ パの 恥々 は 職；； J すっ か々 酷 解に まき 
こまれて しまった のです。 るれ にもう がし 傲の ことです が、 アメリカが 制 即も駿 前 
側に み 方す る ことにな ったし、 アジアでは 日本は 姗齡が 挪 も觀邮 したので すから、 ョ 
— 。 ツバ どころ か 世界中の 大戰爭 にを つてし まひました。 セルビアの 一!^ 电の ピスト 
弁の 彈 丸が こんを にまで 大きく ひろがら うとは f 載が々 も t へたで せう。 

さつき もい つた やうに、 ドイツは 先づ フランスを たたきつけよう として、 がが 即り 


ベル ゲー を种 しつぶ し、 あらしの やぅを 勢で フランスに 侵入し'  首府 バリー も 今にも 
^ をす るかと 思 はれまし たが、 大正 一一 一年 九月の マ八ヌ 'がの 戰で 化れ たので、 陣地を 固 
めて 英佛 軍と にらめつ こを して ゐ ました。 

これは 西の方の 戰 場です が、 その 岡に 巧の 方では ドイツ 軍は すつ か リロ' シヤ 軍を た 
たき ふせ、 セルビア も ドイツ、 オ ー スト リア 軍の ためにさん に ふみにじられ てし 
まひました。 

束の 方で。 シヤを やつつ けた ドイツは、 戰 もが 始ま ク てから 二 年 目の 大正 五 年 二月 
今度 こそ フク ンス 軍に 目に 物見せ て くれよぅと、 フランスが 誇と する ゲ H ル ダン 要塞 
を攻擊 したので す。 この 酿は 化が 大戰の 中で も默 もを 名" を戰 で、 ドイツ、 フランスが 
互に その 運 かを かけた 激戰 でありました。 

ゲ王ル ダンは フランス 巧 方の 國巧 あ^に あつて、 クイン 河ので 流 マ I ス 抑の 上流に 
ある 堅固を 要塞で あリ ます。 ドイツ 巧は 四ケ 巧の 長い間 猛烈に これを み擊 しました が 


ま ハ 

とぅ'-^ がす ことが 出 巧ませんでした。 日露 戰爭 のとき 八 ヶリ かかつ て 我が 軍が 錐攻 
不 落とい はれた 旅 顺を陷 おさせた ことと‘ 化 ひくら ベて ごらんなさい。 もし ゲユル ダ 
ンを 器す ことが 出 巧て ゐ たら、 ドィツは 化 ふ通リ フランスを たたきつける ことが 出 ホ 
て ゐた かも かれません。 

ドィツの 敗 化 

そのぅちに 聯八 口幽侧 にと つで 赏に大 獲を ことが お々 ました。 るれ は 頼みに して ゐた 
ロシャ がすつ か 5 がれて しまつた ことです。 n シャ の國內 では、 だん.. __ いろ，^ な 
物が ありなくて 巧つて 巧ました が、 それが もとにな つて 大をハ 年 S 巧が が、。 シャの 
都に 大骚 動が 持ち 上リ ました。 そしてが ¥ 運辦 とを つて 三が 十五が には <4 がぃ 一ー コラス 
二世が 位を 退いて しま ひました。 

革命と いふのは 日本には 絕對 にない ことです が、 外 固には いくらでも あるので す。 
わ 隣の 支那 もをから 革命の 喊 ですから、 支那の 歴 化では 度々 國の 名が かは つて ゐま 


す。 この 前は 淸 、その 前は 巧、 それから 唐 だの 漢 だのい ろ---- 國 のかは つたことは 國 
をで もょ くわ かるで せぅ。 この 前の フランス 大 革命の やぅを のは 特にを 高い 革命で. 
外國 では 革命 每に大 てい 血を 流す のです。 こんを をが が 決してない 永遠に 萬 世 一系の 
天皇を いただく 日本 國民 はほんと に% ■福であります。 

さて ロ シ トでは前にぺ ート ^大帝がリつぱに大帝國を築き上げましたが、 ぺ ート 

だいて い  ちず じ  せい  にちろせ ふさ ゥ  とを  <  わヴ でい 

大帝の 血筋を ついだ のが ニコラス ニ世で、 日露 戰爭の 時 もこの 皇帝で ありました。 そ 
れ がを かの ため 位を がき P シャ帝 國は圣 く 滅びて、 レ ニン、 卜 n ツキー を 頭と する 過 
激 波共產 主義の 政府が 成立して、 まるで 様子が かは つてし まひました。 

せかい  6  おこ  たつ； 

この ことは これからの 世界に いろ-''---- を ことを 引き起す もとと なつ. たので、 日本と 
の 關係も 非常に 厄 かにを つて 巧た のです。 それは あとの ことと して、。 シャに 革 かが 
あリ 、軍險 も 殆ど 戰爭 をつ づける 元氣 がな くを つたので、 聯合 國の 仲間からは をれ て 
獨リで ドィツと 離か條 約を 結んで しま ひました。 これは ドィツに とつて、 まことに 都 

ミ 


ミ 

なのよ いこと で、 その上 聯な 陋侧の 一つで、。 シャの 南に ある^— マニア も ドイツと 
仲直りして しまつた から、 もう 柬の 方を、 心配し をくて、 全力^ 西の方に 向ける ことが 
出 巧る やうに をつ たのです。 

これで-トイ .ツが 勝つ ことが 山 ホた でせ うか。 戰 争が 始まつ てな 巧、 ドイツは 殆ど 世 
巧 中を 巧手に してよ く戰 つて 來 ました 。上 r 1 致して 戰 をのが しみを 堪へ しのんで 來 
ました。 もう 一息です。 しかし ドイツ 國內 にも、 そろ/ \ 弱音を 吐く ものが 出て 巧 ま 
した。 どこまでも 戰爭 をつ づけようと いふ もの、 早く 戰爭を ザめ ようとい ふ ものが 互 
に相爭 ふやう になつ て、 今までの 舉國 一致が 崩れ かけて 巧た のです。 崩れ おしたら そ 
れを せきとめる のはな か'^ むづ かしい ことを のです。 

よわ  なかま 

ド イブよ リ ももつ と^^-^ 弱つた のは その 仲間の ォ I スト リア、 トルコ、 ブル ガリ ャ 
です。 もう とても だめ だとい ふ聲 が、 先づ バルヵン半島の ブル ガリ ャ におり'  トルコ 
も つづいて 聯が 國狮に 頭を 下げました 。バルヵン 半をから おつた 世界 大 戰が义 半島 か 


らし づま リ 始めた は 面白いで はありません か。 

か ヴさふ  むかた  か ヴさふ  つょ 

ォー スト リア も 降を しました。 仲間が みん を降參 してし まつた のです から、 强いド 

せ ふ* >ウ  ゆウき  < わうて い  せいすな は 

イツ ももぅ 戰 をを つづける 勇 氣 はを < 、ドイツ 皇帝 ゥイ^へ^ ムニ 世 即ち ヵイゼルは 

<ら 占 巳 ロゼ  わ ふが ふごく がは  巧| っサふ 

仿を おいて， 聯合 國 側と 化戰 する ことにを つたので す。 

0 ふみ t  わ ひだ  れさム こく  fA  やぶ  こ <a い  て*!  へいたい  々.レ  い 

ドイツが 四年餘 り-の 間、 ょく 聯合 國 軍を 破り、 るの 國內 へは 敵の お隊を 一足 も 入れ 


つよ  じつ  おど々 ほか 

させな かつた その 强 さは 實に 驚く 外は あリ ません が、 それにとう 


てし まつた のは、 仲 問の 國 々が ばら‘ 


れ ふが ふこ <だ は  正 

，聯合 圃 側に 負け 

でんか i  T>^ 

になつ たこと にもょ るが、 一番 大きを 原因は 
國 巧の 或氣 がく ぢ けて、 擧國 一致が 破れた からでぁります。 恐ろしい のは^から がる 
敵では をくて、 圃の 巾の ゅるみです。 昔、 索の 齡皇 ホと/いふ .支那の 王觀 が、 がの がから 
侵入して 巧る 野蠻 人を 防がぅ とい ふので、 萬 里 長 巧を 築きました。 これは^ も殘 つて 

L  なじへ ふ  で  こ  け ふご  巧やヴ じやウ 

ゐ るし、 支那が 後でよ く 山た こと だから かつて ゐる でせ うが、 こんを 堅固を 長が さ 


へこ しらへ ておけ ば. 巧蠻 人たち もまに みめ こむ ことが 山 巧ない から、 索は いつまで 


さ 

タタ  な 4  だ*;^  *4 乃 

も 巧え ると 化つ てゐ すした が、 たつた 二 代で じんで しまつた では あリ ません か。 それ 
は 巧からの が鹽 人の ためでは をくて'  國內 から 齡れ てし まつた のでした。 これを へ 

こくみ ふ  つむ  で  •；•  - 

て も闽 巧が 常に 一致し をければ ならない ことが わかる でせ う。 かょくい はれで ゐる即 

み ふせい じふを ヴ' •.づ & ふ 

巧 棉神總 動 貝と いふのは この ことなの です。 

ベルサィユ 傑 約 

大正 一一 一年から とがまで 图ぞ ニヶ 化辦 りに ゎたっ たがが が 職は、 その 騎 さからぃ へば 
昔ョー 。ッ ハに あつた ご 一十 年 歌が や 巧み 戰が にくらべて 驚く ほどの こと もありません 
が、 その 大 仕掛な こと、 その 範即の ひろい こと、 そして その 齡瓣 がが きいこと では、 

れ 5, しじ やゥ いま  ？ いサ ふろつ  fc  •を， W  さ*-。*  1 

歴堂に 今までを かった 大戰 がで あ— す。 お 戰に參 抓した 即 をみ んを饼 せる と‘ 
その 恥橫 はを 世が の ムハ 卽ム ハが. 公は 八卽 八が になる の だから、 髓^ がが おがが g に 
加は つたと いつても ょい 位です。 

このが きをが 赋繫 も、 とぅく ど！ |齡，| が 贈と を r で 儀る ことにな って、 が 験. 


年 六 巧 二十 八日、 ちょう ど 大戰が おった 記を 日に ベ^サイユ宮殿で ドイツに 對 する 講 
和條 のが 結ばれました。 だから これを ベル ナイ ユ條 巧と いつて ゐ ます。 ベ^ナ イユと 
いへ ば 普 佛戰爭 に 勝った プ 。シャ 王 ゥイ^ヘルム ー 化が、 ドイツ'^ 帝の がに 卵く 式を 
舉 げたと ころです が、 その 同じ 場所で こんどは 戰に 敗れて 謙和條 めを 結ばねば ならめ 
とは、 ドイツ 國 巧に とつて どんなに か 悲しい ことで あつたで せう。 

その 離か條 がは ドイツに とつて ずいぶん 辛い ことでした。 先づ その 領 立が 四方から 
けづク 取られました。 普佛戰 がで が 巧 フランスから 譲られた アル ナス、。— レンの 一一 
州は フク ンスに 取りが される し、 ザ— ルと いふ 石あ產 地を 十 お 年間 フランス がが める 
ことにを リ ました。 フランス だけを らいいが ベ^ダー にも、 それから ポー クン ドに も 
領 止を みけて やらねば なりませんでした。 

みな  わ & 

かう いんと きつと 皆さんは を かしい と 化 ふに ちが ひありません。 

くに  ごく  わ 

「ポ I クン ドと いふ 關は〇 シャと プロ シャと ホ I スト ジの S 闽に 分けられて、 とつ 


八 二 

王ら 

くに 滅びて しまつた ではを いか OJ 

誰でも こんな 熙 ii が 起る でせ ぅ。 成程 ポ I フン ドは 十八 世紀の ホに ョー 。ツバの 地圖 
からが えてし まつた のです。 ところが 化 巧 大戰の 結果. かがの 化圖 がいろ—- にかは 
つて、 今まで あつた 國 々が 大きく をつ たリ 小さく をつ たりした ばか リで をく、 新しい 

くにぐに  ヴ i  る 

國 々がいくつ も 生れて 巧た のです。 チエコ •スロバキア、 ユ—ゴ ー. スラ ビア、 エ スト 
こア 、リ トヮ ニア 等み な大戰 後に 出 ホた 國 で， ポー ランド もやは リ大戰 後な 何十 年 振 
かで 生れ 代つて 巧た のです。 

午い つた 通リ ドイツは 方々 からけ づリ 取られた が、 又 海外 心 ある 領 化つ まり 植民地 
もみん を 取上げられて しま ひました。 それに もみらず ドイツに とつて 辛い ことは とて 
もた < さんの 償金を 聯合 國に挪 はねば をら をい やぅに をつ たこと です。 その上 軍艦 や 
武器 や 石炭は とられる し、！ 一軍 や 海軍の 軍備は 小さく ちぢめられる、 實 にこの 時の ド 

かふが  せ ふ 3 ゥ  けつ  生 

イツ ほど あはれ を ものはありません。 これを 考 へる と戰爭 にはみ してを けて はなり ま 


せんね。 

0 いで  比な 

序に お話して おきまず が、 ドイッより ももつ とみ じ歧 なのは 才 f スト リアでした。 
才 I スト プアは これまで 才— スト リア •ホン ガリアと いふ 二つが 一し よに なつて ゐた 
のです が、 これが 大戰の 結果 ォ f スト リア、 ホン •ヵリア、 チェコ •ス ロバ キヤの S 郎 
に 分れた ばかりでなく、 ポ^ ~ クン ド、^^  — マニア、 ユ^ — ゴ^•スラビア、 イタリ^  — 等 
に 領地を け •つられた の •で、 才 I スト リアは もとの 八 分の 一位に^ さくな つてし まひ ま 

さいを ふ 

した。 そのォ1ストリアも最近ドイッと1しよにるつてしまつたので、 ォ1ストリア 
とい ふ 獨ホ國 はを く 世界 地 脚から をを r がして しま ひました。 • 

苦し わ ドイツ 

大戰に 敗れた ドイッは、 手を もがれを を がられる やぅに 邮 出を けづリ とられ、 船 斬 
で たくさんの わ 金を つかつ た 上に、 い <ら でも 化 金を しぼり 化ら れ るので すから 、ド 
イッ 函 民のを しみは 非 巧を もので、 前に わ 話した やぅに 一巧れ の パンが 巧し ー マルク 紙 

八 一二 


幣で巧 ふと すれば、 ト クックに 横んで 行 つても まだ 買へ ない とい ふかでした。 そんを 甘 I 
い バンが ある 答がない と 化 ふか も 知れません が、 バンが 高い とい ふのは つま リ わ^の 

f づス  くに  t 

値 打が を < なつて しまつた からです。 これは よその 题 のこと だと 思つ ては なり ませ 

K つげ 乂  こくみん  わ こ  いざ 

ん 。日本 だつ て 画 民が しク かりして ゐを いとこん を ことが おらを いと も 限りません。 

サふサ い  はむ 乙  い t ちよを ふ  と < 

先生から わ 話を きいた でせ うが、 今 貯金を 特にし をければ をら めと いふのは 、ドイッ 

たこ  でよ を ふ  じぶ ふ 

にあつ たやう を ことが 起ら め やうに する ためです。 だから 貯金は 自分の ためで あるが 

< に  みむ  でよ を ふ 

わ 困の ためで も あるので す。 皆さん もき つと 貯金を して ゐる でせ うね。 たつた これ 位 

がふ y へ  す こ  ちよを ふ 

とい ふ考 をす てて、 少しで も 貯金を ふやす やうに しを ければ をリ ません。 ドイッが よ 
い 戒めです。 

ひじ やゥ  くろ  かむ  L よく％ つ 

それは さう と ドイッが ホ 常に 苦しみ もがいて ゐ たのは、 ただ わ 金 や 食物の ことば か 
リ ではを く、 まだ ほかに 大切な ことがある のです。 それは 共壳 主義と いふ 恐ろしい 化 

みヴ  こくむい  こくみ ふ  こ、 巧く さ 

おが 画內に ひろがつ て、 圃 民の、 むを 腐らせよ うとした ことです。 


このまま にして わいたら ドイッは 遂に 紙び てし まう w をり ません。 しか」 勒 だち ド 
イッは 救 はれた のです。 この ドイッを 救 ひ、 辦 しい ドイッを 数き！^ げた 八 こそ アド 八 
フ •ヒット ラ （です。 ですから 今の 新しい ドイッを 知らう とする には、 ヒジ トラ— が 
どんを 人で あるかを 知らねば をり ません。 

九 ヒット ラ 1 の 話 

見事 落第 

世界 乂戰で 巧び 立てない ほどに たたきつけられて、 i 讀の ふちに g しんで ゐ たドイ 

巧み. た；；！；；' ひ  I  こふに ち  せかぃを々 づ こく  こく 

ッ闽 巧の 魂を よ ひさ まし’ 今日の やうに ドイッを 世が の 强國の 一つに きづき あげ、 闽 
民に がかし い 希望の 化を 典へ た總报 アド； •ヒット ラー は縣 して どんを！^ でせ う 
か 9 

ドイッの 南 ホ バイ エ^ンに 近い ォ '1 スト リアに、 ブラウナウと いふが さい 町が あジ 

八 五 


莫 

ます。 アド^フ •ヒット タ I は 一八 八 九 年 我が 明治 二十 二 年 四月 二十日 >  この 町に 集 

こくを や ゥ丈モ ゥ生  ので 

れ たのです。 ドイッと 才 I スト リアの 國靖 町に 生れた ヒット ラ （が、 後に をつ てこの 

じふ  こく か  がつ ベい  え ふ 

二つの' ドイッ人の 關 家を 八 口 併させる 聲 ぅにを つたのは ふしぎな 綠 ではありません か。 
わ 父さんは その 與才 f スト リアの 身 かの 做い 稲關驳 でした。 祝關 とい ふのは 闢遮蠕 

こく 巧 やっ をち  くに  < に  ばヴ たを ひふ  サい 

や國 境の 町に あつて、 國と幽 との 質 易 品を しらべた ろ、 それに 稅を かけたり する し しこ 
ろで’ たと へば お衡 や祇戶 にも あるし、 朝鮮から 滿洲國 に 波る {女 恥に も その他 方 W に 

てのひら  で ふは たる  •しやう いへ  巧* <  もゥ 

あります。 掌 ほどの 口 畑 も 持たない わ 百姓の 家に 生れた ヒット ラ f の わ 父さんは、 十 

< わ ふ 0  こ、 ろで； し  いだ  L ょくこ ヴ  さ ふ-. 2 ...•くが <  〇 ふ 

三のと きを 巧に ならぅ とい ふ おを 化いて 職工を やりを がら 散々 苦學 し、 二十 一二 年の. 
後 ザつ と 目的を 達しました が、 それは ザ 級の が 巧でした。 茸 化と いふのは わ龄乂 のこ 

か々  こや ヴ  うた  とク 

とです。 ヒット ラ r の わ 巧さん のぅち も わ 百姓で、 ヒット ラー の 生れた ときには わ 父 
さんが 五十二 歲 、わせさん は 二十 化歲 でした。 この しい 一ぜ 祗關 巧の モア ド^フが、 
後に 大 ドイッを 背な つて 立つ 偉人に ならぅ とは 誰が 考 へたで せぅ。 ' 


.■■口 ふさ ム  & ら  々くに ふ  ご 

わがさん はヒッ トクー の 八つのと き 恩給を 貸つ て わ お 人を やめました。 もと 極 
く累 の做ぃ IS でぁっ たので、 撇総 とぃ っても 齡 かなもの でしたち ゎんさん は そ 
の勒 しい 叫から 卜-ッ トラ [を リンッと いふ 町の 實業 學妓に 通は せました。 ろして 口癖 
の やうに、 

「アド^フ 、お前は 大きく をつ たら、 お父さんょり ももつ と----- えらい 官 お' に をる 
んだぞ 日」 

とい ひき かせた。 しかしす 供、 心に も ヒット ラ I は、 官 あにを る ことが 大嫌 ひでした。 

「わ 父さん、" 僕、 官 ず-をん かい やです OJ 
といは う ものなら、 わ 父さんは さも 旧つ たとい ふやう を 顔つきて 

「どうしてい やなの だ。 もが ほどい いものは をい ぞ 。だま つて 自分の 仕事 さへ やつ 
てゐれ ばが 觀が路 へる し、 それに ザ めれば わ 父さんの やうに、 ぢつ として ゐても 恩 輪 
もいた^ け るんだ からを。」 

八 セ 


八 八 

くい ふリ  と  せっ U ふ 

と 巧 化の ょい ことを 說 いてき かせた が、 少年 ヒット ラ f には そんを ことには ちつと も 
、むを 引かれを かつた どころ か， 一厨官 巧が いやにを る ばか リ でした。 

「僕、 どうしても {因 巧に をる のはい ザです 〇」 

「困つ たやつ だ、 では 何に をリ たいの かい。」 

「誰が になり たいと 化 ひます OJ 

ぐ わか  く •£ ふ y  げ W 

「常を だつ て、 そんな ものに るつ て どうす るの だ。 を 巧が 一番い いの だ。」 

こんなに ヒッ トクー を 巧ぶ にした が つたわ 父さんは 、ヒット ラー の 十一 二歲 のとき、 狗 
熱で なくなつ てし まひました 。ヒット ラ [が ドィッの 大總統 にまでな つたのを 知つ た 
らお 父さんは どんなに 驚き、 どんを に 喜ぶ ことで せう。 

ぁとはやさし いわ巧さんの手で育てられましたが、 そのうちにヒ ッ ト ラーは病氣に 
かかりました。 

「このから だで、 机の 上で 勉强 させる のは 無理です ょ。」 


と!！. おが 脱 斬し ました。 そこで わ賊 さんは 齡戰 S がを 退學 させて 美術 學 校に 逝は せる 
ことにを りました。 

がに なりたい と徵ん でゐた ヒット ラ （は、 いょ'^ その 望み通り 思 ふを か 繪の勉 
蝶が 邮 がる やぅに なつた のです から、 雀躍して 富び、 お氣を 忘れて 一、 むに 勉强 しまし 
た。 もし ヒット ラ I が このまま っ學 校を お 業して ゐ たら、 りつ ぱな靈 家には なつた 
かも がれません が、 ドィッを 救ん 大 偉人とは をら を かつた かも かれません。 

ところが S はふし ぎです。 讓 繫に義 した ヒット ラ— の豁 rT ボの齡 が、 
すぐ 齡帮 しなければ なりませんでした。 とい ふのは、 わ毋 さんは ヒット ラー の 小さい 
熙から からだが 邮 くて!! 銳賦 でした が、 ヒッ トラ— のがき ぐを るに つれて わがさん の 

ろ •  とづ 

微辦ょ 職 <  なる 一が でを リ ました。 そしてとぅ-^^ ヒット ク r の 十お歲 のとき、 お 父 
さんの 傲を がつ てこの 化を 去つ てし まつた のです。 貧け 嫌 ひを 氣の强 い ヒット ラ— も 


4  3  こ玄  /. 

この 時には 幾を あげて 泣いた とい ふこと です 
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わ 父さんの 殘 して くれた 健 かの 貯金 も、 お母さんの 病氣の ため 殆ど 费 つてし まつた 
し、 宵 巧で あつた 父の すと して わ 上から いただく 金 も、 とても 生活を 支へ る ほどは な 
かつた ので、 ヒット ター はどうし てもり々 で 働いて 生活して 巧かねば をリ ませんで し 
た。 をれ には ブラウナウの やうな 小さい 町では 不自由を ので、 

「さう だ 都へ 出て をを 立てよう。」  ' 

かう み必 して 僅か ばかりの 荷物を 抱へ てォ I スト リアの 都 ウイー ンへ 旅立ち まし 
た。 ちよ うどお 十 年 前、 わ 父さんが 十一 一一の 時、 官 おにを るた め ウイー ン 上つ たのです 

くわん W  お 6 

が、 ヒッ トク f はこのと きも 官丧 にだけ はどうしても をりたくない と 思つ てゐ まし 

ころ  く  .C ふリ  サウれ ふ 

た。 きつと その 頃の ォー スト リアのを 吏は よくを いこと でもして ゐ たので、 み 年ヒッ 

A  くわ ふリ 

トラ f の 目に もを おはい やを ものとう つつて ゐ たので せう。 

みやこで  み  みな か  サ 5U ふ  むに  めづ & 

狐に 出て 見る と 田舍の 少年 ヒット ラー にと つては 何もかも 珍しい ことば かク でし 
た。 苦學 する つもりで ウイー ンの 美術 學 校の 入 戰試驗 をが けました が、 見事を 第し ま 


9 ふだい  わたく t  む  t 

した。 このと きも もし 及 簾して ゐ たら、 あたを は ヒット ラー のをを 知る こと もなかつ 
たでせ ぅ。 

何しろ わ 金 も 僅か あつたの をす つかり 费 つてし まひました から、 何とかして 生活 レ 

ゆ  むに  >  しごと  生ろ  ホる 

て 巧かねば ならを いので、 W ホ 仕事が をい かと ウイー ンの 街を うろつき ホき ました。 
しかしうまい 仕事が ころが クてゐ る 答 もあリ ません。 やつと おつけた のは 座 築 おで、 
ここで 丸 心の 下働きと なり、 又圆 面を 微 いてが をつ をいで ゐ ましたが、 別に 出世し さ 


うを 巧に もを えません でした。 

かう して 苦しい 生活を して ゐる うちに、 だん. 


ぐ わか  の 巧みき  い 

.畫 家に をら ぅとい ふ 望が 消えて 巧 


とたか  せいち  こ、 巧 ひ  ゆ 

つて'  化の 中を どうす るかと か 政治を どうす るかと いふ やうを ことに 、$ を 引かれて 巧 


きました。 

ウィー ン には 五 年間 化み ましたが、 


忆モ  はら  ばい •しよく じ  くち 

日と して 腹 一が 食事を 口にした ことが ありま 


は 化。  え  か A  く  か  くら ゐ  ほみ 

せんでした。 働いて 巧た わ 金では ろくにを ふ もの も 巧へ をい 位でした が、 それでも 本 


か  わす  ほん  ょ  と  ほふ  か  ゴど  じ f 〜 

を巧么 ことを ちれず、 やたらに 本を 讀 みました。 讀 みたい 本を 買 ふと 二度 も 一二 度 も 食 

C  く  ほふ  か  ひ 生 

事を しな かつた のでず。 しかし ヒット ク I は 食 ふ もの も ザめ て も、 本を 買つ て 暇 さへ 

•しふ  ょ  ので  を かい  ク ご  モを  でから  とさ 

あれば、 一 むに 讀 んでゐ ました。 後に 世界を 動かす やうに をつ た 智慧 や 力は、 この 時 
じ 養 はれて ゐ たのです。 偉い人は 誰でも ひとりでに えらくな つたので はを い、 みん を 
小さい 時から 軒與 して 勉强 したわ 蔭を のです。 

五 年 岡 ゥイー ンにゐ る 間に、 ヒット ラ I の 目に うつつた ことは、 ォー スト リアは 補 
々雜 をを 乂硬 がごち ザ-- に 寄 合つ てるる ことで ありました。 チュッ n 人が ゐる 、ポ 

じふ  じふ  じふ 

f ラ ン ド乂がゐる、 ；； ン ガ リー人もゐるし セ ^ ビ ア人もゐる。 そして ォ1 ス ト リ アに 
がを ド. イッ 人が 常に 化の お 恥に 抑へ つけられて、 あはれ を 生活を して ゐ るのを 見て、 
このと きもう ヒツ トラ I  の趴の 中には 大 ドイッ 建設の 希望が 燃えて ゐ たのです。 

ミュンヘン 

一九 一一 一年、 明治 四千 五 年の 春、 ヒット ラ I は ミュンヘンに 來 ました。 ミュンヘン 


は才— スト リアには 破い が ドイツ qS で、 ビ が？ してぶ 敲 いところ です。 こ 
こへ がた ヒツ トラ— は、 がまでの ウイ- ンと はまる— がつ た ドイツの 町で ある こと 
がほんと に， 輪し かつた のです。 ウイ- ンの やうに いろくな 人 穂が： こち ザく と 寄 
りが つて ゐる がでは ありま 世ん。 まるでが れ黎 にかへ つた やうを 氣 がしました。 ヒ 
ツ トラ！ Q， もれた 緊才 止； ア で蔓リ ましたが 、やはり ドイツ人の 町で あつた 

のです。  ミず こ  ご  <5 

''、ユン ヘンに が つても ヒツ トラ-のを をは 少しも かは り 差ん。 どうかして 生活を 
がて てが かねば をら をい ので、 齡 S 幫をリ ました。 がさんが 新聞の 奪 f 見ても 
がが だけでなく いろく  QE が あるで 世う、 あれを 君て® しい 生活を 二 年間 つづ 

けました 0  む-. ミ 
しかし ヒツ トラ— は 犯して がの 齡が では あり 蓋ん。 もい ヒツ トラ— の 胸の 中には 
いつも* 新邮 がが S 燃えて ゐ たのです 。ドイツを もつ と  <  りつぱを 幽 にしようと いふを 


化 四 

げゥ  こ；  ころ 

語が’ ヒット ラー の、 むからは なれた ことがあ リ ませんで した。 るの 頃は ドイッは 才— 
スト リア、 イ タリ t と 一二 國 同盟を 結んで ゐ ましたが、 ドイッが 才 （スト リアと 同盟し 
てゐる ことは、 ドイッの ために 化して よい ことでは をい と 化つ てゐ たヒッ トクー は、 
ミュンヘンの 小さい 集に 出席す る 皆に、 

わと ろ  ゆ  ドヴ めい  忆ろ  はや 

「衰 へて 巧く ォー スト リアとの 同盟は 一日 も 早く ザめ をければ をら をい。 さう しな 

いと  じ •しふつ ぶ 

いと 今に ドイッ 自 みが 潰れる ザう を ことにを る だら う。」 

とが 說 しつづけ ましたが、 誰も ヒッ トクー のい ふこと に 巧を 傾ける ものが ありません 
でした。  、 

ところが 、ヒット ラー の、 む 配して ゐ たこと がほんと にやつ て 巧ました 。それは 大 々正 
一一 一年 夏 •ォ [スト リアの 皇太子が、 ボス ニャの ナブ ユボで セ^ビアの 一靑 年に 殺害 さ 
れ たとい ふ 大きを 事 仲で あリ ました。 この 報道を 耳に した ヒット ラー は、 

せ ふさ ゥ  みこ  サ ふさ ク 

「戰 がは きつ とおるに ちが ひを い。 そして ォー スト プアは きつと ドイッを 戰爭 にさ 


る ひこを にち が ひを い。」 

とい ふこと を 戟* へました が、 賊 して ドイッは 同 邸國の 約柬を 守つ てォー スト リアと 共 
に 野 ふこと にを つたので す。 

どづめ 

ヒット ラ t はも うぢつ として ゐられ ません。 これまで ォー スト リアと 同盟して ゐる 

さすき  サふ 

ことは ドイッの ためによ < を いこと だと 叩び つづけて ホた ヒット ラー です が、 もう 戰 
齡 になつ てし まつたら がが がありません 。ドイッの ためにみ 出と なつて 戰爭に 出よう 

LA た ’c ふヒ •  サい  打々 

と 犯 おしました。 そして パイ H ルン 聯觀 に乂阪 する ことを^ ドゥ イヒミ 世へ お 願 ひし 
ました。 

「そのおの'^§!ががゥ イ ル へ こ 一一化ではな ぃ のですか。」 

きつと 骄 さんから こんを が ii がが るで せう。 斷 さんが ふしぎが るのは 無理 もあリ ませ 
ん が、 この 齡 ぃった やうに、 ドイッは 11 とぃって、 觀 紙 軒が がくの 大 ぶを ひきぃて 

らみ  4f.>  せ.  くに  ホツ  くい ヴ てい 

で 下を 難め てゐた 如く、 ゥイ 八へ^ ムニ 世 も いくつもの 關を よせ 集めて 皇帝に なつて 

九 お 


ゐ るので、 聯邦の 一つ-^ に 式は リが齡 が あるので す。 バィ： ン も. 齡辦の 一つで、 
その 王が が ル ドゥ ィヒ三 化、 ミュンヘンは バィュ ルンの 撇户 す。 

さてみ ± にをク たいとい ふ ヒット クーの 贈が 邮き とどけられ たでせ ぅか。 鹏 龄が攤 
まつて 役 化が 非常に 忙し かつた のに、 ヒット ク ーが赋 書を 出します と、 るの がすぐ わ 
許が あつたので、 

「いよ-'--- お國 のために 身を 格げ ると きが 巧た。- 
と ヒット ラー の 喜びは 大變を ものでした。 

ユダヤ人 

い t  だ^を ヴとヴ  へいを つ 

今の 大總統 ヒット タ f も そのと きは たゼの 一み 卒で あリ ましたが、 ドィッの ためこ 

サ ふち やう で  -S じ •ーヴ  A* よ 

戰 場に 出る とい ふことは ヒッ トク f じと つて 非常にぶ I 擧を ことで ありました。 

ナ、  を ふ ホ ふ  で  ,J 

進んで戰線に阳て巧つたのは ヒ ッ ト ク^ ばかりではあリません。 ド ィ ッ邮所の獻齡 
•をたち もみを 祖國 のために 喜んで 戰 場に 進んで 行きました。 この 傲 ドを がた とき ヒッ 


トラー の 胸は 嬉し さで 一が でした。 をぜ をら 誰も 勞 働を たちが、 こんを に 喜んで 肥國 
のた め戰爭 におく とい ふこと を考 へて ゐを かつた ホら です。 とい ふのは ドイツ 國內‘ に 
化んで ゐる ユダヤ 人が、 これまで 攀 働を たちの おに 斬 ひ； < つて. 勞亂 をたち の 没邮が 
をく さらせて ゐ たからです。 それでい ざ戰爭 とを つたら、 勞働 もたち はき クと戰 解に 
行く のを いやがる だら うと 化 はれて ゐ たのに、 努 働を たちの ドイッ 魂は やは リ失 'がれ 
てゐ をかつた のです。 そして ヒット ラー と 酣 じ やうに 宗 ん でわ邮 のために 職！!' に 艦ん 
ブ 行つた のです。 

一 腿 ユダヤ人 とい ふのは どんな 乂問 でせ うそ ユダヤ人は あたちの やうに もがの 亂 
とい ふ ものが をい のです。 そして 化界の 方々 の圃 々のがに ちらばつ てがん でゐ ます。 

K つ巧ピ を こくに つぃ^ 

口 本人なら たと へ ドイツに ゐ ょうと イザ リスに ゐ ょうと、 ち やん と‘ 刪 願 口 本が ありま 
ずが、 ユダヤ人には 巧 かの ふるさとがない のでず。 世界 大戰 褚ァク ビヤ も賊に ユダヤ 
人の 阔と して、 バレス チナ とい ふ 闕が獨 立し ましたが、 それ も ほとんど ぶば かぶで、 

九 屯 


九 八 

今でも ザは リ闕 々の 中に 巢晦 つて ゐ まず。 

がが の邮 がない とい ふことは、 考 へて 化る と氣の 毒な ものです が、 そのために、 むが 

くに  た  こくみ ふ ヴら やた  せかい  くに--!.--  に<  わい 

ね おけた のか、 りつぱな 幽を もつ てゐる 他の 圃 民が 裴 しいの か、 世界の 國 々を 破壞し 

かふが  こ 王  か U  じ々- うず、 

ょうと 考 へて ゐ るのは 困つ たもので す。 金を もうけて ためる ことが 上手て ィ 3 リス 

じふ  わ 壬 か A るで  わ i  こくない  を ふに ふぐら 占 

などで も ユダヤ人の おを 持が みいと いふ ことです 。ドィッ 國內 にも 六十 萬 人位の ユダ 
ャ 心が がんで ゐ ますが、 醉< からが が、 觀嫩 ，學術 その他い ろ'"^ る 方面に 巧を はつ 
て、 侮る ことの 出來 ない 力を もつ てゐ ました。 

。シャ の" c%l い骄ど ュダャ 人で、 纖 が^ 摇 つてゐ ると いふ ことです。 

ヒット ラー はが < から、 ドィッ 國 家を 毒す る ものは ユダヤ人 であると 考 へて ゐ まし 
た。 ヒット ラー の 薄いた 本の 中に かう いふ ことを いつて ゐ ます。 

「まだが がが きて ゐた 時々、 を 庭で ユダヤ人と いふ 言葉を きいた ことが をい。 …… 
絶 g 露で  >影ヴ の ュダ卞 奪を がつた。 4 たちは？ I を か fss して ゐ たが 


i がで を かく 鱗の 繫をぃ 叢を， って ゐ たので、 概を 露ず る ことは な 
かつた。 h 辞 ユダャ 心と ぃふ P をた びく 取に する ゃうに をつ た 0 は 5 か 主 
こを ク V からの こと だ。 その 骄ゎ がは それを き < と いくらか いやを 氣持 がした。」 
縱め はこの がが こと だつ たのです が、 が おする につれ てヒツ トラ— はか 何に ユタ ャ 
が 發 るべき であるかを かる やうに をり ました。 

がづ ユダャが が豁 .おたちは、 ドイツの 觀ど i. 敵に 繫義 をつ ぎこみ、 その 勸國む 
を ぐ さらせる ことに 削を がりました。 そこへ がが が戰が 起つ たので、 みこ そ ドイツの 
齡お たちは 驚に S1 し、 繫 ，に rc とを. 叢し なぃだら うと 脱って ゐ たら、 懲 
繫の iv おには S して' 8S が r ては ゐを かった のです。 さっき もぃ っ寞ク 
に、 みん を i 郎ド イツを i るた めに 刪んで SS に邮 つたので す。 これは ヒツ トラ— に 
とつて!：？ に うれしい ことで ありました。 

か 九 


100 

かは つた 祖國 のを 

が 賊が觀 まって ホら ミ销 がの 卜相 ヒット クーは 脚に お して 戰 線から 送ク かへ さ 
れ 、ベルリン 郊外の 病院の ベットに 化は つて ゐ ました。 しばらく ずると ホけ る やうに 
なつた ので、 がを 巧て ベルリンの 巧に 山て 見る と 燃き ました。 二 年 振りに 見る 故國ド 

む t  み  まちせ ふさ ヴ  つか 

イッは 何とい ふかは り 方で あ々 ませう。 どこを 化ても ベルリンの 巧には 戰爭に 疲れて 
闲つ てゐると い ムやゥな乂の顔が口にう つりましたら 

を 快した 倘は齡 備ホお 乂隊に 編入され て、 ミュンヘンに 來 ましたが，  'ュン ヘンは 

わか ■し  すがた  み 

ベ 作 リンより ももつ と--.^ ひどくな つて ゐま した。 昔の ミュンヘン のをを どこに も 見 

だ  で 江  をい ふ  やく、 しよ  じふ  サ ふりみ- ソ 

山す ことが 出 ホません 。政府の いろ ノ\ を 役所は すべて ュダヤ人に 占領され てゐ たし 

やく  •しよ  けた。  ひと 4 \  じふ  さ ふげ ふ  はっ  ピ ふけ ふ 口よ <  に》 

役所で 働いて ゐる 人々 もみん な ュダヤ人で、 を 業の 方 もす つか リュダ ヤ 乂に椎 力を 捏 

じふ  せんせ ふ  で  を じ <  た、 か  ホ ひだ 

られ てし まつて ゐ ました。 ドイッ人が 踩 線に 山て'  祖國 のために 戰 つて ゐる 間に、 ュ 

じふ  乙は い  <  わ だ  じ •一  たい 

•タヤ 人は ドイッを 支 おしよう とがて \ しゐ るので す。 ヒット ラ I の ュダヤ人に 割ず るに 


くしみ の、 むはもう 抑へ る ことが 出來 ません。 

まもなく：^^に請した-ザうに、 。 シヤに革命が起つてドイッと誰和してしま^5、 聯合 
-郎舰 の 錫が 一敕 とれて しまつた ので、 ドイッに とつて はまこと に 都合の よい ことで を 
りました から、 が f こそ フク ンス •ザ イ* 式 リス 軍ぞ思 ふさ ま ザつつ けようと、 ド イソ 軍は 
が% M の 斬が を 待つ てゐ たと き、 不意に ドイッで 大きを ストライキが おク ました。 ス 
トラ イキと いふ ことを かつて ゐま すか。 日本の 昔 巧で いへ ば總踞 業で、 たと へば ：丄 場 
などで 働いて ゐる 人が 一度に 仕 取を しなくなる ことなの です。 

じふ 

この ドイッの スト クイ 中の かげには ユダヤ人が ゐ たことは いふまで もあリ ません。 
ユダヤ 心' たちは け々 たちの 利益の ためには 闽滚 をん かどうで もよ いのです 。ヒット ラ 
—は齒 をく ひし ばつて 殘 をが りました。 そして、 むの 中で 化 巧 V か 治 {をと なつて、 ドイ 
ツを ユダヤ人の ホから 救は ねばなら めと 堅く 化、 むした のでした。 


Jo 二 


t 宙 


二度目の！ 巧 

八 巧から 化：：^ にかけ て、 ドィッの 化けを がいょ-^ はつき りして ホました 。敵のを 

-S  6 ぶ  ゥち  くづ  巧  たい， しゃ ゥ U ふ  ホを 

擊が 物す ごくを つたわけ ではない のです が、 內 から 崩れて ホた のです。 大正と 年の が 
になる と ドィッ 軍の 規律が 益 W 亂れて 巧ました 。ヒット ラー は 巧び 戰 線に 立つ て’ 意 
氣 化のを い ホ 方の 様子を なて 齒が ゆくてた まりませんで したが、 その 頃の ヒット ラー 

ひと P  でか-い  でな 

一人の 力では どぅす る こと も 出 巧な かつた のです。 

ぐ わつ  にろ  む ふばヴ  で ひ  を か  ザ ふ ど 

十 巧 十一 一 一ロ ヒット ラー たちは ダユ成 ゥィックの 南方の ホ さい 丘に 魄取 つて、 ィ キリ 
ス 軍の 巧擊を 防いで ゐ ました。 畫 間は さほどで も あリ ませんで したが、 日が 證れ ると 
斬す ごい 敵の 砲擊が 始まりました。  • 

「來 たな、 來 るなら 來て 見ろ， どんを ことがあ つても この 陣地を 退かぬ ぞ。 J  ■ 

巧 方は 必死にを つて 防ぎました。 

おを  みこ 

しかし まもなく 恐ろしい ことが 起リ ました。 


H かが f びました が、 船が 觀 ガスを 簾して ゐる ことが ゎかっ たので ス 

船の 載 ガスは 厳に li でした。 ガスマスク S がは それを S に趴ぐ ことが 出？ サ 
ん 。がが はゴ 、一'^^ 齡れ てがきます。 もう 殘 つて ゐる ものは 德 かです。 ヒット ラー も 

K  サふ 

ここで 聽 Q ために. がんで がく  Q だと 亂 って ゐ ましたが、 もし ここで ヒ； ラ— が戰 
がしたら、 ドィツは 今 どうな つて ゐる ことで せう。 

齢の 哉. ヵス 躺は 一齡が ぁばれ まは り、 ヒット ラー も、 その 破片を をけ またが、 おも 
? が 的に なつて たたかつ てゐ ました。 しかし 弧になる と、 だん {負 傲が 痛んで ホ まし 
た。 齡 がが がが こげつく やうに 输 い。 も うとても ぢク として ゐられ ない ほどて と 時 • 
熙 しつ かりと 賦 がが がを わさへ たま ま、 がの 方に たどりつき ましたが、 それから しば 
ら< すると i 器が は is ザう に繫 になる と 一」 ょに、 まは りが すっ かり 暗くな っ 
てし まひました。 になつ たのです。 それから ポメラニアの パ I ゼ ヮルク とい ふ 町 


1 o 巧 

の 病院に 送られました。 そして ここで 化 ひがけな くを がを かたのでした。 

菊院の ベットに はを くの 傷を 受けた がが たちが おがって ゐ ましたが、 絶 も かれ も 磯 

3 ヴ  か 化  わ  > 

爭の わし まひが どうなる かとい ふこと も 語り合つ てゐ ました。 ヒツ トク f はがが 抓、 vJ 
をい ので、 新 晒を 諷 むこと が 巧 巧ませんで したが、 淑 が、 辛—’：^ のがが たちが. 俯か g 

かじ  み、  いヴ めい  ぐ ふ いづ 

を おした やうを ことを ザに しました 〇キ— ルは 有ぶ を ドィツの 軍灌で 4,^,0 

や-っ* ，一  C  な  7 

しかし その 様子を はつき リ かる ことが 出來 ない ので 氣を もんで ゐ ると. 十一が' にな 

って 驚たち が 驚が gg マ I り C んマ がて、 flf® 登たち に 慕の 離には ぃれ 

とすす めました。 それを おがして ゐ るのは 四 五 人の ユダャ人 である ことを かつて、 じ 
ツ トラ f はくやし くて たまりませんでした J 

め  5  く  i  とに-、 さ*' 

日は だん-'-^ ょくな つてが ましたが、 ょくな つて 巧る 目に うつる ことは 何もかも 晚 
なぃ ことば かりでした、 十一が V で T 人の £"師 が 總 ilZ 來 ました。 が繫 i にがて 

巧く、 し  と-し  t 、 

く才たのでせう。 そめ牧師はだいぶんがをとつてゐましたが、 ヒツトラーたちの前で 


短 かいが 說を しました。 その 雜は 始めからが にしめて ゐ ましたが、 

「今や ドィッを 闕 は滅ん で‘ 巧が 祖圃 はが 和國 とを つてし まひました。」 

といつ たと き、 を牧师 の‘ 躍は ふるへ、 目に 一杯が をた めて ゐ ました。 

この お 牧師の わ 話で 何もかも わか々 ました。 ドィッ 帝國は 遂に 戰に 敗れて 滅ん でし 
まつた のです。 いえ、 ユダヤ人 のために 滅 されて しまつた のです。 ヒット ラ I は あま 
りの ことに 胸が はりさける ばかりで、 を 牧師の 言葉を わし まひまで きいて ゐられ ませ 
ん でした。  . 

「此 が： 化んだ 咐のほ ホに 齡 はま だ' 化いた ことがなかった。 戰 友が ホ々 に 倒れて がっ 
たこと を 化' へば、 葫 ガスで 目をやられた 位 何でもを い。* あはが がが た 口にな つても 
化かを かつた が、 ドイツ 帝國が 倒れた ことを かつた 時には どうしても 化かない では 
ゐられ なかつ た。 圆 みを 救 ふのは 励 ほの 義務で ある。 自 かの 述の恶 いこと を おくの 
は 化 薄で ある。 おはこの 時、 かめて 化 事の 輕い ことを’ 知つ た。」 


;  0 五 


1 9 バ 

じぶ ふ  せいで か  户 - ) が 

と ヒット ラ （が 口 化で いつて ゐる •ザう に、 政が 家と なつて ドィッを ホて 直さう との 決 
、心を 一廊 かためた のは この 時の ことで ず。 

一發 やらう 

その 料の 十一 加が‘ っ h ッ トラ— は稱 びな っかしい ミ ユン ヘンに もどつ て來 ましたが. 
俯 一つが がい ことはありませんでした。 斟倘 のがは いょく ひろがっ てげ くば かりで 
ユダャが が 抓す るが 驚 I 碧 ザと なつて しま ひました が、 艦 も それを どうす る こと 
も出來 ません。 

その 骄ヒッ トクー はま だが もを い 煎が でした が、 その 燃える やうを を國ム は、 共產 
辦に とつて 解が の!! いものでした。 做と かして 今のう ちに この 邪魔を を ザつつ けて し' 
まひたい とつけ ねらつ てゐ たのは あた リ まへの ことです。 

がの おの ご一 も 一十 おが 夜明け 方、 ヒット ラ f は 部 度の 外ブ なに あらいを 音が 聞え た 
ので、 俯躬 かと 脱っ てゐ ると、 ゃがてが から 龄だ てがたの 皇乂の 男でした。 


に ふ 

たツ トク ー が どを りつけ ると、 一二 人が 


といつ しよ になつ て ヒット ラ I をつ かまへ ようとし ました 0 

けれども^ 度か戰 場を < ぐ つて 來た ヒット ラー は 少しも 騷 がず  - 

--へ  ぱク 

「よし、 つかまへ る をら、 つかまへ てみ ろ、 その 前 こいつを 一發 やらう。」 

と すばやく 齡を邮 ピ-げ て 一一た の祇 につきつ けました。 すると ミ 人の 男は 始めの 勢は ど 
こへ やら、 1円  <  を つて 逃げて 行つ てし まひました。 

演  說  會 

るれ から 繼ミ ュン ヘンは、 髮一茜 からの がれて、 W に繁醫 繫辭 がぅ ち 

だ てられ ましたが、 ヒット ター はこの 脱 t の i •をを なと ぃク て、 物事を 調べる 巧を ぃ 
ひつ けられました。 

W  〇 セ 


1 o 八 

「四 五 巧が に 「ドイッ 勞 働を 凝」 とい ふぶ でお說 をが 即 かれる はず だ ホら、 どんな 
人が どんな ことを ザる のか しらべて 巧い。」 

ヒット ク [は 或 日 かう いふか 令を 上 {日から 巧け たので、 巧に おその 衛說を にげつ て 
見る ことにしました。 

が說 をした のは. かなりぶ の 知られた ブユ f ダ ー とい ふ 人で、 この 人の 衡說 をき いて 

なん  じ ミ  かふ か 

ゐる うちに ヒット ラー は 何となく うれしく をリ ました。 自 かの 考 へて ゐる やうを こと 
をい つて くれたから です。 が說が 終つ たので かへ らうと 化つ て 立ち かける と、 突然 一 
心の 紳 十； が 立つて、 

「化は ソユー ダ— の 意 化に 反對 である、 巧々 はこの バイ H  ^ ンをプ 。シャ から 獨立 
させて、 ォー スト リアと 結んで ドイッが 幽を 雄て なければ ならない。」 

とい ひ， 解る と、 ヒッ トクー はも うぢつ として ゐられ ませんで した。 いきを リ立 つて ヒ 
ッ トラー がが を 始めました。 ヒット ラー はが 說 をを しらべに 巧つ て自 かがが 說 する 


をん てを かしを ことです が、 この 紳 十一の まちがつ た考を このまま にして わ < ことが 出 
來を かつた のです。 みんなは、 

「この 若を は 何を いひ 出す のか。」 

と斯 めは 則龄 にして ゐ ましたが、 ヒット ラー の 燃える やうを 愛 國の聲 はいつ のまに か 
尸々 の 血を わき 立たせ、 誰 一人 聲も 立てずに きいて ゐ ました。 ヒット ラ f はこの 成 巧 
に 得な にを つて かへ つて おました。 

ところが それから 一遇 問 もたたない うちに、 ヒツ トク r のと ころへ 一通の：； •ヵキ が 

む ふ  わ％  t  み 

とどきました。 何 だら うと 化つ て 鼓んで 見る と、  ‘ 

「故を ドィッ 勞働 おが I の 黛 員に して 上げる から、 ホる 水嗯 日に 出て わいで なさい OJ 
と 巧いて あ々 ました。 

ヒツ トクー は それを 見て 始めを かしく 化 ひました。 

「これは この あ ひだ： が 說會を 開いた 人たち だ、 僕を さろ ひ 入れょう とする の だな。 

一〇 化 


しかしう つかり あんを 仲 脚に 入れを い。」 

と 酌 ひました が、 まあが もがげ ってが ようと 考 へて、 水幡 日が 來 ると； キに蒂 いて 
あつた 時刻に、 费い てあつた 巧 所 にげつ て おました。 

がつ てがると ヒット ラ I を 新しい 仲間に 加へ ると いふ 手癖き をす る ことにを リ まし 
た。 ところが 「ドィッが" s' が 1i」 とい 么と いかにも リ つばさう です が、 •その 仲間つ ま 
り齡躬 は® かに 六 八し かゐ をい のです。 これには ヒット ラー も あきれ ましたが、 ほん 
とに ドィッを 齡 ふよい たち 猶が あったので、 もう ふこと が 祟ませんでした。 

卜  さ 

だら うかがるまい かと まよつ て、 その 日は そのまま かへ つて ホました が、 それから 二 
がの 齡 ろ，〜 と' をした あげく、 とう'--^ その 癖齡 とを るか、 むを しました。 そし 
て！！ と B がの 3髮 叢 へられた のです が、 これ こそ ヒット ラ— が极 ぉに ぉを ふみが 
すが ー ホであった のでした。 

しかし ヒット クー たちの I 瓜 恥は 始めは まことに 小さい もので、 ミュンヘンでは 誰も 


驚の が ly さへ がらを ぃ おで」 た。 お 苗^ても さっぱりん が 集 ゾて來 ま & ん 。或 時 
ヒット ク [ は 横 說會を 開く ため 八十 おの 切符を くば リ ましたが 會が 始まる 時 一 亥に を 
っても がない ので、 一趴 贈の ばして ゃっと 槪 めた とき 斬 まって ゐ たのは 仲 問の 
と 人 だけで ありました。 

わ &  たか*、  す こ  い i  わっ  L ふぶ ふ  くわっ 一 こく 

これでは いけない と 思つ て邮 間が 少しづつ 金を 集め、 ミュンヘンの 新聞に 廣吿 しま 
ずと、 そのと； きは がが のと 心に 享一ぷ も齡リ ました。 ヒッ トラ— は 一香 日に 一一 一千々 
ほど 驚し ま」 たが、 ¥ さを 扣ぃ縣 ，に i ツた心 T は、 まるで にか けられた ゃぅに 
をつ て、 ヒット ク ー の 言葉に 巧を かたむけました。 

これから ヒット ラ— の 齡^は 數に早 さましい もので、 夕 がて ミ 十一 歲の ヒット ラ [ 
にょっ て货 たのが 恥が 「邮賊 .繫義 ドィッ 濃觀」 で、 これを S いて ナチ ス とか 
ナチと かがんで ゐ るので す。 ナチ スと いふが は新閒 でも 度々 化た ことがある でせ 


ド微战 

レ、*  け； >、 •，••い 1 

巧 鶴 棘 


ご  と.. 9A  乂  ホ J だ  はた じ  な  , 

そのが 十 何が の 間‘ ドイッの ために 働き ク づけて 來た ヒット ク f の ナチ スは いつ 

•  .  1 ふ 

のまに か ドイッの がが をし つかりと その 手に わさめ てし まひ、. 一を 一面 ザには ヒンデ 

b たら 

ン ブ^ グ が艦臟 がを くなる と、 その あとを ついだ ヒット ク （にょつ て、 巧し い ドイッ 
が うちたてられて 巧き ました。 

どこが えらい 

ヒット ラー が やつた 仕 について は あとで わ 話す る ことにし ますが、 こ C で ヒット 

かと  <  だ  t 在い  、 

ターが どんを 人で あるかを つけ かへ て わき ませう。 ヒッ トク！ は现 巧の' ドイッ い. ザ 
ドイッばかリではをい^がの^^であるけれども’ そのえらさはどこにあるのでせう 

か。  . 

ヒット ラー のから だからが きがる || 姑は 也に 騎<  ばかりで、 その 側く 時 脚は 毎日 十 

じか ふた  じク 3 い。 む 

が 邮化ム だとい はれて ゐ ます。 すると あとは たつた 六 時 問 おらず でず から、 化 隙 暇 

•  ip  なれ & 

るのは 111 糾邮か 四恤邮 似で せう。 たった それだけ 眠った だけで‘ あんなず ばらしぃ 側 

一二 一一 


で夕  ふつ ゥ  ひと  正  U  でさ 

きが 山が' るので すから、 それだけ でも 普通の 人の とても 眞 似の 出 巧る ことでは ありま 
せん。 ナポレォン も ザは り 四 五時邮 しか 喊ら なかつ たさう です が、 英雄の 眠る 時 問は 
挪 がに 靴 かぃので す。 しかし そのが り-その がか ぃ時邮 の邮ピ 、邮 のん のとが 間、 提 
郎 にも まさつて ぐつ すリ贼 るので す。 いくら 長い 時 脚 限 つても‘ 夢 ばかり 化たり、 う 

1 J  め  むむ  かな 

つ-^^ して 盼 つて ゐる のか 目を さまして ゐる のか わからない ザうな 眠 リカでは だめな 

みな  au  I 

のでず。 どうで ず 皆さんは ぐつ ずり 眠れまず ぇ 

じか ふ  れけ  <  わ つどっ で 9  じ々 うぶ ふわは  、  6’  の 

たつた 一二 四時 閔の おりで あんなに 活動 出 巧る のは、 きつと 滋養分のを いもい し k 物 
をが ベる からだと がふ かも かれません が、 意外に も ヒット ラー は 菜を であ リ ます。 菜 
.がいぃふ。はがゃ齡もにしなぃ、 |^が鉱ばか。をがべてゐることで、 昔から尉がを 

ひ t, •‘さ •、しよくよ とわ ま  かふが  ごろろ ゥた  ザ やっぶ 

した 人々 は猴 かの 人が みいので す。 これを 考へ ると 御馳走を をべ をければ ホ 夫に をれ 

お S  >け よ 生ち が  ゥへ  ろけ  さけ 

をい と 化 ふのは 大 間違 ひです。 その上 ヒット ラー は 酒、 酒と いつても ビ I ルで せう が 
がし ものまない し’ 聯を もす はない。 いや、 いそがしくて 酒 も 煙を も 口にする ひま さ 


へない のか も 知れません。 

ヒット ラ [はがきな!^ み狀を もつ てゐ ます。 ピスト 八で せう か、 叙で せう か い^そ 

卜 とを  れづ  ひ 1 と リこム f リ-ん ^ で 

んを ものでは ありません。 ピストル でも 劍 でも まさかの 時には 僅かに 一人ぇ 二人の か 
を騎 ふこと しか， 出が ません が、 ヒッ i- のが 盗 モ K んぃザ 麓 S 百齡ジ 
が； を S かす ことが がが るので す。 俯で せう、 それは ヒッ トラ— の で 重ます。 雄 辯 

,  -  *5 べん  ちいら  ひと'' i--  こ、 ろ 

といん G は讓も おを ことです。 ヒッ トラ— はこ。 孤 撒。 力に よっ て 人々 の、 むを す 
っか リ っかみ おのが がが がに S かす ことが 繫 るので ス數に ピスト I リも劍 よ 
々ももつ とくが きる がが はありません か。 しかし かう いつたから とて ヒット ラー が 

pp 1  >  〜 丈な、 し 

ただ髮 がうまい とた i 装が だとい ふだけ では ぁジ ません。 勿論 話もう まいで せ 
うが、 るれ よりも ヒッ トラ— の ¥燕 の擊は そのが の やうを 辦 です。 愁 です。 それ 
で は 跳 かされる のです 。さつき ヒッ .トクー がを い 時に 小さを 會 巧で やつた‘ が說 
がが  心 か、 を齡 じさせた ことを 那 しました が、 ヒット ラー が 「がが ドィッ 闕巧 諸君」 

二 五 


六 


ひと* 


と 呼びかけ ると、 もう 人々 は その 雄 辯に 辭 はされ てし まう のです。 いつか クデ ォでヒ 
ッ トラー の. 贿說が 日本に も中繼 された ことがあ リ ましたが、 これから もき つと あるで 
せう から、 ょく 氣を つけて ゐ てきいて ごらんなさい。 たと へ 意 ホが わからなくても ヒ 
ッ トクー の 魂が クデ ォを迦 して 傅つ て 巧る でせ う。 

ヒ ッ ト ラーは非常にすぐれた才能をもつてゐることはいふまでもあリませんが， た 
だ 生れつきの 才能 だけでは えらく をれ ません。 もう 一つ 大切を ことは 巧 力です。 さつ 
きもい つた 通リ ー日に 十八 時 k な 上 も 働 < と いふ ことが、 i 口 通の 人の 巧 ホる' ことでは 
ありま せんが、 ここで 忘れて をらない ことは、 ヒット ク I は 常にた だ 一つの 目標に 南 

ず〜  电 くて &  6 くて 5 

つて 進んで ゐる とい ふこと です。 ヒット ラー の 目的は たつた 一つ、 その 目的の ために 
は どんな 邪魔物が あらう と 障 恥が あらう とこれ をつ き 破つ て 巧く ので、 たと へ 天才が ■ 
あつても 努力は しても 度々 目標を かへ る やうでは、 どの 目的 も 達する ことが 出 巧 ま 


せん。 


では ヒット ラー のた だ 一つの 目 懐と いふのは 何でせ ぅか、 それは リつぱ な ドイッ 國 

を 作り上げる とい ふこと であ リ 
を 

ます。 これより 外に ヒット ラ— 
は考 へた ことが をいです 〇寢て 
もさ めても 大 ドイッの 建設し」 い 
ふこと だけが ヒット タ f の酣の 
中に あるので す。 ドイッ 闡 巧は 

をん. T ぃ 

ヒット ラ f を蔚 敬して ゐる けれ 

じふ 

ども ユダヤ人の ザう に ヒット ラ 
(に 敵藏 をいだ き、 ヒット ク I 


じだん  た 生 


い ゆろ  サ くむ 

のかを ねらつ てゐる もの も少 くないで せぅ が、 


わ ひだ 


「私が ドィツの ために 伽いて ゐる 脚は 化して 口々 に哪 丸は あたらない 01 


と亿 じて、 が', い ザうな 巧 所へ も 平氣で 出かけて 巧く さう です。 何とい ふ强い 信念で せ 
50 

しかし ヒット ク I の めざましい 働きを 見て、 ただ 智慧の すぐれた 策略に 長 じた 人 だ- 
と 考へ  るのは 大きな 閒違 ひです。  ヒット クー はなに 正直な 人な のです。  ヒット ラー に 
化を つたが 人が、 

f 化は ヒット ラー をえ らい 乂 だとい ふことは あまり 臧 じを かつた が、 正を で 巧して 
齡 のつ けない 人 だと mi つた。」 

といつ てゐる 位です。 

觀 がの 驚が が 驚 C、 ゎがピ S して だ も ii が ぁりま 世ん。 緊の驚 さへ も- 

一が がに つけないで がが 邮 してし まふと いふ ことです。 それでは どうして <ら すかと い 
へば、 がが の聲い たがの わ 柳を ボ醉 から 脚へ る、 それが ヒット ラ I の ホ活の 費用に を 
ると いふ ことであります。 


ハイル •ヒツ トラ ー 

C ぶふ  ず こ  かを  わ ジこ< か  ：  :  N- 

こんなに 自 かのこと を 少しも 考 へないで、 巧關 家の こと しづ ヒット ラ [の 頭に な、 
のです から ドィッ 郎 政の ヒット ク I に 靴す る 普 敬は 非常な ものです。 ベ^リンの ゥィ 
ここ， 觀ぉ繫 に 十と 黯 のがび た 驚が あります が、 ここが ヒット ラ— の 化 居で 
す。 鍛 侃の 齡 にゥィ ごこ 殿!？ が あって、 いくっかの ペンチが をらん でゐ ますが、 
麻が 斬らう が臟が i かう が、 そこには おが" 群 齡がゐ をい ことはありません。 どうかし 

で，  ； た  A  み  じふ  の ダ 

て ヒット ラー が 出乂リ する をを， 一目で もい いから 巧たい とい ふの が、 ドィッ人の 望 
みなので す。 賦が ii を あけて、 ヒット ラ f のがが I 略 窺に 梨れ ょう ものなら 、人々 はも 
.う氣 狂 ひの やうに なつて、 

「戶 イ^ •ヒツ トク I 」 

と びます。 これは 「ヒット ラ 1、 萬 歲！」 とい ふ 意味です。 すると ヒット ラ ーはも 

こわ か  こた  わたく •レ  こふに で  わい さつ  じ^ 

手を な  <  あげて これにを へる のです。 私たちが 「今日は」 とおが する やうに トィ ッ人 


が 人に を ふと、 

「戶イ 八 •ヒット ラ • ~ 」 

といつ て をし ます、. それが いつのまにか、 「、- イラー」 と 聞え る やぅに なつた ほど 
.どんな^で もこの 觀觀 をが します。 だから^ 本人が ドイッ人に 會 つて’ この 挨 がを ザ 
ると きつと 喜ぶ にち が ひあリ ません。 

ヒットラ^ — は 卯を こそして ゐ ません が、 ドイッの 皇 ホの やぅを ものです。 まるで 神 

3:-  •ウて •  ゆ  せ-:' ダ./ 

様と して 禁祀 されて ゐ ます。 ドイッに 巧く とよ <  ヒット ラ— とヒン  'デン ブル グの巧 像 
がなら ベて かがけ てゐ ます ^ 

ヒン •テン ブル グが 一は!！ がが 靴の 辟 ドイッ 策を 指き 揮した がめ 名を 將_ 私で’ 大統領と な 
つて 郎賊の 解 觀を一 もに!? めました が、 昭か化 年に この 世を まつた 人であります。 こ 
の? f 人の 解ん が フン* テ リック ザ 王と 一し よに ならんだ 石版 盡も よく 賣てゐ ます。 

もに ヒット ラー の 出た ことによ つて ドイッは 元' 氣 づき'  擧國 一致 大 ドイッの 趣齡に 


- 、  ず、  A ヴ 

がつ て嘗 んでゐ るので あります が、 ヒット ラ [の ナチ スが どんなにして ドイツを 統一 
してが たか、 それから どうして 世界の 舞襄で 活動ず る-ザう になつ たか、 改めて お 話ず 
る ことにし ませう。 

さう'-^ もう 一つ ヒツ トク t について つけ 加へ て おく ことがあ 5 ます。 ヒツ トク— 
はま だが：^ がない ですから 子 化の ある 答 もあリ ません が、 非常に モ 化が がきで 、す 
化たち-も ヒット ラ ー が大 がきです。 ヒット ラー がモ供 好きな のは モ 化が W をい からで 
あります が、 もう 一つ こ 子倘は 船が の ドイッを 巧を つて 立つ 大切を 國の赞 だと 考 へて ゐ 
るからで ありませ う。 ドイッの が 仇は ドイッの 赞 なら、 日本の 子供は □本の 巧です、 
これからの1^本をもつとリつぱにして巧<のは哲さんです。 このことをしつかリムに 
とわて わいて 下さい。 


二三 

十 ナチ スの話 

十 モスの 誕生 

人— の ドイッは ヒット ク—の ドイッで ぁリ 、ナチ スの ドイッです。 ですから がの ドイ 
ッをかるためには、 ヒットターをかリ、 ナチスをからねばをリません。 それではこ1 
から ナチ スが これまで どんな ことを して ホた ホを わ しませぅ。  - 

この前、 ヒットラーがドイッ勞働黨の仲間にがつたことをわ||しましたが、 このド 
イッ 懲働黨 とい ふのは 名齡 だけは リっぱ だけれ ども、 齡 影は ヒットぅ I を 姐へ てた つ 
たよぶ しかな かつた のです。 

それから！^ 貞は お々 秘訟轨 か 脚き ましたが 、いざ 鹏 "いてみ ると いくら がっても が 
集まっ てが ませんで した。 しかしが して 蔽齡 しないで いろ^ が おして！^ を 聲るこ 
とに 骨を がりました。  .  . 


ヒット ジ—が ドイッ s 齡の £1： に梦 てから、 がヶ がた って、 がまでの 齡首こ 
クス ク— になっ てヒッ トゥ-が I 餐 にを りました。 とい ふのは 黛を 率ゐ る一靈 
です。 そのと きは. ザは り 獻'^ は^がを 加へ てた つた お 人し かゐ ないし、 黨の 財を が 僅 
かご 一脈と 十五 纖だ つたので すから、 がさい 戴で ありまし たが、 この頃から ヒット ラ— 
は の おにが-つえら いところ が あつたに ちが ひありません。 

た；  と  こくみ ふ •しやく わい‘ し ゆが 

やがて ヒット ラー にょつ て黨 のがが か へられました。 それが 「國民 社を 主義 ド イブ 
證8」 とぃ ふ S ぃゎ づ かしぃ がで、 & ぃった ゃぅに ナチ ス とか ナチと ぃふのは そ 
れん 略した ものです。 

そして 一九 一一〇 似 一一 おには、 この 「郎黯 蟹懿 ドイッ iss」 のがで 槪 めて 驚 

會を 開きました。 

ナチ スの船 じる しの パに、 船齡 がが 齡 かれた のは、 これが 政が であっ たのです。 
はく ナチ スの S 泰 のがに がらせる 野 解でぁった ので ス 


い 


二 品 

お說 かじ 報つ たのは まだ 値 か 百 名でした。 ヒット ラ f は乂ぜ いの 前に 立つ て 袍說す 
るの が これが 始めて でした が、 ヒット ラー の 雄 辯は 忽ち 人々 を龄激 させ、 人々 は 巧 ホ 
きに とわ 金を 出しました。 ホから 次へ と 巧の 中 じ なげこまれる 銀货や 白銅の 音を 間い 
て忡 間の あは、 

「ぁリ がたい、 今に ナチ スの 天下になる ぞ。 J 
とわ どリ 上つ て 喜びました が、 それが やがて 事實 となつ たのです。 

監  辯 

たつたと 人から 出發 した ナチ ス 黛は 一九二 0 年の 五月には 百 一二 十 人の 黨 員と なり • 
十のに はもぅ 一千 人に 達し、 日に 巧に 大きく をつて、 一一 一年 後には バィ H ルンの 一大 政 
を 勢力と をり ました。 それを 喜ばを かつた のは 共產黨 です。 共を 黨は ナチ スの 成長が J 
妨げょぅ として 必： 先にな々 ました。 

そこで ナチ スの 方では 巧擊隊 をが 織して、 おを 鑛に備 へました が、 ナチ ス 貼產幾 


とはいつ か 衝突し なければ ならを かつた のです。 

一九二 一二が' 十一が がの が、 ミュンヘン にが、 齡 動が 持ち 上って、 あらしの ゃぅに'; 

と < じつ  * しや づぐふ サ ふと ゥ 

ュン ヘンを 吹き ま <  つた ナチ ス は、 その 型 日 ヒット ク I ヴ^  — デン ドルフ 將 単を ホ 頭 
に ミュンヘン 巿 巧を ねリホ きました。 

しかし そのと きが 皆： に 现れた 臀官隊 のた め、 さん A'\ な 目にあ ひ、 まもなく ヒット 
ラ [も その 友人 もみん な 補 へられました。 

ヒット T はが 斯を轉 た 照で-五ヶ 营體 をぃ ひ齡 されて、 ー フン ズ ベルクと ぃふ 
ところの 齡 iiii 觀 にがげ こまれました。 蚊 新は 日本では 删務 巧と いって ゐ ますが 罪人 
を 入れる ところです。 

齡斯 にはが さいが 辟が あって その まは りに 十二の 部屋が あり、 ここに 十二 人の ナチ 
ス媒 貝が 入れられて ゐ ました。 

一 おにたった 一一が 邮 だけが さいが 魁を 船が. する ことを 記' されました が、 がの 總統ヒ 


ッ ト ブ1もこの中庭の散ホが 一 巧うれしい時で、 

「靑 空が 化え る。 <」 

といつ てみ 化の ザう に 喜びました。 

が】 挺に 山る と 黛 員と 斯 にいろ/ \ な ことを 話しました が， 一言 も 政治の 己と を 口に 
せず、 をの 太 齡や巧 や 星に ついて 話す ばかりでした。 

「僕は どうも 月は きら ひだね、 何だか まるで 死んで ゐる やう だから OJ 
ヒット ラ— は 最もた よ 5 にして ゐる 仲間の ヘスに おつて 時々 こんを 話を しました。 ヒ 
ッ トラ I はやは りが える 太陽の やうな 人です から、 月が 嫌 ひを の も 無理が ありません 
が、 このと きには 大雄 辯を のを もを か 政治を のをは どこに もな < 、まるで 化んだ 巧の 
やうでした。 

けれども ヒット クー は： 化んで はゐを かつた のです。 或る n ヘスが、 ふいにい ひまし 


r ちょう ど 今が 一番ょ い 時 だと おひます が。」 

「それは 何の こと だ。」 

「拟 々ナチ スの 運動を 天下に 知らせる ために 本を 書く とき だと 思 ふので す。」 

「さう だ、 たしかに さう だ OJ  . 
fc ッ トクー のがは 薪が に祕 きました。 をして 八す 瓦の 「巧が 戰 ひ」 とい ふ 大きな 蒂物 
が この 牢 雇の 中で 赛き 上げられた のです。 

演說 禁止 

さ‘ に ひ  かふ ごく  で 

単な ことに ヒッ トク I は、 まもを く ゆるされて 監獄を 出ました。 しかし そのと きに 
は、 ナチ スの 船が すつ か 5 船れ てし まつて ゐ たので、 もう 一度 結びを ほず 必 嬰が をつ 
て、 ヒッ トク— はぢ つと かぐれ てゐて どこに も 夢を 現しませんで したから、 どこに ゐ 
るの かさへ わかりませんでした。 

「ヒット ラ （は 故鄉へ かへ つて ゐる さう だ。」 


一二 八 


「ヒツ トクー は 政治を 化 ひきつて しまつた さう だ。- 


こんな 晒が 方々 に 聞え ました。 

ふわ、  え ふ ぜつく わい みら 

ところが まもを く ヒット ラー は 巧び ミュンヘンの 滿說 會に现 はれる とい ふニュ r ス 

巧 こな  X  に ふ  ひと--.:::-  くいい ザ やう 

が どこから か 脚え て來 ました。 その 化兰千 人の 人々 が ホフ プ 。ィ- ゥスと いふを 場 

をと  に ふ  こと  こ乂 

にぎつ しりと つま リ 、まだ 外には モ乂の 人々 が 一言で もヒッ トクー の 磯を 聽か ぅとし 

た  さわ  がい e ふ、 し々 うぐ ふわ か  を でが 

て 立ち 强 いで ゐ ました。 人々 はまる で凯 旋將： 本を 迎 へる やぅに 氣な ひの やぅに なつて、 

ご  ご  はく、 しゅ  おく 

ヒット ラー の 1 語 j 語に が 手を 送りました。 

「これは 大變な こと だ、 又 何 かおる かも 知れを い。」 

わ どろいた バィ ユ ルン 政が は >  遂に ヒット ク ーに對 して、 

こふ ごえ 乂 がつ 

「今後が 說 しては ならめ OJ 

とい ふ 装 止 令を 出しました。 ヒット ラ f の おも 恐るべき 武器 雄 辯を おつて しまつ たの 
です。 それは バィ ユ^ン だけでは をく プロ シャ でも ナクソ ニャで も繫 ぉせられ . k ッ 


トラ [の 銜說を 許された のは、 ドィッ 國 巧で ただ メクレンブルクと チュ I リン 幸ァと 
いふ 小さい 二 州 ばかりでした。 

ヒ ッ ト ラーのが說が止められた位ですから、 ナチ スは耶から巧 へ つけられました。 
一番 ひどい 目にぁ づ たのは 突擊隊 で、 すべての 武器は 取上げられ、 鉛筆を けづる ナィ 
フ ーつ 持つ てゐて もす ぐつ かま へられる とい ふ巧樣 でした。 しかし これで ナチ ス はも 
う' ホち 上れを かつた でせ うか。 

一 一年の 後 ヒット ラ— の 满說が やつと 許された とき、 ミュンヘンの チ-八 ヵス ク 。—ネ 
とい ふと モ 人まで 入れる 大を 場に、 八 千 人が 身動き 旧 巧を いほ どに つめかけ、 まだ 
いくらでも 蜡の やうに つづいて 巧し ょせました。  • 

その 年の 六月 六日、 ヒット ラ [が 監撕を 出てから あかの ナチ ス媛 大會が 開かれた と 
き 一巧の 潑 貫が 集まり ましたが、 ュッ センの が 夫たち は •親々 ヒット ターの 顔が 化た 
くて、 トラックで 四十 時間 ゆられながら はる'^ やつて 巧た ほどでした。 


もうふ <れ 上る ナチ ス をが へる ことは 出來 ません。 忽ち 媒 おは 二倍と なり 一一 一倍と を 

り 十倍と なり、 お產驚 その他の 巧對黨 
が どんなに 邪魔を しようと しても ただ 
のびる ばかり。 •かう して 一 化 一二 一一 一年に 
^  は ヒット ラー は總理 大臣に をつて、 巧 
の  瞄を 組織す る ことにを りました から、 

ヒ  い*  かさ 

ブ  いよ'-^ 今までの ナチ スの考 へて ゐた 
ラ  ことを， どし/^ 實 巧して げきました。 
-  その 中で 大切を ことの 一つは、 一九 一二 
五 年 (昭- 和 十 年) に ナチ スの 旗を ドィッ 
の國 旗と {凡め たこと であ 5 まず。 


ドイツ 國旗 

餅さん は •トイ ッ邮龄 を がって ゐま すか この 賢ょ く日ボ 、ドイツ 、イ タリー 三國の 
郎亂が をら ベて かかげられ ますから、 きつと 皆さん も 見た ことがあ るで せう。 

「化 跡に ある わ ホの しるしと 同じです OJ 

とい ふ 八が あるか も かれません ね。 成程 與常 にょく 似て ゐ ますが、 少しち がつ てゐま 
す。 邮 一! の おおの しるしは がと いふので すが、 ドイツ 國旗 はみで、 わ ホの しるしと 反 
對 にを つて ゐ ます。 

これには どうい ふ 息 ホが あるので せう か。 

ドイツの 郎齡 は渝め ナチ ス 齡 のしる しとして 恥 ひられた もので， 赤を の 地の 中央に 
が 邮が邮 をぬ き、 その， がに 的い つたみ が骄 がか かれた ものです。 この 逆 W のこと 
を ドイツでは ゲン •クロイツ， がが 心 2 でい へば 鄉 十字と 呼んで ゐ ます。 このし る 

しは •トィ ッだ籍 がが 態 ゾてゐ た 繁熙を E がした もので、 煎から％ 船を がぃ 

一 ごこ 


- のとされ てゐ たのです。 しかしもぅ 一つは ヨ [n ツバの 化の 方 
で 

ゐ ます 


かみ  つで  生ょ け  ， 

口—^ 神の 槐 として 强 除に されて ゐ たもの だと もい はれて 


かみ  かみむ リか みさ 生  てつ  つろ 

。— ルの 神と いふのは 雷の 神 稼で、 一つの 鐵の雄 


を 持つ てな 人たち とたた かつた の だとい ひ傳 へられて ゐま 

< れづ みや ゥ 

す 。それは まあ どぅで もょ いとして この しるしは 光明 
ブ  と! III のしる しで、 ホ おは 熱血、 ホ 誠、 太陽を あらは し 
チ  たものを のです。 巧に いつて わきます が、 帽覃 その他の 
ス  しるしに 兩 奥を ひろげた 黯が阅 にわ さめられた 銅 十字を 
巧  つかんで ゐる をが、 用 ひられて ゐ るのを をさん も 見た こ 
とが ありませ ぅ。 

第ー ニ國家 

これまで 辟々 話しました が、 ドィッは 聯邦と いつて いくつかの 


がより がつ て 一つに をつ てゐ るので、 うつかり すると それが ゆるんで ばら'''-^ には 

れんは ウ  ザ-ふ  1£ 

をれ てし まひ やすいので’ 踰 'がを やめて を ドイツを 一つに するとい ふことは、 今まで 
も^ふ^られ たので したが、 ビス マ': クの やうな えらい 人で さへ、 それを. ザる ことが 出 
がませんでした。 ところが ナチ ス は、 りつぱに 'ザり とげて しまつた のです。 そこで 始 
めて ほんと に 統一した ドイッ 國 をが 出 來 上りました。 

一空亩ザ ドイッ齡皆がめられを^のがの^^月一一が、 ドイッ蓋阅のか統領と 
して、 ド イッ震 瞬の 紙 職を 一 おに ぁつめて ゐ たヒン •テン ブ； 4 軍ち 军と歲 で 
このが をが りました ので、 ヒット ラー は齡 がが 臣 であると ともに、 將 軍の あとを つい 

をな  〇 

で ドイツを がめ る ことにな りました 

ヒッ トラ— は： ^ 黎も義 でもない のです から、 ドイッは やは リ共 か閱の やうです 
が、 ナナス ドイツは フラン スタ アメリカが が こ i の ザう を 共か网 とはよ ほど 槐モ がちが 
つて ゐ ます。 ヒット クーも お抓齡 といは ないで 「指歡 を」 とい ふ 糸を H ひて ゐ么 ので 


ニニ 四 

すが、 まあ 化 問で いつて ゐる やぅに 總統 として わき ませぅ。 

この ナチ スの ドィッ 巧 族を 統一した 幽 家を’ 飞を 一一 恥 家」 といつて ゐ ます。 鉛 1 邮 
家は莫 一を に ォット f だ 化 qSI いた ドィッ、 ろれ から I 至 I  ビス こ クが齡 散 
し窄 ィッ 帝 蜘が巧 一一 國家 、そしてが ナチ スの ドィッが 敏一 一霞み をのです。 

十- ヒッ トラ ー 巧圃の 人々 

巧 一二 闽を の' ドィッが 出 ホ 上つ たのは まだ 邮 のない ことで、 これから どんを にの びて 
巧く かぶ 物であります が、 これまでに きづき 上げた ヒット ク f はがに がえ らい もので 
す。 しかし ヒッ トラ— が どんなにえ らくと も、 たつ たづ 各 これ だけの がきを が躬を 
なしとげる こし J が ffi 巧ません 。ヒット ラ f のまは りに ヒット ラー をた すける リつぱ を 
人々 がゐ るからで す。 

では ヒット ラ （の 诏圃 には どんを 尸々 がゐ るかと いひます と、 イ^ や J ででは あジ 


ません が、 よ < 旅 齡ザ雜 誌に 出て < る 主を 人々 の わ 話 だけ 少しして わき ませぅ。 

ヘルマン •ヴ— リンク 

.や， し W  み  に  か-じ  れふ  ぐ わつ 

寫 '興で 見る と 一す ムッソ リニ I に 側た 顏 ではありません か。 一八 九 S 年 一巧、 パイ 

ヴた 

エ ルンの 口 [ゼン^ イムに 生れました。 

をう  リやヴ せいむ ふ 

わ 父さんは もとの ドイツ 領西 南アフリヵ 
>  の黯督 であつ たとい ふ ホら、 リつぱ をを 

\  てい  を だ  ひと  モづわ ゥ义づ れふが< かう  い ゥとゥ 

•イ 歴に 巧った 人です。 中央 幼年 學 校を 優等 

^  せ •せを  をつ げム 

鹏 の 成績で 卒業ず ると、、、、 っ t こゥ ゼン 

ほ へい お ふわい  はい  、 

の步兵 聯隊に 入り ましたが まもを < ミ 
ユン ヘン だ 學で歴 化と 國ほ 經濟 とい ふ學 
邮 を 戦び ました。 が 驚 S& ると とおに が 婿 驚と して S にが ぅを 
がて ましたが、 しばらく 絲觀 のた めが 敞 UHl/ ん って ゐ ました。 それから 一一 王齡の 

ニニ 置 


ニニ 六 

とき 叢に はんっ で、 一 九 一八 倘藉な リヒト ホ f フェン I が i 資して 繫二一一龄を 

レ わと ゆヴ かい 

射 落して 黄么を とどろかせました。 

たい サふご かづ わ でツ 令く  こふ ごく づぐふ 

义戰 後の 講か 化が で ドィツは 今後 空 常を わくことは をら をい と きめられて しまつた 

ひか，；' 化い かいを ふ  ざん.；？ ベ 

ので’ 飛 巧 除を 解散し をければ をら をくな りました が •ろのと きの ゲー リンクの 殘今心 
さは どんを であつ たでせ ぅ。 今にき つと 强い ドィツ 空軍を 作つ て 見せる とふに 智 ひ’ 
がを のんで しばらく  っ斷 とわ 抓れし ました C 孤が の ド ィツ觀 載が ゲー リンクの が だ 
よつ て. めざましい 發展を とげて ホた ことを お ふと、 人の 一、 むは 恐ろしい もの だと 思 
ひます。 

ザヶー リンク かお 帥で 航も 大臣、 ドィツ のが 赵と 船が 縣を 一' がに！！ がって ゐる で 
非常な 親 おが っまク 巧みび ぃきの" ん です。 が i 脱が 齡お が齡 ばれた のは ゲ —リンクの 

CU たリ  中く k 

お 化に よる ことが 少く をい のです。 


ヨセフ •ケツ ベルス 

この 乂は宣 傅 大臣です： 宣傅 大臣と いふと 日本には ありま せんが、 ナチ ス が" が がい 
ろ {の 仕事を やつて 巧く 上には’ それを 正しく 國 巧に 知らせなければ ならを い'  さ 
うして 國 巧が ナチ ス 政府を 信賴 し、 みん を 力を なせて 巧かねば ならを いが >  さ うい ふ 
役 日を すると ころが 宣傳 巧で その 大臣が 宣傳 相です。 宣傳 巧が 仕^は 新^、 ラ デォ、 
映壺 等い ろ/ \ の 方面が あつて、 國巧 をを いてが. くと ころ だと 覺え ておけ ばよ いでせ 
50 

ゲッベルスは からだが 小さ < で、 もまけ にやせて ゐ るので、 iV 化る とがが にも 弱 
弱し さう に 化 はれる のです が、 一度 機の 上に ホつ て お說を 始める と、 どこから あんを 

干， か-い ゴ  わる  ぐら &  げ ふ-- む：； J  ふか  >-  ゎ 

力が 出る かと 化 はれる 位、 その 一言々々 が、 きいて ゐる ものの 胸に 液く 入リ こん でげ 
くので す。 

1  化と 年 クィンラン ドに 化れ ボン、 ミ ユン ヘン、 ヶご 、ベルリン 齡 のが I ぞ齡 


が ザ SAr ぃ ふ® i を靈 い、 w  •テ レノ. へ レノ， のが g で歡 3 がを 捉 けられ まし 

U ふ  はい  めゥ y ふ 

た それから 一九二 二 年 ナチ スに乂 ると、 その 雄 辯が ヒッ トクー にみ とめられて、 ぐ 

干* からの ば  かヴ ベべ  ぷ乂 乙やゥ むにび ろ  をれ  でさ 

ん 力を 仲し. その 雄騎と 文覃は 何人も 眞 似が 化 ホを いとい はれて ゐる ほどです。 

ルドルフ •ヘス 

ヘスは 現在 副總理 で、 ゲ f リンク やグッ ベルスと がに ヒット ラ 1 の あとつぎと 勒* へ. 
られ てゐる 位で、 ヒット ラー のょ いか 齡 相手であります。 ヘスは 一八 化 六 お 四が。 ュデ 
プトの アレ 辛 ナン ドリアで 生れ、 そこの ドィッ 學 校を 卒 || すると、' 父の がに つとめて' 

ゐ ました。 が 赋が S のとき は邮 管て、 ダ； ダン 誌 ザ 驚と をって 動ぃ g をが け、 
一時は 邸 化した ものと ばかり 肥 はれて ゐ たのです が、 教似 じた ヘスは がに がが 帶概に 
入 ク 卒業 化は ゲ f リンクに 绪ら め荒礙 とを つて 西部 戰 線を あばれ まは り まし も。 

一九二 四 年に ヒット ク f が ミュンヘンで 滿說 をす るのを 閒き にがつて すつ かり y、 む. 
し'  さつ そく ナチ スに乂 つて、 熱、 むに 働きました。 そのため も 都の ものから ねら はれ 


二度 も 負傷し、 と ケリ も 牢屋に おげ. こまれた とい ふ ほどで'  その 雄 辯 もグッ ベルスに 
劣らめ とい はれて ゐ ます。 

ヨアヒム •フ オン •リツ ペン トロップ 

ノ イラ f 卜 巧の あとを ついで 外交 大臣と をつ た 人で、 ライン ランドの 生れです。 日 
獨聯斯 協を が 成立に つくした リッペ ント 。ップ は 今 外相と して ナすス 外 巧の 陣を進 
めよぅと して ゐ ます。 

アルフレッド •口 I ゼン ベルグ 

ナチ ス の 外 知 部. 起で、 リッペ ン トロップと 手を とうて、 ナチ ス外 をを 背を つて ゐ 
る 八、 一八 九 一二 年 その 頃の。 シャ 領で大 k 後獨 立した ユス トニアの 首府 タリンで 化れ 
ました。 モス コーが 饼ぞ雄 榮を學 び、 卒業後 ドイツに 來た とき かめて ヒット ター のが 
說を閒 いてす つかり 威 ふし、 すぐ ナチ スの 仲間入りを したと いふ 人です。 

ワルテル •フンク 


一巧 0 

ない 凹 ドイッの 經 卿に 力を つくした シャ -卜晒 古が、 昭か 十一を ふ 十一月 Li でめた を 

とじ、 i 繫 が" となっ てゐ ます。 一鑑？ ぃふ Q はが i 霞と 聲霞 いを％ ねた 

やうな ものな のです。 一八 化 0 年束プ 。シヤ に 化れ、 ベルリン、 クイ プチ ヒ窮 のが |；j： 

ベ ふを々々 せ かいわいせ ふ  くは  だ •どこ--' 

で 勉强し 世界 乂戰 にも 加は つたこと があります。 ナチ ス ドイツの 嘉 所を きリ まは して 

化  >パ》  み  <いリ  ひ  ク  •  はわ こ 

巧く 盛い 役 H を 引き受けた フンクは、 これから きつと すばらしい 働きを する ことで せ 
う。  ■ 

ヒ ツ ト ラ1 の周圆にはまだ-^えら い乂が いくらもゐますが、 こ の位^してわきま 
せう。 ところで この 人たち がそろ ひも そろつ て， 乂 へん 栽い 乂 である ことは^ もしい 
では あク ません か。 ゲ [リンクは 四十 四， ゲッベルスは 四十、 ヘスは 四十 一、 リッべ 
ント n ップが 四十 五、 U (ゼン ベルクは 四十 四、 フンクが の 十九 •みんな 五十に をら 
をい 人 ばか リ 、この 若い 人々 が ヒット ク J をが 3 じがが そろへ、 がが 齡 せて， 啟いド 
イッの 成を のために、 一を を がげ て 働いて ゐ るのは 巧に えらい もの だと 化 ひます。 


十ニ ナチ スの 外交 
聯盟 腕 退 

さて これまでは ナチ スが ドイツ 國內を 統一した ことを 話しました が、 これから みし 
ナチ ス ドイツが 外 國に對 して どんを 働きを した かつ まり ナチ スの外 あにつ いて 話して 
みませう。 

昔から ドイツと フク ンスは 仲が 惡 いとき まつて ゐ ます。 そこで 化 界大戰 に 勝つ たフ 
ランスは ゲユ^ ナイ ユ條 約で、 もう 二度 ドイツが ホて ない と 化 はれる ほどの 重 巧を 負 
はせ たことは、 この 前 わ 話した 通々 で、 そのと きの ドイツは 實 にあ はれを ものです。 
領 ふは 四方八方 からけ づク おられる しお 巧 地は 化 上げられる. 丘 ハ隊を 超いて は をら を 
いとい ふし、 わ まけに とても 挪 へさう にもを いた < さんの 償金を いひつ けられ まし 
た。 こんなにまで わさへ つけられたら、 もう ホち 上がれを い 答な のです が、 ドイツ 四 


一骂 

巧は この 苦し さを たへ しのんで ルノ しづつ 頭を あげて 巧ました。 しかし 一番 西つ たのは 
一助の. ハンを 巧 ふのに、 紙帶 ホを かかへ て 巧かなければ ならめ とい ふやう にを つたこ 
とで、 こんを に ひどく をる と、 ドイッから 巧 金を とる こと も 出 巧を いとい ふので、 ア 

がつ こうこ <  ちから  た  3A  む 

メ^力 合ホ圃 をん かの 力で、 ドイッが 立ちを ほれる やうに がを がリ ました。 さう して 
ドイッ も 闕際聯 酷の 仲間には いるし、 一九 一二 一二 特には 旅 おい 一二 十 皆 マルクに までへら 
される ことにを ク ました。 

しかし 夕はリ ドイツのを しみは 陋く をら をい し、 いつまでも 動けを いやう にし ばり 
つけられて ゐる ことは ドイッ 圃 民は 承 か 出 ホません。 早く ドイッを しばつ てゐ るゲエ 
ル サイ ユ條 約と いふ 繩を 切りす てて しまへ とい ふ 班が、 いつとは なしに ドイッ 國肪の 
£ 馬 って 取ました。 この ドイッ® ふの f がかを へて、 ドイッを 縣が gl が ゃぅを 
狀 態に 取リ もどした いと、 力づ よく 现れて 巧た のは ナチ ス です。 そして ヒット ラー は 
內 おを 組織す ると 同時に、 


「ドィッは-化 金は もう 一 錢も挪 へません。」 

ときつ ぱリ いひき つてし まひました。 

それから 一九 一二 111 年には が 巧 入つ て ゐた國 際 聯盟を 脫 退して 世界を びつ くり させ ま 
した。 即 iSS とぃ ふの-は 齡賦穀 みたぃ を もので、* 世 察 S とぃ ふが 参の ぁとで 
ァメリヵが 齡邮 のが 船齡 パィ^ ソンが ぃひ 出して、 もう 二度と 戰爭 とぃ ふ 火事が 起き 

わ  なみ  才  こ <3 いお ふめい  をう ばク 

をい ザう に、 もし 起きても ホ 火のう ちに 消しと 岐 ょうとい ふので 國 際聯觀 とい ふ谁防 
幾 叫を がっ たので、 磬が G 郎 W がが てぃこ 茲 がには ぃって ゐ ました。 めのぅち 
はほんと に邮 がの 仕事を して ゐ たのです が、 年が たつに つれてこの 聯盟 も だん'^ ま 

泣  につぶ ふ  とな リ •しむ  ホっ ばっ  <  みみ ひ 

ちがつ たこと をす る ザう になつ て來 ました。 日本 も 隣の 支那 もこの 消防 組な にはい つ 
てゐ たけれ ども、 支那が 消防が でありを がら、 火を つける ことが すきで とう^'^ 滿洲 
にまでが をつ けたので、 巧 It 平和と いふ 大切な 役目を もつ てゐる 日本は その 火を 消さ 
うとして お鮮 を' 肿 したの が视 洲事變 です。 このと き 聯盟は 火を つけた 嘘つきの 支那の 


一阳四 

ぃふ ことを ほんと にして、 火 ホ 慕 さう としなぃ ばか クか 、かへ って ぃが 那 のがが 
をす るヤ うなが i だった？ •お 拟が黯 烏 If  g 避した。 です が、 接は •トイ 
ツも脫 おした のです ホら、 職 邸 も そろ-^^ ぐらつき 护 してが ました。 

お ふろいだ つと，，  > 

トイ ツが驴 盟も脫 退した のは、 ドイツが 伸びて 巧 かう とする のを •觀齡 のがん とな 
つてる る フタ ンス .ザ イダ リスが 雕 から 術へ つけようと したので、 その 緩 の齡 おな .f 

かたわ こ  . 

リ ホに 怒つ てし まつた のです。 

ドイツの 聯盟 脫 退で 一番 驚' いたのは 俯と いつても フランスです 。ドイツが めき { 

ゎたち  く  なに  さ‘ 

頸' を ぁげて 來 るのは、 フタ ンス にと って 你 ょり 載が が u ぃので、 ドイツを g へっ けて 
ゎかなぃ と 7 ランスは ま ぞて 職る こと も矿 がません。 がまで jg とぃ ふ 船が のがで 

んさ  ブ  L-ui*  ご 

トイ ツ もがへ て來 たので ずが、 ドイツが 撇齡 からぬ けがして しまつた から、 俯と かし 

ホた な わ 3 

て ドイツの 頭を 抑へ つけよう として、 T マニア、 7  T.  5 ビア、 三 「。ス 
こ キァ それから ポ！ ブンドと ぃふ. ザう をが々 と航齡 して、 がの がが の邮 若お秘 


を朽 つて ド イジの まは りを 化り かこんで しま ひました。 これで やれ'''^ と フランスが 
|み 心して ゐ ましたが、 すぐ このまは りの 載 如が ゆるみが して 巧た のです。 それは ドイ 
ツが あまり 齡く をつ てがたので >  如 さい 邮 W は フランス ばか ク にたょ つて ゐ ると‘ ひ 
どい がに あ ふか も 知れを いと 考へ 巧した からで あリ ます。 

ザ ー ル もどる 

職 S 繫 3 で磬 \ ぶ 難せ た ドィッは、 一空 一 丑 倘ご墅 がが がが をび ミリさせる 

ちは ヴ  と- 

f ぅを ことを ザリ ました。 それは どぅい ふこと かとい ふと ザ I ^ 地方を ドイツに 化り 
もどした ことです。 が| れた かも 知れません が、 化が 大戰の 結果 ゲユ^ ナイ ユ條 約で ド 
イッのザ—ル驚は‘ 卜五講フクンスが蓋船がをして十一^^おたってから’ 化んで 
ゐる 心が がが 煎に ょつ て ドイツに もどる か フランス につ < かを きめる ことにを つて ゐ 

じ：：‘ ふ  るの 

たのです。 こんを 約 k はして ゐて も、 フランス としては いつまでも ザー ルを 自分の 物 
にして わきた かつた にち が ひありません。 

I 置 


I 四-: ハ 

ところが 、いょ/ \ フランス か ドイツ か、 ザ—  ^ のが おがが 載で きめる がが がまし 
た。 フタ ンスや ドイツは いふまで もない こと、 鮮載 がが、 その 繳私 がどぅを るか、 が 

み  i  に 

を おはつ て 待つ てゐ ました。 このと きには ドイツに ひいきす る邮は ほとんど あリ ませ 

UO か  つがつ ぎむ 6  とうへ ク 

ん ト イツが ホから ホへ と 化 ひきつた ことを する ので、 この 投繫が ドイツに とつて ぅ 

己-?ど  むに  だ  ■し- >1 • 

まくい つたら、 今度は がを や ク 出 すか わからを いとい ふ 必瞄も あつて >  ダー ルが フク 
ンスの ものと なつて ゐる ことを 夕 くの 國 々が のぞんで ゐ たのです。 

ところが その お 要の 結果は どぅ だつ たでせ ぅか、 獻 W にも ザー ルの 心たち は ほ とん 

こべみ ふ  はふ； 

ど ドイツの 國 巧に なろ たいとい ふ投 喪を したので す。 もぅ フランス も 反 靴す る ことが 

で さ  0 ふぶ 

化來 ません。 ザー ルは 十五 年 振リで ドイツに もどる ことにを りました。 これは ザー 少 

ちに ゥ  じふ  わ ほず 

地方には 1 ドイツ人が 多く 化んで みたから でも ありまず が、 もし ドイツが フク ンスに 
くらべて ずつ と 弱い 國だ つたら、 ザ の 人たち は、 ドイツに もどる ことを!^ まを か 
うたか も 知れません。 


ザ—  ^ は、- 面 穂は せまいと ころです が、 ホ 名を おを の產 地でぁります から、 ここを 
化り もどした ことは ドイツに とつて ぅれしい ことです 。それょり もこの ザ [ルを 化り 
もどした ことにょ つて、 ドイツの 力が 化 巧に みとめられ、 ナチ スの ドイツ 民族が 一つ 
になる とい ふこと と、 失つ た領 虫を 化り もどす とい ふ 大きを 望みの 第ー ホを ふみ 巧し 

h す 

たこと を 忘れて はなり ません。 

ザ—  ^ を 化り もどした 早業に 世界中が 巧氣に とられて ゐ ると， その 巧の 卜六 口には 
もつ と'^ 化界 をび つくり させました。 これ もゲ H  ^ ナイ ユ條 約で きめられた ことな 

ぐ ふび  でを 

のでず が、 ドイツは これまで 軍備を ととのへ る ことが 出來 ない ことにを つて ゐ たのに、 


この 日 ヒット ラ— は、 

「ドィツは もぅり つ ぱな國 ですから、 革備を そな へて はならない とい ふ ザぅな 約柬 
は 今日 般り ザめ ていた だきます。」 

と 叫んだ のでず。 今まで もこつ そり 軍備を ととのへ てゐ ましたが、 これからは 盛戚な 

一阳も 


:  一阴バ 

へ—* た t  ぐ ふか ふ  つく‘ 

く 巧 隊もふ ザす し、 が 艦 も 进るぞ とい ふので す。 

さあ、 かうな ると おが 獻 でない のは フランスです。 このままに してわ^ たら ドイツ 

むに  だ  / 

が 何を ザり 5： すか わからない、 それ かとい つて チユコ •ス n バ キヤ や ル f マニアの や 

で ひ  くじ-. .2.-  ご I  I  > 

うな 小さい 國 々は ぁまりた ょ々 にを リ ません から、！！ か 恥い 離を ほしぃ ご g って ゐ 

、^が •しげっ  わを  くに  ' 

ると 非の 方です はり ドイツを 恐れて ゐる國 が あ 5 ました。 それは ロシヤ です。 ド. 
ツが こは いば ホク に、 フク ンス はい. ゲ な斯囊 f の f とおを にぎっ たのです。 それで 
は 何 お D シヤが ドイツを 恐れて ゐ るので せう か。 

才—ス トリ ヤ併含 

ドィッは 驚麗 Qiss を K がづ ク^れ て邮が M くを々 ま」 たが、 おがと 

同じ ゃうに 合は どし/ \ ふえてが きます。 いっまでも g い g おおに とどまっ ては ゐ 
られ ません。 どっかへ 出て げかねば をり ません が、 一！！ ドイツは そのが 影を どこに が 

らづ  ら 

っけょう とする のでせ う，。 fu ツ パの 地圖を 開いて みると、 ドイツの 酌の おは 解齡 


に 人：：！ がを くて、 とても ドイツ人が ひろがつ て 巧 <  すき 間のを いこと がわ かります。 
さう すると ドイツの；！； びて 巧く 道は 巧の 方より 外にありません。 一ずに は ゥクライナと 
いつて。 シヤの 岡の 南の 方に 共產 まを のためにを しめられて ゐ ると ころがあります。 

の  ゥず をみ  わる 

ドイツは る こに 仲び て わかう とする のです。 それは。 シヤ にと つて 薄氣 化の 惡 いこと 
であります から、 フランス のがを 借りて 何とかして ドイツの 束へ 伸びる のを 邪魔し な 
ければ ならない のです。 

ドイッが SV 伸びょうと するとと もに、 が S の一穀 かた 驚が S っまり i 摇 

をな りかへ さう として ゐる こと も’ ひろい 領地を もつ てゐる 化の 陋 々にと つては 知 ホ 
の： 姐い ことで、 

「ドイツは このずに 何を タリ 山す か。」 

n  —  u ツバの^ はび く-^-.^ して ゐ ました。 何とかして 抑へ つけたい けれども、 力つ よ 

の*  でな  むに 

く 印び て 巧 N/ ドイツを どうす る こと も扣來 ない ので ドイツが かを ザ つても ただ あ- 

I 脚 九 


とおて ゐる ばか々 でした が、 今度は もつ と'-^ 大きな ことを やり-出し たので、 化 

くに-- i-t と  こ. レ 

の國 々殊に フランスは 鹏を めかして しま ひました。 それは どんを ことで あつたか、 一 
つは ドイツ、 イ タリ [がしつ かり 手を にぎ リな つたこと、 日本と 化か 協 巧を 結んだ C 
とそれ から オー スト リアを み 併した ことを のです。 前の 二つの ことは あとで わ 話す る 

*  がつぺい  はな ■し 

ことと して、 化 づオー スト リア 合' 併の ことを お話し ませぅ。 

才^ ~ スト リアは 大戰 前の 才^ ~ スト リア •^ン ガリ^  — 帝國が こわれて からは、 るの 領 
± も 非常に 小さく をつ て、 ひとり 立ちが わづ かしく をつ たし、 その 化 巧には ドイツ 巧 
族が をい の だから、 ドイツに 合併され る ことは 自然の 成 巧で あつたの です。 しかし ド 
イツが ォー スト リアを 合併す る ザぅ になる と， たださへ 恐い' ドイツが 巧に 大きを 幽家 
になつ ては 大變 であ リ ますから、 フランスは 勿論. イ タリ f もこれ に反對 して 巧 まし 
た。 

ところが ドイツの ォー スト リアを 併の ホ 裂は 益々 强 くなる ばか々 で、 ナチ スの 勢力 


イ  がつ ベ —J  をく わい  ま 

がだんく 才— スト リア 邮 がに。 伸びて、 ぢ つと 才— スト リアな 併の 機會を 待つ てゐ ず' 
した。 

ちから か 

才— スト リアの 前帮； スは フランス 、イザ リス、 イク リ—の 窒巧リ て、 ドイ 

f ク y  •  ，ご  こくない  あたた  わ 3 

ッ 、才— スト リアの が聲 がで る才 1 スト リア 圃內の ナチ スを 頭から 抑へ つけようと 

」.•  はつ ピウ  かこ  L 化、 しや ウ わ ふろつ 

しました。 そのため 一九 一一 一四が には ナチ スの 獻 動が 起つ て、 ド^フス 首相が 暗殺 せら 

,  しで  みみ ム  まわ だい 

れ 、シュシュニックが 化つ て 首相と なリ ました。 この ことから 危くョ ー 。ッ J に义大 
職 龄が辭 るかと 戦 はれまし たが、 るの 熙は まだ ドイッの 軍備が 弱く、 イダ リス、 フク 
ンス 、イタ-— 一二 Sq 舞# には" 手を 趴ず ことが がが を かつた。 で、 ぢ つと 我慢して 

i か 

ゐ るより 外はありませんでした。  ‘ 

がつぺい  ば ふは ふたい 

ところが そのうちに、 ドイッの 才— スト リア 合併に 一番 反對 して ゐたイ タリ I と卜 

■、  だい ぞ 々ゥぶ  わる 

イッと が、 だん/. \倘 がよくを つて ホました。 そこで ナチ ス はもう 妾 夫と 化つ てゐ. 

L ゆ 巳み 3  サ 5.3  0 ふ  ぐ わつ  にで 

ただが'  ォー スト リアの シュシュニック 首 巧が、 昭か 十一 一一 年の 一二 月 十一 一 百に、 ドイッ 


とォー スト リァと を 八：： 併す るに 赞 がかが 巧 成 かを‘ 二十 四 筋 g おの 邮賊 の描骄 できめ 
王う としました。 これは ヒット ラ [と シュシュニックを 相との 約束に も そむく ことを 
ので、 ヒット ラ— はオー スト リアに 軍を 進め、 あつと いふ 間もなく オー スト リアを がり 
併し 列阴を 仰天 させました。 シュシュニック ザ 巧が 二十 四赢び 主の ものに も跟 させ 
ょぅとした のは、 それょり 献ぃ 制には ナチ スが 撫齡に 5 ぃか。、 獻ぃ 5 を臟 けばが 脈 
反對の 投票が をい と考 へたので せう。 

ドイッは ホう して 才 （スト リアを 併合し、 ドイッ 民族が 一 かたまりに なるとい ふが 

ば ヴ.  たつ  5  か とみ  わ f 

輿が だん^^ 逮 せられて 來 ましたが、 この ドイッの .ザり 方を がて^る ヘムつ たのは* 

ち，， サ も；. 1 

チェ 『•スロバキアです。 于ェっ .ス U バ キアは 大戰後 もとの ォ f スト リア-- ンガ 
f の 一 部が獨ホして邮來た國で ぁりまずが、 こ の邮 の ド イ ッ に叔 ぃザじはお1!^だ の で 
々一 W 上、 一一 音 餘萌 人の ドイッ人が 化んで ゐて 、この ドイッ人 たちは 乃 ドイッへ 一し 
よに をる ことを 望んで ゐ るし、 ドイッは 勿論 合贿 したがつ てゐ るので あります から、. 


これから どんを こし」 が 起る かも かれません。 

十 S  ドイツの 國化 
軍 糖の 制限 

ここまで わ 話したら きつと をさん は‘ 何 か フランス-ザ イダ リスが ドイツの ォー スト 
リヤ併 八 口を、 だまつ て 化て ゐた のかと 么 しぎが るに ちが ひありません。 フランス やイ 
辛 リスは 勿論、 ドイツの 子 1 スト リャ 合併には 乂反對 です。 るれ だのに どうして それ 
を 恥 魔を しないの でせ うか、 いえ、 フタ ンス やイ •キリスは みして ボン ヤリ円 ルて ゐ たの 
ではない のです。 

ドイツが がから ホへ と!^ ひ 明つ たこと をす るので、 フランス やイゲ リスが そのたび 
にきびし く 文 かを いふので すが、 もう そんな こと 位で、 びく''^ する ヤ うな ドイツで 
はあリ ません。 ドイツが こんなに 化 ひ 切つ たこと を 何な やれる のでせ うか。 化の 阴々 

一ち 二 


.  一 請 

が ドイツが どんな ことを しても 何故 文句を いふ だけで、 それを 抑へ る こと も •邪魔す 
る こと も W ホない のでせ うか。 フク ンスは ドイツが 盛んになる ことを 一番 おそれて々 

< に  ながは々  ホた ま 

る幽 だのに、 何故 早く ドイツの 頭を たたきつけて わかない のでせ うか。 それは やりた 
くても 出が をい のです。 ドイツが あまり 急に 强 くを つて 巧た ので、 うつかり 手を 山す 
とかへ つて ひどい 目にあ ふか も かれない からです。 今まで ル さかつ た クイ ォンの けど 

タム  わ ほ  わな  つよ  •で  5 

もがな に 大きく をつ たのと 间 じで、 こんなに 强く なつて はどうす る こ ともお ホ ませ 
ん〇 

ドイツが 强く をつ たとい ふのは いろ-^ の 方面であります が、 フタ ンスを どが 一帶 
怖い のは 何とい つても その 軍備で せう。 ライォン でい へば その 樹や 爪が 怖い のです。 
巧して ドイツは フランス や 他の 圃 々が 怖がる ほど 强い 軍備を もつ てゐ るので せう か。 

世が 大戰 前には ドイツは 世 ホで、 一番 强 いとい はれる 齡 軍と、 英邮に ホぐ 义齡 軍と を 
もつ てゐ ましたが、 ゲ H ル チイ ユ化 約で 手 も おも 出を いやう に 小さ < ちぢめられ てし 


まひました。 駿 職は たった 十齡 心に へらされ るし、 その お齡 載の. ザうな 巧 擊に九 切. を 
が 器を もつ ては ならない とい ふこと になり 言した。 海軍の 方 もた だ 許された のは、 马 
おの 邮 •の 槪戰を おる ための 料 S だけで、 ドィッの 一 S ぉ蠻 思な 驚 職は 一^も もてな 
^ ことにな り、 齡齡 もがきい ものを 齡れ をい ことにな つたので ず。 それ どころ か 陸海 

g ともに 叢蘇& は S して もっては ならな ぃ 。そ 我" がで もが 梦 H— では® 

つてょ ならを いとい ふので すから、 をく どうずる こと も助來 ません。 フク ンスザ その 

さぶ  つめ  だい ザ々々 ぷ  ホ乂 乙ふ 

也の 翻々 はかう して ドイツから ずを ぬき 爪を とつて わいたら、 もう 大丈夫と 安、 ム して 

こ-、 ふ  いくち  こくみ ふ 

ゐ己 々です が、 ドイツ 邮 がは そのまま だまつ てゐる やうな 愚氣 化な しの 願 巧では なか 
つたので す。 

しばらくの 齡がだ 斬で がきを 齡 をが けたので ぢっ として ゐ ましたが、 だん^"^ なが 
を ほク邮 がかが リ もどして くると、 巧が の 邮の私 燃を わいたり 軍艦を 造ったり する こ 
とを、 ょその 固から お 脚され ると いふ 道理は ない とい ふので 一 化 一ニ ニ 年には 闽際 

】 丑 五 


一 五六 

職 風で、 ドイツ も 他の M と 平等に 軍備を ととのへ るが 利が あると いふ ことを をが させ 
ました。 しかし それは たださう いふ 權 利が あると いふ だけの ことで、 争す ぐ齡 いが% 
をと とのへ てょ いとい ふので はありません でした。 つまり 「百閒 上げる」 とい ふ 巧 A 
だけ 巧つ たけれ ども‘ ほんと Q 巧 间を貨 つたので はない のとが じこと なのです。 そこ 
で その 菊 年、 ナチ スが天 了を 化る やうに なると、 そんな 蒂化 だけでは あがを しない、 

い 生  い •ふ ザ ふ  ぐふぴ  丈ウ 、しで 

今す ぐに 戰 前の やうな が備 をと とのへ るから と 中 出ました が、 これは フランス やイ》 
リスな ど义 服のと きの 聯合 國が うんと いひません。 國 が，% 邸と いふ 紙が のがが、 どこ 
まで も ドイツを 抑へ つけて わかう としました。 すると ドイツは， 

1  じづ  つが ふ  かふが  ゎか t 

「そんな 口 分たち の 巧な のとい ことば かリ考 へて ゐる やうを 仲間には はいらない r  . 
とい ふので、 さつき もい つた 述リ ドイツは 幽際 聯盟を 脫 退して しまつた のです。 

それなら ドイツを 山 ホる だけ 抑へ て わきたい フランス なんか、 ドイツの 軍^を とと 
のへない うちに 巧く ドイツを たたきつけ' れば ょいと 化 ふか も かれません が、 これまで 


だい， ^ ぐ ふび  ゥず疗 

だつ て ドイツは 內 々軍備を ととのへ てゐ たので、 それが フランス なんかに とつて 薄氣 
を惡 いのと、 もう 一つは フランス だつ てイ で リス だつ て、 化界大 戰に胳 つたと いふ も 

わは  3 ず  せ ふさっ 

の yt やは リ 大きを 傷を うけて ゐ るので すから、 なるべく 戰 をはした くは ない のです J 

わ り  わさ  せ ふさ づ  たい 

ですから ドイツを お理に 抑へ つけて、 もし 戰 をに でもを つたら 大 へんです から、 おど 

み  ぐら &  で 3 

かして 見るな のこと しか 出 巧ない のです。 

ゲ エ^ サイ ユ條約 中の 単 備につ いて、 ドイツを しばりつけて ゐた 化り きめを すてて 

サ ふげ 乂  たで  ろと ヴ へいせい ど  わ こむ  へいを  1ん  ぐ ふたい  をな 

.しま ふこと も 宣言した ナチ ス ドイツは、 直ちに 徵兵 制度を 巧 ひ、 平素 お 十 萬の 軍隊を 備 

じつ.- っ  につげ ふ  み じ  ご だ ふ  も だ  ちょう へいを いど  につ ふこく 

へる とい ふこと を お表しました。 日本では 巧さん も 御存じの 通り 徴兵制度で‘  口 本國 
巧と して 生れた ものは 誰でも お 役の 義務が あります が、 アメリカ* な 巧國の 如きが は. ぶ 
願み 制度で、 をりたい もの だけ お隊 になる とい ふので す。 ドイツは もとは 徴お制 巧 だ 
つたので すが、 大戰の おお 無 卸' やリ にお 願 丘 ハ 制度に されて ゐ たのを、 文 もとの 徴巧制 


巧に もどす ことにした のです。 


かう して ドイッの； は、 邮の闕 がかれ これい つても わか まひな しにす ばらしい 勢 

十、  巧.- はゥ  へいわ  おる  わ ほ  ちから 

で 池み •化の 方から ョ I 。 ツバの 平和 巷 かきみださう とずる。 シャを 抑へ る 火き な 力 
となりました。 齡带 はイゲ リスと 新に 約 巧を 結んで、 イザ リスの S 割 五々 を もつ こと 
がが がる やうに なリ ました。 三* 割 五が とい 么と半 かに も足リ ない のです が’ を 世 巧に 
ひろい^ 船 > を もつ てゐる イザ リスと ドイッと では わけが ちが ひます。 

殿 難の 驚に っれて J ろくな SS が 誦し’ 驚 I がを i いぃ繁 が S 

サ •ざゥ  じ、 しふ  こく ゴゥぐ ふ  さいかつ •し れいく わ ふ  り-^ かい 

々と觀 造され る やうに なつた し、 ヒット ラ I 自 みが 國防 軍の 最商 司み をと なつて 陸海 
が 私を すべる ことにを りました から、 ナチ ス ドイツの 國 防は そのな 礎が いょ ノ\ 固く 
をつ て 巧き ました。 

現在の 軍備 

す*'* ざ •ぐ*-* び  口く ぐ ふへい じ 

では ドイッの 现拓 のが 備は どの やうに なつて ゐ るかと いひます と、 陸軍は 平時つ ま 

り r 和を おには ±私1、 一一 壬ハ麗 で、 & ハ 千 驚、 十 &整罕 意が ドの 邮 


g は Si 1 ¥啡 霧に S する 薪が ぁります。©® 賊 とぃっても ドイッが ドで、 
ユダヤ 如は 齡け でず。 俯しろ ドイッは 驴閒 の赖ん だ*^ ですから、 毒 ザス ザ 防 雷 
がに っぃては、 狐の 郎 の 搔の 誤なぃ ほど 繫を S んでゐ るので すから、 ぃざと を 
づ たら どんなず ばらしい ものが 飛び出ず かも 知れません。 

槪私 よさっき もい っ寞 ぅに イ V リスの ご 一割 丑が、 潜水艦 だけは 因 蕾で. 圣 をで 四 

」 ，"•ラ  み •し ると 

上一齡 i とい ふこと になつ てゐ ます。 顺 がから いへ ば イダ リスの 足 許に も よれません 
が、 あの ポケット 嫩臟 とい ふ タゥを 新が のす ぐれた 軍艦が みいし、 殊に 化界大 邸中卜 
イッの 齡が齡 がが が おを あばれ ま はった 似で、 潜が 艦には をか^''^ 觀 るべき ものが あ 
るら しいから 、馬鹿には 出來 ません。  ■ 
ドイッには が おとは ちがって 穀 が S がして ゐ ます。 黯の繫 驚" 機は 一誠 もも 

ク ては をらない し、 はがが の S で S っては ならない と聲 をい やぅに しばりっ 
けられて ゐ たが、； 一一 もから、 繁 & は S っても よぃと ぃふ ことにな ったので、 


M ハ o 


しゃ ぅげ ムかィ 


軍 川 桃 こそ もてない けれども. お 業 航空は ぐん {冀を ひろげて 巧き ました。 この 商 
業 W の 飛行機 も、 いざと いふと きには すぐ 軍用機に をが はりす る ことが 巧來 ます' が、 
みでは 遠 厳な く 軍用機を もつ てゐる ことは さつきい つた 通リ で、 を か-^ おれを い 力 
を もつて ゐ ます。 昭か十 年の ず 用 機 数は 四千 裹 でぁり ましたが、 今ではもぅ 一 萬辭じ 
も 連して ゐる かも 知れません。 

これ だけで ドィッの 陸海空軍が、 なか/ \ わ そるべき ものでぁる ことが わかります 


せ ふせん 


が、 まだ このほかに、 かを 一 下 直ちに 戰 線に 立つ ことの 出 ホる 約 十 萬の 寶察隊 が あり、 
六十 おの 突擊隊 、二十 萬の 親衛隊、 五十 萬の ドィッ 掘が' 聯盟、 で 十 萬の ナチ ス自 
盼 、會 員が 巧 萬 人な 上 も あると いふ ドィッ 自動 巧 クラブ、 それから 四十 萬の 勞 働‘ 軟化 
をな どが 後に ひかへ てゐる ことを ちれて はならない のです。 

を 察隊 は說叨 しなくても わかる でせ ぅからは ぶいて、 その他の ものを ざつと わ静し 
て おき ませぅ。 


突 擊隊去 視衞隊 

突 擊隊と 親 衡隊！ ぶから して 奧ま しさぅ です が、 この 二つは ドイツ 靑 年の 華で あ 
つて、 ドイツ 靑 年の あこがれの 的で あリ ます。 ドイツの 靑 年たち は 誰でも、 巧 擊除員 
や親衞 隊員に をりたい とい ム窠 みを もため ものがない 位です。- 

一體 ドイツでは 靑年闽 はいふまで もな く、 軍隊の 十一 官 もみ 十一 もみを 若くて、 そして 
その おいから だの 中にはを 國の 血が 流れて、 祖國 のためには、 いつでも 自 をのを 倘を 
ずて ると いふ 覺 悟が 見を けられる のです が、 巧 擊隊と 親衞除 こそ、 を國& のかた ま々 
でありまず。 

が 擊隊は 一九二 一年に 始めて 出 巧ました。 が 如は ナチ ス のが 說會 で、 おお 齡 がその 
化の 反對 をのた めに 邪魔され て、 わ 巡さん だけでは しづめ る ことの 出 巧を いこと が齡 
々あつたので、 腕の 强 いものを つのつて 幾らせ たのが 起り です。 一九 一二 一一が ミ ユンへ 
ンで 第一 囘 がす チ スの义 をが 閒 かれた 時、 みを のしる しのつ いた ジャ ヶツ にが 的の ス 


をれ からだん---- 瞬が が ¥邮 しました が、 その 間に もあ府 から 非常に いぢめ つけら 
わて、 おがを 齡 が」 が邮 がませんでした。 しかし 一九二 五 年 じ ヒット ラ f はこれ をつ く 

く  r ••‘ ほご  またせ ふ マ ふ  せいふく  かつ， し t  く  t.  く 

りな ほして、 ナチ スの 脅の 保 離を させたり、 又寬俾 させたり して、 制服は 褐 をの 服と 

f う、 し  れ ふ， し々- ソ  e ふでん* しやつ 

觸 すで‘ これに'^ の 腕 帝を つける ことにしました。 ヒット ラ f も 宵 傅 相の ゲッ べ八ス 

た •ふ，、  す  r>  A  <  9  こや、 しふで  さ— 

もこの 晚 服が がき だと 化え て、 ょくこの 服を 着た 寫眞が 出て ゐる ことがあ ります。 家 
をつ けて ゐて ごらんなさい。 

がでは ド ィッ辭 似と して、 を祖邮 じつく ず 道は、 突 擊隊に 入隊す るの が 一を ょいと を 
へられる やぅに なつて、 靑も闽 を 出た もので、 巧 擊隊へ 入隊す る ものが 非常にを くな 
りました。 齡 則は" 祖 断に 辦 しては 解踩 に恥齡 する ことを ちか ひ、 その 制服は 隊員の 誇 
であると ともに、 が^ 神聖る もので、 何か惡 い、 むが 起 つても. もし' 思い こと、 まちが 


くに  よ  むか  だい  ひと 

のこと よりいつ も國 のた め、 世の中の ためとい ふこと を 第一に して、 人の ためには 占 
ろ こんで 齡 いとい ふ氣 風が'  隊の 中に みを ぎつ てゐ ます ホら、 隊 貞は 國 巧の 校 範 とし 
て赁 敬され てゐ るので す。 

齡 掠が ダィク トル、 ル ッッユ とい ふ 人で、 化 ホ大戰 中には 出征して 四囘 もな 傷し、 
がの 日を 巧つ たとい ふこと だけで •どんな 人 かわかる でせ ぅ。 この 人の 下に 今では 六 

十 g ジ E が ぁつて‘  i 叙 繫ゃぅ にが S の 齡|、 il、 驚 is とめる が S 

ざい よ づこ  わろ  B ゆ  一*-  巧 U  た  せゥわ  U ふ  ざい がつ ぐ ふじ ふ  だ ふ 

罪が 止つ まリ惡 いを が 山ない やぅに せを がつ てゐ ます。 昭か八 年からは 在鄕 軍人の 團 
i も 襲 一に S へられて、 請を とつの にが けられて ゐ ます。 

もつ 干夕た •<  かたら  はむ. しも & か だ 

巧 殺隊 といへ ば 必ず ホルスト •ゥ エッセ ルの わ 話を 化 巧し ます。 ホ 八 スト •ゥ エッ 

Ac  了く  •し  •へ  を'*-  だい •かくせい  あ ふらく  せいく n つ 

セ少 はべ^ リンの 截 かを 化 帥の がに 育つた 大巧 化で ありまし たが、 その 巧 樂な化 巧を 

ころ  サい 口よ く  むかた  くは 

すてて、 まだ その' 頃 あまり 势力 のなかつ た ナチ スの仲 問に 加は りました をして まも 

ごふ  とつ f さと •，  ひな  とつげを 化い  含 やう さ ふた ゥ 

を <  一 刚の突 船隊を 率ゐる ことにな々 ましたが、 この 巧 裝隊は どし'^ 共を 黛を ザつ 


一六 凹 

つけたので、 诞齡 ぶふる へ 心 がらせて しま ひました。 そこで 共產媒 では 何とかして 
ゥ ユ ッセ ルを き にしなければ ならぬ とつけ ねらつ てゐ ました。 とうく ゥユ ッセ 

ルは： ゼ •  n  — ンと いふ 髮に S ゐられ たもが の繁 SK を かこまれ、 不歡 
をう たれて、 解齡に 齡い條 をう けました 。それでも ひるまず 敵と たたかつ たのです が 
それから ーヶ が齡リ で、 その 觀が もとでがん でし まひました。 ろのと きま だ 一 壬一歲 

くに  わ 6  ひと*'^  みな  さイ *^3  掉 

であつ た夕 II じ倘 k の ものは いんまで もを く、 國を 思ふ乂 々は 皆 その 葬式に 巧''''' 
とい ふ ほど、 その •化が 惜しまれ ました。 

この ゥユ ッセ ルは 船邮の ものを はげます ために、 たくさんの 歌を 作つ たが その 中 
の 一つは 「ホ； 卜 •ゥ ユッ 七； 脈」 と 呼ばれて'  ドィッ 圃歌 とともにを 置に 歌 
はれ、 黯で あそんで ゐる 小さい が S たちで さへ この 皆 歌つ でゐ るのを きくこと が 
あります。 るれ はこん を 歌です。 

でた 

ホ 心 スト •ク エッセ 八の 歌 


敲<  新げ ょ 、禁 の緊を 

しかと がめ、 我等の 隊伍 

だゥ か々 じふ 

エス •ァ I は 堂々 と 巧 進す る 
お 5 い 反動の ために 殺された 

ど々* _>  た 生 •しひ 

同志の 魂は 

齡 I ザと 一し ょに 巧 進して ゐ る。 

二 

義は狀 シャッ S の撤 わがまま だ 
が齡は SIISgS ふが まま だ 
がょ、 船な k 人が 币埋 にぁ ふれて 
^ 十字を 化 上げて ゐる 


】 六 六 

円かと パンを がち 视る 口の 
黎明は が げられ た！ 

-二 

染な タッ パは ひびきわたる 
戰 閥の 用意は 化 來たぞ 

はと 

ヒット ラー の 巧は 
街々 に ひらめ < 

奴 練の くびき もす ぐく だかれる 

四 

高く 捣げ ょ、 我等の 隊 施々 
しつ かと 組め、 我等の 隊伍を 
エス •ァ f は 一里々 と 巧 進す る 


繫 V  反亂 のために ぉされた  ' 

齡が 等の 魂は 

说 と 一し ょに 行進して ゐ る。 

i の 器は がし ゎづ かしぃ 夕俯龄 も @ もくり かへ して ゐ ると、 たと へ 一っく 
の I 回： がが ゎからなくても ’  S だか 齡ぃが £0 おに 暫てゐ る ゃぅな 氣 がする でせ 
ぅ °  ^ のがに ぁる ユス •ァ I とい ふのは 突 擊齡を 略した 言葉です。  ■ 

S 齡 は、 SP ぃの おから、 緊 すぐれた® を f で 競した もので、 今 口では 
二十 齡八じ もな つて ゐ ますが、 その おがに ミモ 人位の ものが ヒット ク [のをを ずる こ 
とに なって ゐまス っまり 姐觀 中の％ 祗隊 です。 突 敏换の 制服は 整です が親你 
齡 S は ieSiV  霸と £の夢 くもせ たしる しを この おもなぃ 誇と してっけ 
てゐ ます。'!; が こんな!？ が qM い Q をっ けて ゐ るの ホと いふと’ 圃の ため ナ于ス のた 
めヒッ トク IQ ためには， 驚に をる ことを ちつと もい. とはない、 i とはない どころ か 


>) -り か 
かみ 言は ホ？ 

、つ-文' しが 
がて 那な統 ミ 
本 之ゐ事 e を 
の た 變；^ 聯^ 
空音ら で盟ご 
にど 一の 空 
敵 5 うそ わ 
のでう 話 ミ へ 
飛 ひせは を こ 
巧 ミう つ しを 
機 3  a きま 

が 日 ミリ せ へ 
盛を 本ミ敎 をう 
ん 軍； へ  。 
にがら 飛 a 
飛 & 今 ミれ 巧す 
んおま 機 3 
でのし が 
來 S やた 今 ミ 
てう  。ロミ 
、に 萬 ミの 
ど 早？ 一  戰ミ 
んく  が 宇 巧 
I 進え 是； に 
\ 擊 置の ど 
爆 <  す 祈 ミれ 
邸 交る 空^ ほ 
を こ 除 S ど 
落；： と が-が： 

し が 支 L 切 ミ 
、巧， 那 なを 
落 & 巧 3 の も 
ちを 航 ミの 
着。 いを <  で 
いば 除:； あ 
て かよる 


非常な 夕舉に 化つ てゐ るから なのです。 

だから 隊 貝は りつぱを 精神を もつ たもので をくて は をらぬ ことは 狐 II です が、!! 順 
ばかりでなく’ み 腿 もり-つ ぱで をくて は をら をい ので、 齡 貝と をる のには‘ が鹏‘ が， 
樹 、おな どに 隊員と しての 資格が あると いふ 證巧蒂 がいる のです。 が 隙、 粒'；! どこか 
ら乂て も ナチ スの 中の 選りぬ きで、 十と から 二十 化までの が 齢に をつて ゐ ます 〇, 略 尉 
は-ィン リッ ヒ •ヒ ムラ （とい ム乂で まだ ご 一十 八に なつた ばか リ のはち がれる 斌 勤を 
もつ た 人であります。 


•へ ふき.？ つ でさ  C—  :  /) 

勉强 も出來 をい かも かれません‘ 


そのが 影が 囊 する ためには、 辩? の 露が 齡 くるる ことの 必要を ことは いふまで 

もを ぃ けれ 巧 ii が 響、 髮 3f  S する 靈ぎ 

ぐて はを りません。 が聲ん かがが Q 邮で 澈寡蠢 が出來 ないから、 みんな 外國か 

ら f 貝 ひこむ の だが、 こんな ことでは まさかの' ときに 困つ てし まひます。 ドイツでは ヒ 

ッ トラ— の倘 をが けた 城が の槪 かづ 霞の グ— リンクが、 繁に 斬を がっても 私を 唐設 
するとと もに、 戀 がの 繁 にがが ミして がました から. ドイツの 空軍は めざまし 
ぃぃ瓣 V がを S。、 賊 Mg 繁 sir ゎ どろく ばか リ です。 

がでは ドイツで 一概 がきい. テツ サゥが の ユン カ— スエ 場には、 一晝千 人の 職工が 
ゐ て、 •恥じ 體 だけの 驚齡を S するとす ると、 ーヶ おに 一で 載を が產 する ことが 出 
がる さぅ ですからす ばらしい ではぁりません か。 そのた 他 •垄那 十一の 挪空機 製造を 化は 
がみを しに 製造を つづけて ゐ ます。 

一六 化 


I セ 0 

誘 じは 网卜 t 餘ヶ繫 が 一が ぁリ 、而 おを 載 脱する ために、 六っ gSI 露が 説 

けられ別にみ戰巧校‘ 水陸用航空巧校を始めぃろ-^の帶奶がある。 その^^齡に散 
けられて あるの が ドィツ 碗 空 聯盟な のです。 查國を 十六 區に 々けて、 それ-^ のが； I 

ろ  たウ  サ •：* もく わい  いら  せいを ヴ a ふ  か- ••く ウ  は，—  巳 か <  t 

化を 設け、 小 都を やが にも 靑ルノ 年の 航空 ククブ が あつて'  ククブ に 入る をが を 巧た も 
のはを 宿を で 巧 謝 いらず の敎 巧を をけ、 十八 歲に をる とその 才能に 麟 じて 船 おな!! の 
方に 進む もの あれば 機關 古になる もの もあリ 、义 .空軍へ も 入隊 出 巧る やうに をつ てゐ 
ます。 かやう に 巧 間の 養成 所で 訓紳 される 靑 少年は 一區每 にが 年 六 巧^です ホら、 苗 
陋 では 一巧 人 おい 顆滿 をが おり 山され るので、 さを 戰も とい ふやう を には、 總ジ 

t ふに ふ  み ふか ふか かヴか  す ふす ふ  で  でさ  くら  • 

五十 巧 人の ほ 間 飛 巧 おが 戰 線に 出る ことが 出來 ると いはれ てゐ ます。 それに 比べる と 
日本なん か、 心細い 話です。 日本の 酸が 軍船 空隊 のす ぐれて ゐる ことは’ が’ 於の 斬微で 
はつき り 化 巧の 人々 の 前に 示す ことが 山來 ましたが、 第二 線で ある 巧 間の おが 一が まだ 
--- 振は ない のです。 空へ！ 空へ。 これからの 日本の す 机は 大いに S 一へ も 伸びても 


ら ひたい ものと おひます。 

ついでに ドイッの をのを 通の 方は どぅ ホと いんと、 •トイ 

だかいい。 化ぃ  ’かだ バ^れ ぃ •し， 八 

ッ には 世 巧に おぶな ドイッチュ フト ''J ンザ航 をを 社 

fK い  •ザ パ こく 

がを つて' ドイツの 闽內 はいふまで もを く、 ョ [ロ ッ、 J を幽 


との 齡 。船の やぅに 船 魁 斬が 設けられて ゐ ます。 昭か化 年 

ぐ わつ せかい  はふ  みなみた いせ" やうれ うだ ふていを かづ <ヴ ろ  ひら 

二月 世が で 一番 はじめての 南 太 巧： がが 斷を期 航を路 を 開い 

くわい 乙々  いよ  生 ふ くわいい じやゥ 

たの もこの' ソン ザを 社で、々 までにもぅ 一一 萬 旧な 上 もべ ル 

あかだ わウム  <  はなじ 

リンと ブェ 


ダ 


わ ひだ ゎゥ ふく  i-  、 

アイ レスの 間を ななした とい ふ 話です. 


ブエノスアィレスは 南アメリカ、 ア少 ゼン チンの 首府で あ 
る ことは よ < 知 つて ゐ るで せぅ。 昭和 十が には ブユ ノス ア 
ィ レスから チリの 首が ナン チヤ ゴ まで 延ばされて 一 萬 五 千 
111. 甘 巧を たつた 四日で 述 絡され る ことにな りました。 ルフ 

一 主 


ト パン ザの磬 十が 一に r だ i" 離は £化 齡囚 干®; でぁり ますが、 これは 豁を II 
モ ーニな 五十 凹まは つたこと にな リ 、これ だけの 距離を 姬號 列を? J 走る とすると 約 百 四 

t /  む ふこ どまへ  れ乂 

T- ザ も かかる とい ふから わ どろく では あ々 ません か。 それから 十年賴 前には】 ヶ 年に 

一た ふ*  た ふ  枉 々く  _ ，た  王い ぐ じ & 

ご， 热よ千 人の わを だつ たのが、 今では その 五倍 位に なつて ゐ ます。 

るれ ではが がは とぃ ふと まるで ゎ g.r らなぃ i がす。 が S ではが 拟 數繁 諮 
が ぁって、 srgs' 辦、 がぞ壓 、が g、 K を どに 叙が 船斟が i かれて 
ゐ るのと、 るの 他の 會社 でもを 少航を 踏が あリ ますが、 まだ^. ドィツの が 許に もょ 

•  r>  ふ  A ふか ふかつ くゥ  ぐ わい こく 生 

リクけ ません 何とかして 民間 航空 も 外國に 負けを い ザぅ にしたい ものです。 

さて 今日 航空機と いふと 大 てい 飛 巧 機を 指しまず/が、 ドィツには 名 説い ツユツ ペリ 

^ か ウサ ふ  はくは じ  つく 

ンの飛 巧 船が あります。 ツユツ ペリンと いふのは ツユツ ペリン 化が 初めて 作つ たから 
です。 ッェッペリン 做が 一九 〇〇’ お聽の ひ 飛が g を g ってから、： 襄も擊 もが 脱し 

3 い^ふ  ホ  わを  ：S か クサ ふ  つく  ちかを 

たりい ろ-^.^ 巧 難に 遭 ひました が、 それに 恐れず 溢々 リつぱ な 飛行 祗を 作る ことに 力 


をっ くしました。 がが が 醜のと き ッユッ ペリン 歌 巧 船が。 ン ドン や パリー をを 發 して 
イ .ネ リス や フランス 圃 民を ふるへ 上らせた のです。 

が&繁 を擊 をが はされ、 ドィッ 藍は が Sr 驚。 にも S しまねば ならを か 
ったのに 、ッユ ッ ペリンが のぅ％ がっ いで 蔡 船の誦 にっと め、 一を 一 もには と 

で き ホが  こくみ ふ な】 ふ ふ 

ぅ-^ ダ タフッ ユツ ペリンが 出來 上つ たのです。 これが 隨 とん ど ドイッ 關 民の 寄附 金 

•レつ  よくれ ふ  は ホせ 

でが がた のです。 ここが 赏に ドイッの えらい ところです。 翌年には エッケ ナー博 ± が 

>  みむ  ち ひ 

がが して •おがの 錢 にも 龄ん でが たの だが、 そのと きには まだ 皆さんは 小さかった か 

わゴ  •し 

ら をえ てゐ ないか も 知れません。 

聽緊 心を が U ったと き、 君が」 きなお 讓がぽ っく リ梦 てし まひ さぅ でした。 

こんなす ばらしい ッユ ッ ペリンの SS が、 か i 證に いたと きの 齡ぎ といっ たら ぁ 
りませんで しちが が S がが  <  と 設 がい リ ます。 軟 って ゐる パの P はわけ はぁり 
ません が、 I が Sg 磬っま が S です。 TITS はこ S 黎 S を がれる 

】 さ-一 


一志 

格納が がぁク ました。 ところが この 格納 邱 がが 白い ことに ドイツから 持つ て來 たもの 
なのです。 

賤だ S で ドィッが^ ると、 驚に g った gl、 I が i、 我 jTI を どみんを i が 
画が 化 上げて しまつた ことは もうこれ までの わ 話で 知つ てゐ るで せう が、 そのと き 口 
本 もみし かけ 前を 貫つ たのです が、 その おに 飛 巧 船の が 轨随が ぁりました。 こんを 大 
きな 雄 物を どう. お ホした もの だら うと 相談の 上、 バタ--,^ に 壊して 脈に 横んで 日本に 
運び、 霞 ヶ沛に 趣て たのが この 格納 距 ですから、 ツ ユツぺ ッン號 はを つかしい もとの 
肖々 のをに 入つ たのです。 

この ユツヶ ナー陆 古の グラフ、 ツ H ツぺ リンは 無事 空の 旅を 終つ て ドイツへ か ヘリ 
ましたが、 昭巧十一一年五巧、 ヒン。テンブルグ號の飛巧術はァメリヵのレ|ク、 —ス 
卜と いふと ころで 燃 破した ことは 巧さん も おつて ゐ るで せう。 飛行船が 始めて 巧來た 
巧から 个 まで 二十で 年の 間に も圃 飛行船の 义 災難が 十六 刚 V ぁり、 三百 八十 回心の" 倘 


ボ が" がれて ゐ るし、 この ヒン •テン ブル グの惨 尊で、 飛 巧 船が どうを つて 巧 <  かいろ 

■  If  宙  王 ふナ  をず''^  くわ ふぜふ だい 

も* へられて 於ました が、 そのが 装の ドイツで はこれ にも ひるまず、 益々 完全を 大 
^ 巧 船を 造る ことにせを 巧つ てゐ ます。 

りっ かう  ミ ど 3  >‘v ヴ 

ドイツの ダク イダ I の 流 巧 もす ばらしい ものです 、ダラ イダ— は發 動機の ない 飛 巧 
觀で 、おおが おで も だん---.- 恥。 なつて 於ました が、 ドイツとは くらべ 物に なり ま 
せん。 炒 SI 衍 & も擊 す。 おにが' ド イッ熬 為の S へ缉 への ぁこがれは ゎ どろく ベ 
きもので、 がおの一^齡たちがだ^にをったら、 ドイツ の碗空は巧にびつ<リするほど 

.J ふ ど 

進 ホす る ことで せう。 

ナチ ス 自動車 隊 

t  ‘ る，"  を  〇 つ  寸ウ 

ナチ スが恥 恥 齡は晚 府ザ带 職の 作った ものでは ありま せんが、 その 隊 質の 规 渾と敎 
嫩 のきび しい ことは が M とはが しもち がは をい のです から‘ 航み 部隊 ザ 化を 部隊と と 
.X, こ、 ドイツ 郎 脱の 載で あると いつても ょいので す。 陸軍の り 動が 隊や戰 が 巧は、 乂 


一 屯 六 

c 》 づ やたい  丈ら  ピ ゴ  じ ごつ じ や 

ていこの ナチ ス白 動ホ隊 から 選ばれる ことにを つて ゐ ます。 ほとんど 円かで 自動を か 
ォ—ト パイを もった S おです が、 髮 がたなぃ isv も im と をって i 紫 擊 
練 巧す る ことが 出來 るので す。 

がが でも 俯 十 飯と ぃ ふが 一が： 繫が ぁって'  お P おそ にぃ ろくの I 
ホを した 上で、 それが 齡れ ばは じめ てが 赋を 能され ます。 齡齡 の 齡齡は 棘 五十 觀誓 

ぁリ ますが、 緊 には 一音 幾 整の-が 襲 繫が IV 持った ものが ゐて 、そのが が 

みは r ドイッ 自亂 ククブ J を 化 紙して ゐまス ぃざ 鹏齡 とぃ ふが がが 斬 恥が どれ ほ 

たいを つ  ヴ もて，"  、つ- 

ど乂 助で あるか、 したがつ てこれ を運轉 する ものが どんなに 必配 であるかは. が 驴非徽 
で 一階 敎 へられた のです。 

がが ドイッに ぁるが 駕 のぅちで、 十 お 齡義が ナチ スが g 驚に g して ゐる とぃ 

ふこと です が、 これ だけで、 おの 自郎 もの！！ 齡 に!! るの だからす ばらしぃ では あリ 
ません か。 
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學 ぶので すから、 さあ 戰爭 とを ると 骼 でもす ぐ 職!！' にがてる やうに をって ゐ ます。 齡 
ぃ軍斷 が あると ぃふ ことは 如驚奶 です が、 辭を聲 II とすれば 齡 I 森に ぃっでも 
軍隊と して 出動 出來る ものが ひかへ てゐ ると いふ ことは 邮脱お 齡^だ 恥な ことです。 

じ どづ* しやたい  でを  -  • 

この ナチ ス円 動苹隊 とは なれる ことの 巧來 ない のは さク きいつた 「ドィツ^ 軌軟ク 
うブ J で、 そのが 部は ミュンヘンに あって、 がでは 知 乱が 巧齡 おも おして ゐ まず。 
脅 ぉは みんな 運 轉免狀 をが ち、 丸て ぃは ナチ ス自 鹏聪齡 齡と邮 じすうに 私齡じ 贈す る 
ゃうに なって ゐ まス铅 お ナチ ス打辦 戦聯と 一し ょに 跳 V 繁鱗 がは、 その 蔡 砂な 
ことは I いば かりで、 ナチ K が どんを にが 製の 叢に が；， 街ぃで ゐ るか、 群 ど亂恥 

が關 巧の 問に ラ ニス やべ ィス ボ と M じ ザう に、 スボ f ツ として ひろ ひられて 

】韦 ホ 


ゐ るかを 知る こし」 が 來 るので ず 0 

十四 靑が のち かひ 
劈 動 蕾仕國 

巧さん は勞働 奉仕と いふ ことを かつて ゐる とお ひます。 いや'  かつて ゐる どころ か 
巧さん も 祭 働を 仕を 巧瞭じ 巧つ てゐ ると 化 ひます。 神社の 境のを きれいに すると か， 
巧が" の 運動 巧を‘ H みたちで つくる とか， 勞 働を 仕の 掛 はいくら もぁります が、 を 年は 
が拟 でも S 磬が 1 S ひろくが がれ、 どこの S でも 飯が を！： がして 俯 ホの！ TS 
化を やつて ゐ ます。 これは 一つは 化の ため 人の ために 敞< とい ふ绿い 精神を 養ん こと 
とを るし、 又勞 働と いふ ことを い ザ がらないで 喜んで ザる とい ふ、 むを 育てて 行く ため 
です。 

殊にを さん も かつて ゐる 通り、 日本では 今た < さんの 兵隊さん が 巧 化して ゐま すか 
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です。 さて ドイツの 勞働 奉仕の わ 話に 移リ ませう。 

ドイツの 觀齡敕 がの 離 度 もつ まリ 、今日 本で 出 化を 族の ために 側いて ゐるャ うを こ 
.ごから 齡 つたので す。 とい ふのは 化が 大戰の 巧、 ドイツは 殆ど 化 あを 敵と して 戰 つた 
のです ホら 邮 中の 働き 噓ク の 人が みんな、 戰 線に 出て しまつて あとには 働き手が あり 

ろす  ひと  こた  こく か  さ 乂げム  みとろ  むがた、 か 

ません。 それでは 留 ずの 人が 西る ばか リで なく、 圆 .冢 としても 淹 業が 衰 へて 永く 戰つ 
てがけな < なります。 がに 大切な をく 濁を 生み出す 蓝 がの 仕事が 止つて しまつて は乂 
k をのであります が、 何しろ 人が 化り ないから どうしても 今までの やうに 手が まは リ 
ません。 そこで その 赃 がの々 がたち が、 大人に 代つ てょ く 伽いた ことは いふまで も あ 


I さ 

とく わい  ら ヴどウ 

5 ません、 がべ^ リンと か ミュンヘンの やうを 都會 のい つも あま 5 勞働 をした ことの 
ない 十四から 十とまで の 少年が、 何で 何 巧と なく 地ん の 農が にの かけて 巧つて、 無 報 
酬 つまん 御禮 もな 金 も 巧は ずに 働いた のです。 

それから 大戰が 終つ て かへ つたみ 隊 たちが、 開垫 して 農業を する ために、 化の 方の 
バ少卜 梅 沿岸 化モを 占領し ょうとし たのです が、 これは 思 ふやう に 行かを かつた ので 
す。 しかし これから 一暦懲 働を 奉仕して 邮 塗を 行 ひ、- 植民し ょうとす る考が ドィッ 國 
中に ひろまつ てし まひました。 大戰で 海外の 領地は 取り上げられて しまつた し、 どこ 
へ も 領地を ひろめる こと も 出 巧ない、 けれども 

「何も 蝴外 ばか リに 日を つける ことは をい。 まだ'--- ドィッ 國內 には 開壑 しを けれ 
ば をら め 荒 化 や 沼 化が たくさん あるの だ。」 

とい ふこと におが ついた のです。 

かう して 一九二 六 年 (昭か 元年} に 勞働奉 化 道 恥と いふの が 巧 ホました。 日本に も 巧 


頃 これに 似た ものが 出 巧ました が、 ここで 勞働 奉仕の 力が 養 はれる のです。 今まで 爾 

を  ひと  らヴ どゥほ 巧， し  こ、 ろ® で  はたら  でを 

も 持つ たことの ない 人が、 い < ら勞働 奉仕の 瓜 持が あつても、 ほんとの 働きが 出來な 

だゥ ち々 ゥ ほう 巳  せい •しふ  はヴこ  、レ かな  をな 

いでせ ぅ。 そこで この 道場で 奉仕の 精神と ともに、 奉仕の 仕方を 學 ぶので あ々 まずが、 
道場での 期間は 大 てい 四 ヶリな 內 です。 

ナチ スが まだ それほど ドィッの 政治の 上に 勢力のを かつた 頃から、 

「働く 力の ある ドィッ 國 民は 勞働 奉仕の 義務が あリ 、これは 兵役と 同様 國 おのぶ 擧 
である 0J 

とい ふこと を 强< 叫んで ゐ ましたが、 ナチ スが 政治の 權 力を にぎる やぅに なつてから 
昭巧五 年 じは コンスタンチン •ヒ ー  H ルん 佐が、 ヒット ラー のがを 受けて 規則を 作々、 
勞働海 化が 藉務 制と なるやぅ になり ました： そこで ヒット ラ I 靑も 晒の 勘を 終つ た靑 

打ん  か U らら ヴビヴ ほク 、し  つとめ 

年は、 必ず 勞働奉 化の 勤を しなければ ならを いやぅ にを つたので す。 

おめ は 巧みは み體の わるい ものを 除いて 皆義 あで、 ホ 羊の 方は 大學 に入學 する 希 装 


の あの 外， り 山で ぁつたの が、 昭和 十一 二 年からは 一般の 女子 も 男子と 你‘じ やうに 齡 がと 
なりました。 だから 今の ドィッ 國 巧は が隊ホ がの 始まる すぐ 前には、 男い ホ も 金 持 も 
なしい 乂 もみ々 の ホ i い 低い、 敎 をが ぁるかな いかと いふ ことを かまは ず、!！ でも j しが 
に 一巧 止の 勞 伽に 從 ホして 祖圃の 止に 親し わ r 銀のを 去」 として 寒 せられる のです。 

巧々 の勞伽 奉仕 刚 が、 みみと か 職業に 顿清 一ん く' みん をた のし さう に 働いて ゐ るを 
は貨に 菜し いものです。 近 輿 ドィッ にげつた 乂が 或る わな 姓が をに 行つ たら、 脉小お 
の 中で まつく ろじ 厕に たかられながら. 上品な みの子が 豚の わ 化 話を して ゐ ました。 

「お 雄さん、 そんを ことい や だと あ ひません か。」 

と肆 ねたら、 その 少 ホは 飛んでも ない とい ふでう を 顔つきを して、 

「とても 樂 しいので す、 一生の 中に こんを 樂 しい ことが 二度 とないと 思 ひます OJ 
と 答へ ながら もせつ せと 伽いて ゐ たので、 尋ねた 方が きまりが 惡く をつ たとい ふこと 
です。 どうです、 宵さん も 脉のわ 世話が 出 巧ます か、 巧さん の學 校に も 膝の 飼つ てゐ 


ると ころが あるか も 知れません ■瞬は ゐ をくても 鷄や 兎を 飼つ て ゐる學 校が たくさん 
あります が、 ドィッ のがが がに 肿 がる ことが、 おおのが 仇に も ぉ 來なぃ 答は ありませ 
ん〇 

ところで 於亂な ことは 前 じ齡 くに も、 い ザ'''--^ 働く のでる く、 この ドィッの み々 の 
やぅに たのしく とい ふこと がが がです ■何も 田を へ 巧つ て おを 航 ふこと だけでは 
あり-ません。 わぅ ちの わ 手 傅 だつ て 喜んでし な < て はなり-ません。 

さて S 磬 S の裝 は、 ins ブ .マ 君では'  繫な ぃが範 ばか リが贈 ばれる の 

で、 その まな 化 事を ならべて 見まず とこん な ことがあ ります。 

( I 〕 遊の Sr がた 地 ザ！ f— た田ゃ I をに する こと ザ、！！ の繁 、競を 對っ たり 
和を よくしたり 化を 掘つ たりす る。 

(二) i 柄 r 避ゃ 、難な どに 搬 がを 恥を たり、 驚 呼 践 觀 恥な どで 齡 

こふ リ乂ち  ，し*,  くリふ 

された 森が 地の 他が。 

I 八 一二 


のウみ ふい こよく じげ ム 


I 八 巧 


の ゥみふ  わた 〇  かいこんで 


(黃攫 殺藝鍛 — 麵を 辦いぃ iii を どに 觀 すが 躬。 

(5 繁 sir を？ 霉を I てる 露。 

(五) 道路 邮 が。 


^ ほ、 かじ ど^々 じ^だ づろ  ホ ふかつ  てつだ  6 かづち やゥ つ〜  じ ごも 

この 夕り 動 ホ 道路を 隆設 する わ 手 傑 ひ、 飛行場を 造つ たり その 仕事は とても ひろいの 


产 ，一、 〇  、  -  -  L  J  みれ で  たたち  はたけ  あを く  じ ゆ 6  く  じげ 

てす づ ぅして 今までの 荒 地 や 沼地が いつのまにか 畑に かは り、 靑 々と 樹木が 茂る や 


ねたち 


あを  <  じゅ" 


を 


おどろ 


ぅにな ってが たのは 燃^ ほどで、 黯一 がの S が どんを にがき な もので ぁるかを 

わたく， し  を •し 

をたち に敎 へて ゐ るので す。 

につ ザ ふ  らづ "つ  户 ’"f 

口 本では まだ 懲働 はい ザし いものの やうに 考 "へて ゐる ものがないで はありません。 
そんな ことを 考 へる ことが はづ かしい ことです。 ドィツの 箭 がた をは 勞 働は がきを 誇 
です。 それ も自 々のために 働いて ゐ るので はるく、 世の がの ために. ドィツの こか 51 事 

げふ  ほうこ  かふが へ  づ  こぶみ 

業に 奉 化して ゐ ると いふ 考 をし つか リと植 をつ けられる のです。 それ かとい つて 自が 

う.；5_;_.-.^^  ぶ巧：  '‘  ら っどう じづこ  3? しち かも 

のか 專も大 y であります ぇら いつまでも 勞働 奉仕を‘ ザ. つて ゐる のでは をく、 奉を 嘶禪 


は六ヶ が、 その ¥ 輪は 十八 齡 から 二十 齡 までです が、 おそ < とも 二十 五歲 までには 


W ■•パく  じふ* いく  で  5  •し卜 .く  でき 

いとお 巧へ 乂學 する こと も出來 ないし、 職に つ < こ とも 出 ホを いのです 


その 妒邮 S お S 巧 和 & 巧で、 とてもき びし ぃが 離に 従が をければ なりません。 みん 
を そろった SS、 その iS とぃ ふのは .S 堅 粒で、 擊は 部」 の ドィッ 露が かゎった 
のと 峭じ槪 で.®' は S" と 教§が& みがされ てゐ る。 です が、 そ。 & で S を かっ 
いで 巧 盤 もします。 

この li 替は S かな ゎ篡賓 ちた けで •ぅちから 5 って 學 たり、 ょけぃを ゎ 
がを ホつ ことは かたぐ とめられて ゐ ます。 その 银 日の 時 問を を 見る と、 圣ぐ 少しの ひ 
まもなく はりきつ た ホ 巧を して ゐる ことが わかります。 

六、 00  起 巧 (おは 五げ) 

六、 〇 お— 六、 一 五  述動 

~ 八ち 


六、 1101 と、 一 五 
と、 二 0 

よ、- 一！ 0 

と、 阿で— 1 〇、0〇 
1 0、〇0—1 〇、 一二 0 
1 0、ご10— 一四、 〇〇 

一巧、 O0I 一巧、 一で 


サ ふめ ふ 、しふ だいせい y  てっ 乙ょ > 

洗 血、 寢 遊聽现 、朝な 

こ< なけい々 っ 

闽 施巧捣 

こ ごとば  •し A つで つ 

比 ホ 場へ 川 お 

こ ゥピづ だつ，」 

勞働 奉仕 

てづ こょく 

朝な 

じ ヴどヴ はク已 

^ 働敢仕  ‘ 

仕事 蜡 から 引褐げ 


八ぶ 


，しふぶ ふ 4 つじ ふ 

斬 刚閱强 


一四、  一二 011 五、 〇〇 薄を 

一 五、  00—一 五、 一 〇 

一 五、 一二 011 と、 00 蛾 破、 跑防 
一と、 10—一 八、 〇〇  Kh 蠻も 

一八、 0011 八、 四-五 呼 


一九、 〇〇  命々 傅 違 

一九、 一 五— 一九、 四 五 夕を 

一九、 四 五— 二 〇、 一 五 描 除、 修纔 、洗濯 

110、 一 五— 二 一、 四 五 吗 歌、 が說 、餘興 

ニニ、 〇〇  消燈’ 就寢 

t つた* を.* >  いを が  みな 

ょ/ 、ごらんを さい、 を^が つく 間 もない ほどに しい ことが わかる でせ う。 をさん に 
な こんな 眞 似が 出 ホます か。 

この 趴邮 おのが に、 一四^ ミ 十が などと 邮てゐ るのは、 一日を 午前 午後に わけない 
で那 して 觀 へたが 辦で す。 ですから 十四 時 一一 一十 おは 午後 一一 時 ミ 十を のこと です。 

のが 繫邮お はゃは り 1 1 + 凹 M を 3 して S へる. ザう に S てゐ ます。 「ゎじ 
ぁ」 齡繫 が繫バ がくのは、 て ill もとぃ ふと ぃかにも ゎ そぃ ザう を磬 する 
が 化が 式に いへ ば 午後 六け 二十々 とい ふこと にを るので ず。 
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さつき も T 裘 I した. ザぅ じ、 が. が 為 Qii 磬も では l&i で、 十四 i から 二 
十一 赢 まで G おが Q&sli が 繫てゐ ます。 しかし 緊で をかつた 誓 も 露 おが 

みは  こ史  ぐ && 

夕 すぎて 困つ た 化な のです。 

ら W どヴ ふ  巧う* し  乙 ごと 、し ゆろ &  わ  だい  ぐ ふ  かじ  t 

その 懲働 群は 奉 化する 仕事の 鞠 類に ょつて S つに み けられます。 第一 群は 家事 や 化 

の ¥ の裝 をゎ靈 ひする のが 觀 Q が i で— から、 I; が讓 がが てぃ霸 の 破く 
じを つて、 が 事、 繫-籍 、讓 、露の J 巧‘ それから 避した ク變 したりす 

?づ ご  を、 し  はじ  ぶた  ホれ  るん とこ  £  i ミ 

る やぅを か 誰の ことを 敎 へられます。 さつき 話した 膝の 世話を して ゐた 女の子は を か 
この 巧 一 おの 少女だつた のでせ ぅ。 

齡 llg とぃ ふのは、 繫 ’尹つと靈 に 絶 夢させる 装たち で、 破く の繫で 観が せ 
ます。 第一 一一 群は 開壑册 でが 瞄ゃ齡 たどに ゎお齡 がする のがつ とめです 。ゎが！！ は骄が 
もょりも つ 支ぃ。 かぅ してが， 藍 I 新 おして ゐる ぅちに、 献お <1 がの がが を£ へられ 

こや ウ らい  か 由と 

るし、 將巧 ドィッの クつぱ なわ 巧さん とを る おが きづかれる のです。 


じ ： "ふ  かふが  で  9 

こんを ことは ちかの こと だけ 考 へて ゐる ザう を ことでは とても 化來る ものでは あり 
ません。 りおを すてて^の ために、 世の ため 人の ためにと いふ 考が 、ホに をらねば な 
ら をい。 ほんとうに ドイッの 少女たち はえら いではありません か。 

ヒツ トラ ー •ユ ー ゲント 

これまでの わ 誠が おに 較 V 斬鮮网 のこと が 出ました が、 ドイッの 靑年圃 は ヒット ラ 
1 ュー ゲントと が ばれて ゐ ます。 みが (昭和 十一 一一 竿) の 八 巧に 日本へ その 代表者が 巧 

はな. 〇  らっ だっ ほっ じ だ ふ  が  <  かヴ  けゥ いく 

ました。 この ヒット ブー  •ユー ゲントと， さつき 話した 勞働 奉仕 國と學 校の 敎 をとの 
一二つ は、 は をれ る ことの 山來 ない ものを のです。 この 一二つ の敎 をで リつぱ を ドイッ 靑 
がを がリ あげる ので、 これが 义 軍隊に つを が クてゐ ます。 では これから この ヒット タ 
1 ユー ゲントに ついて お話して 上げ ませう。 新しい ドイッを 知る ためには、 どうし 
て もヒッ トクー  •ユー ゲントを かつて ゐ なければ ならを いのです。 

化 ホ大戰 でた たきつけられた 祖 國を大 ドイッに 築き上げる ことは、 ナチ スの 嚴も大 

I 八 九 


きな 口 做であります が、 この 大口 的を 巧す るた めには、 ドイツん^ 魂が きたへ を ほさ 
なければ なりません。 それは 白々 一人の ことを ちれて、 國裝 のためには 倘斬も おそれ 
ない、 祖圃 のた めじは 火の 中 水の 中に でも 菩んで 飛び こわと いふ、 かう いふ！！ 咖 をが 
る ことが がょ リ乂 けだと いふ ことを 考 へた ナチ ス は. が ザに 非常 じがを がれて ゐるこ 
とは あたり まへ であります。 

この ドイツ 魂を きたへ 上げる のには、 ただ 小带 校で 載 斬した おでは がりない、 ヒツ 
トラー が、  . 

こくみ ふげ ヴ いく  む ふさい  はじ.  む ふさい 

「ナチ スの 國巧敎 をは、 何歲 から 始めて 何歲 まで やれば、 それでょ いとい ふので は 
ない。 つまり， 化れ てからが めまで が おを である 〇」 

と、 いって ゐる やうに 一 化の お 巧で あるけれ ども、 一を 大切な 瞬は お 料、 箭 載の!^ 驴 
であ ク ます。 み 年、 靑年 はもう すぐ ホの ドイツを 巧を って ホつ 人です から、 萬 I この 
みが、 靑 年に ドイツ 魂がなかった としたら 、ドイツは 將來 影へ てが くことは がに が 


せい si ふ  化い  く ふれ ふ  でかい  れ を、 し  - 三*  み. ぶ.^ う 

えて ゐ ます。 だから ドイッの 靑 年に 對 する きびしい 訓練は、’ せ ホの 歴 あの 上に ホ 曾を 

くも. £ ふ  ぐら & 

のはげ しい 訓練 だとい はれて ゐる 位で を々 ます。 

- >  .  t  T  に 9 ブ 。巳み ウら ■，で  お 

齡 がが のん 切な ことは ドイッに 龄 つたこと ではぁりません。 円本の 將 ホを 巧 負つて 
が-つの もがの 繫學 ぁります。 こ qS 冀 sH が； ゃ iS にょつて、 がの が おは どぅ 
をる かを 新" へる ことが 出 ホる のです。 どうぞを さんしつ か リザつ て 下さい。 

ホ-い 1 ふ <  ふん ふ  かく こく  せいせう U ふだ 乂  に 

さてヒ ッ トラー • ユ1ゲ ン トはこの靑が訓練の 一 つで、 を國の靑少年國と化たとこ 
ろ もぁリ ますが、 をの 化繊 や "齡 神は 圣< ナチ スの 特別の ものです。 この ヒット クー • 

ュ f ゲン ド こそ ドイッ 邮がのが£ で、 この 如に 黯が ドイッの Sr るので す。 

すじ  ヴ i  a ふわ  < に サウ わぐ わ もれ ふ 

ヒット クー •ュー ゲントが 始めて 生れた のは •一九二 六 年 我が 國の 昭和 元年で、 こ 
の範は ドイッに とつて 齡 にが^ 解で ぁりました。 とい ふのは かを ホ 義が敎 がの k- にも 

むか  う 王  .し だう  ひと 

のびて ゐ たからです， さう いふ 中から 生れた ヒット クー •ユー ゲントを 指を する 人々 

は 齡鑛ゃ li 警祕 おれから 醫 たちで‘ こ 足たち はこの 聲心 にも' 貧 

‘  一九 I 


I 当 

の 上 じ も、 いひ かれない ほどの 苦しみを をめ た 人たち でした。 それ だから こそ 一層 ド 
イッが 立ち. h, るた めには、 み體も 精神 もと もに 强 健を ドイッ 靑 少年を つくらを ければ 

か乂が 

をらない と考 へたので せう。 

しかし これより 前に も ドイッの 靑年 運動が あリ ました。 それは 一九 0 1 年に 生れた 
ブン ダー  •フ ォー ゲルと いふので すが、 その 意 ホは 「波り 鳥」 とい ふこと です。 がな 

わ 4、 し 巧  な  わた  どり 

こんな 而白 いぶが ついた かとい ふと、 波リ 烏の、 ザう にあを こち ま はりある いて、 その 

わか だか じだ  せいこ ふ  ね  ゥふ I- ク  ザ ふこく 

間に 身體や 精神を 疎る 運動で あつてから です。 これが だん'— と 全國に ひろまつ て、 
いろ^^な 靑年 、少年、 少女の 刚體が 生れる ザう にを 5 ました。 ヒット ラー が ドイッ 
めが 禪 をと ると. な々 の考 へて ゐる やうを りつぱを ドイツ 國家 をつ くるのに は、 十 年 

む乂  むが  も-しつを  れも  U ふみを  せお  た 

11 十 年と いふ あい 年月が かかる'  さう すると 十 年、 二十 年 化に ドイッを 背を つて ホつ 
がの が S たちを. よ  <1? てること が $ よりが 孤る こと だと がツ、 igr ッ露 とし 
V のびて わく 巧 水 やお 木を かリ はじめた のです。 そして 一九 一一 三 一年には ドイッ 垄閨の 


すべての 靑 少年 國を ヒット ラー •ユ 
I ゲントに 統一して‘ 

「わ 前たち こそ りつぱを ドィッを つ 
巧  くるた きを 巧 あを もつ てゐ るの だ。」 
を とい ふ もを 靑 少年の 頭に 植る つけ ま 
ド した。 

ィ  今では 閣員が 六な 巧乂も ぁる ザぅ 
ッ になり ましたが、 普通に ヒット ラー 

ゎか 

ユ I ゲントと いはれ てゐる 中には 四 
つの 禪 類が ふくまれて ゐ まず。 

ドィ ツルノ 年闽 (卡 歲— 十四 歲の少 

む ふ 

£ 


】 九 一二 


】 化 四 

ドィッ 少ホ陋 (十 歲— 十四 歲 のみ々) 

ヒット ラー 靑年画 (十五 歲— 十八 歲の 男子) 

ド f ッ ホモ 靑年國 (十五 歲 —一 一十一 歲： > 

この 四つに々 かれて ゐ るのを みん を 一し ょに して、 ヒット ラー •ユー ゲントと 呼んで 
ゐ るので す。 

ん圃 をす るのは めい-^ の自 をで 義 あではありません が、 この 四つの どれ かの 團員 
でを いと、 ドィッ 靑 少年のを 格が をい とい はれる 位です から、 誰でも 爭 つて 入. 圈 しま 
す。 每年 一が を 體檢査 を 受けて、 そのを 體 に適當 した 部齡に 編入され ます。 たと へば 
|;^がの人だつたら旨乂部に乂るのです。 入團は十歲にをつた年の四月二十日に巧はれ 

ひ  わ ふじ やゥび 

る ことにを つて ゐま すが、 この 日は ヒット ラ I の 誕生日を のです。 

日本では 大 てい 學 杖の 先生が、 靑年國 や 少年 團の 指揮を したり、 わ 世話を したりし 
ますし、 學 校が 靑 少年 函の染 つた リ 訓練を 受けたり する 場所に をつ てゐ ますが、 ヒッ 


トラー •ユー ゲントは 圣<學 校とは 別にを つて ゐ て， その 指 巧を も學 校の 先生とは 別 
の 人です。 しかし 家庭と 學 校と ヒット ラ I •ユー ゲントとは、 互につな がり 八 口つ てゐ 
るので すから’ この 一一 一つは 靑 少年を 敎育 する 大切を 場所に をつ てゐ ます。 そこで 昭か 
化 年と 月からは、 一遇 間を この 一二つ の敎育 場所に みけて つかん ことにしました。 五日 
間を 學 校に、 ± 曜日は ヒット ラー •ユ— ゲントに、 日幡 日には 家 旌で敎 育され る やぅ 
にを つて ゐる のです。 

「健全を る 精神は 健を をる を 撒に 宿る」 とい ふが 言が ぁ ク ますが、 このが 體と 精神の 

リ中づ はう  ひも 

兩ホ がそろ つて ゐを くでは'  ほんと に りつぱを 人とは いはれ をい。 そこで ヒット ラー 
ユー ゲントは 闽 員の 健 圣 をみ 體 をつ < ると いふ ことに 非常に 力を 注いで ゐ ます。 その 
ために 六 百 夕の闡 員を もつ てゐる 部隊には 一人の 醫 をが ゐて 、病氣 や 負傷のと きには 
すぐに キ なをす る、 いや それょ ク もお氣 にかから をい やぅに 充か氣 をつ ける のです。 
そこで 闽 員は 入闽の ときと 十五 歲 になつ たと きに、 くわし < み備 の檢杳 をし. これに 

i 化 五 


一九 六 

よつ てめ い''- \ が 、そのつ とめに た へられる かどう かを たしかめる のです。 その他 每 
年の 口には、 巧々 闽員 のみ 腿の 様子を しらべ、 からだの 弱い ものは 一層て いねい じ彰 
察して &热を 加へ、 或はを 養 所へ をら れ ます。 

をと こを ふ れつ •しふ 

ヒット ク t •ユ [ゲントは 巧 も々 も、 みな 熱、 むに スポ ーッを やつて ゐ ます。 しかし 
それは 別に 選手を 作る のがが 的ではありません， 日本の 載 校の 中には 選手 だけは 非常 
にす ぐれて ゐる けれども、 選手を 除いた あとの ものは、 非常にみ つて ゐる やうを とい 

ひと リ  ふた 口  そん  >  し ゆ 

ふやうな ものがないで はありません が、 一人 二人の 選手よりも みんなが その スポ ーッ 
によつ てりつ ばな み體や 精神を 作リ 上げる ザう にしたい ものです。 ヒット ラ I •ユー 
ゲン ドの スポ ーッ はを く闽員 みんなの み體 をき たへ、 そして 健查な 精神を 養は うとす 
るので す。 

又を 脚には 二で 鈴の 國 員の‘ 巧の 所が あつて、 どこへ けつても 泊る ことが 出來 ます。 
著 中 休暇を どには 二月 も 一二 月 もぶ をは なれて 旅行 もします。 化 頃日 本で も靑 年の が ホ 


9 こ*:  さか  さ  .しゅくはくじょ は でを 

旅が が 盛んにを つて かたのは うれしい ことです が、 こんな 宿泊'  所が モ 々に 山來 たらい 

か？ し J  くけ-いんく  る  サヴ〇 ふ  ，レろ  I  ^$1 、 ） なう： 

いでせ うね。 褐 をの 制服を 着た ドィッの み 年たち は、 白く ふちを とつて 黑 のみの 章を 
つけた 磬の バンドを tbs にまぃ て、 がが の敝を r だて、 装の 斬と 一し ょに 孰 
まし ぃ 脈を 搔 しを がら’  £ かもへ E から £ へと 蠢をつ づけて が〜 その為た 
ちの 新には はちきれる やうな お 勤が みち‘ 新烈 なあ國 、むが あら はれて ゐ ます。 世界の 

f ふさ  ょふ  む じゃき  こ ドる  、  I 

どこに こんを ザ氣 をみ 年たち が ありませ う。 無 邪氣な 四つ 五つの み 化まで が  ''ィ ル 
ヒット ラ I を 恥び、 ナチ スの 歌を 歌 ひを がら あそんで ゐるホ 様は、 ょその 闽では 化ら 
れ ない 風を です。. 

かう して 齡^と 躬^と をき た へられて こそ、 批來 どんを 困 雛に ぶつか つても、 これ 

を こく  セ  巳が く  で 3  につ ふこ どる 

を うちやぶり、 祖國 をに なつて 立つ 資格が 出 巧る のです。 日本の みかたち も ドィッの 

む.。 

子が たちに まけない ザう にしつ か リザつて もら ひたいと 思 ひます。 


九 A 


十五 


ツの あち こら 


ドイツの 大を去 

今まで ドイッが どうして 今の やうを 阀に をつ たか、 ナチ スド f ッの槪 がを わ!^ し 
巧ました が、 これから みし ドイッの 地理を わ 話 新し ませう。 

ドイッがどこにあるか、 そんなことは化圖を一目見ればわかることですが、 ョ—口 
ッバの ほぼ 中央に あると 化へ ばいいで せう。 がの が だけは バルト 齡 とが 齡に齡 して々 
ますが、 あとは を 部 陸つ づき、 西は フランス、 ベル ゲー 、ォランダに 齡し 鶴户は スイ 
ス 、イ タリ — 、^ン ガリ— がつ づき、 東の ホには ポ— ランド や チエコ •スロバキアが’ 

あります。 まだ この 他の' 小さい 國 々も 船へ ると ドイッの 亂即 には 十が おの 郎 W がが ク 
まいて ゐ ます。 こんを にを くの 闽 々と 境して ゐる國 は 世 取の どこに もあリ ません。 

につ^^  むがの け ふ  け ふさ かひ  L  に ミ ふづ与 

日本の 長 野縣は 八つの 縣と 巧して ゐる ことを おつて ゐる でせ うが、 これは 日本の 中 


て 


ですから 何でもありません が'  ドイツは 闻圏 
を 外國で 化り まかれて ゐ るので すから、 少し 
も 油 斷が出 ホを いわけです。 殊に 西の モ フタ 
ンス とは 昔から 厄 かを 問題が 絶え間のを いこ 
とは これまでの わ 話で ょく わかつ たでせ う。 
では 一つ 皆さんに 尋ねて お ませう。 

「日本と ドイツと くらべたら、 どつ ちが 大 
きいで 化う か。」 

この 質閒 には ドイツの 方が 大きい とを へる 人 

がを いのです。 ところが かへ つて 日本の ホが 
わ 1 

ドイツょ-^ 大きい のでず。 

ドイツの '面 巧は 四十 お 萬 六 モモ 析 位で、 朝 

】 九九 
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鮮を 除いた 日本の 廣さ 化で あリ ましたが、 疏 がォー スト リアを が 俯しました から 八齡 
四で方巧位が加はリました。 それでもだおの六卜よ厳五千ががょリはがし如さ い ので 
す。 しかし 3— 。 ツバでは 海外の 領地を 別と して くらべる と、。 シヤ のがに がきを 郎 
です。 その ドイツょりも が， 本のが がが きいの だから、 おが も そんを にがさ い邮 でを い 
ことが わかる でせ う。 けれども ドイツの 恥が の麟い のに くらべて、 がが がが 町で ある 
ことを 考 へなければ なりません) ドイツに も 恥は あク ますが、 がが の やうに W ががく 
はありません。 

ベ ル リン 

ドイツを 地勢から々 けて がると 一一 一つ じを リ ます。 一つは お ドイツの おで 一つは が 
ド ゃ壬，  I  ち 任。 

がと 巧を がの 山地、 もう 一つは 南 ドイツの アルプス 地 かです。 

化 ドイツは ョ f。 ツバ 平 好の 中央を がめ て、 ドイツ 封聯の 二" がの 一が おも あるので 

すから すばらしい ものです。 日本で 一を 廣 いのは 齡齡お だが、 ドイツの お旷 こくら 


ベる とその 何十み の 一位に しか 當ら ない 

でせ う。 エ少 ベ、 ォ—  •テル、 ゥエー 'ゼル 

扶 とい ふやうな 大きを 抑が この 平戲を ゆる 
{と 流れて 化 海 や バルト に 注いで ゐ 
ます。 しかし この 廣い平 巧は 荒 地 や， 沼 
槛 がを かつた のです が、 勸勉を ドイツ人 
がだん^^ 開垫 し、 ナチ ス ドイツに をつ 
てからは 紫 働 奉仕 闽の 力で、 だん {黃 
しい 島に かは つて 來 ました。 

そのち r にはちに ライを や 燕を を 作つて 
ゐ ますが、 ライを で こしら へた 黑^ン が 

われ-—-  こ々  じふ  じ々 r，Jt  く 

我々 の お 米の ザう に、 ドイツ人の 常を 
二〇 】 


二 0 二 

です。 文- 棋鈴遵 は どこに でも 栽 おされて ゐ ますが、 これは ろの ままた. へる 外に、 わ 酒 
にも 进ら れてゐ ます。 巧 鈴 豐の夕 いことは ョー 。ッパ 第一です。 が萊 もたく さん 作つ 
てゐ ます。 これから 砂牠を 製造す るので す。 日本では ちに 甘 燕から が 糖を 製造し ます 
が、 近頃は 化 海 おあたり でが 萊を 栽培す る やうに をつ て 巧ました。 しかし ドィッの 足 
許に も よれを いことは いふまで もを いでせ う。 ベ^ブ ンの 西の方に ある マ^デ プ瓜グ 
が この 砂糖 製造の 中必 化です。 

平野と 山地との 巧 目 あたりには 石 あの 化る ところが をい のです が、 巧の 方の^  — 弁 
と 也が シレ シアと が-主を 地で 殊に 心，— ル お 旧は 產 額が 多い 上に 交通 も 便利です から、 
非常にが 切を 地方です。 ですから 自然に 工業が 發 達しで、 武器を 製逍 する 如 a 社と して 
名 新い ク^ップ エ場の ある H ッ センを 始め、 をく の 工業 都巿 がを らんで ゐる有 稼は 一 

つとにつ ザ ふ  をた  こづ  忆  れ  は々 L 

寸 日本の 化 九州に 似て ゐ ます。 ここら あたり 目に うつる ものは ただ 林の やうに をら び 
立つ 工場の 煙ち、* しない 雄 物の 海、 そしてが をの 空であります。 そこから 新 ドィッ 


ちじ 


の 勇ましい ひびきが 聞え て 巧る のです。 

エッセンは 人口が 五十 萬の 大都會 です 
が、 その 一二が の 一は クルップ エ場がん T 
なのです。 日本に も それと よく 似た 都會 
の あるのを 知つ てゐ ます か。 

平野の 中央 スプ レ—'!; に またがっ てべ 
ル リンが あリ ます。 ここは いふまで もを 

•し 匹 ふ 

くもとの プ 。シャ の 首府で あつたし、 ド 
ィッ-が 幽の 首府で あリ 、今 も ナチ ス •トィ 
ッ のせ 巧であります 。人口 も 四 巧 巧なん 

せいち  がくじ 化つ かっつ ク  々ぅこ ゥげム ちゥ じべ 

あって 政治、 學 術、 あ 通* 巧 工業の 中、 む 
です。 フランスの バリ f の やぅを 華やか 
二 01 二 


二 0 四 

t 巧  5  6 で  £ ち  .A 

なと ころはありません が、 街は まことにち. マん として 氣掉 がよく、 ベ^リンの 街を が 
ただけ で、 ドイツ人の お 持が わかる やぅを' 氣 がします。 

ちウ •しふ  じつ  ちづ， しふ 

ベルリンは ドイツの 中、 むで ある ばかりで をく、 货に コーロ ツバの 中、 むで ある ことは 
一日 地 岡を 見れば 成秘 とぅな づ かれる でせ ぅ。 この 化 辑がョ ー 。 ツ パの 中央で あり 
が繫の 巧が でぁ リ、： ベ ’齡 とォ f  •テル 舶 のが i に 管て ゐる ことが、. 慕" お疏& 

でく か  >  つ- イ  いづ 3  てん  に •し  はづ  ひ々、 し 

化を 池の 交父顯 にを つて ゐ ます。 西の方の イダ リス、 フク ンス 、スペインを どと 東の 
ロシヤ 、ポ f タン ドな どと を 結びつけ、 或は 南部の ョーロ ツバと 化ヨ I。 ツバと をつ 
をぐ 乂扣を 結び目に をつ てゐ ます。 

それば かりで をく ベルリンは スプ レ— 抑と 運河に よつ て、 水運に も惠 まれて 力ま 
す。 陸の が 通は いふまで もを く > 大陸の 眞 中に あリを がら、 水運の 便に も 富んで ゐる 

こうち  なつた つ  ろり じ々 ウ おじ  げ ふい ふ 

とい ふことは、 ベ 八 ジンを 今日の •ザぅ に發連 させた 地理 上の 大きな 熙 因で、 これ こそ 
ベ 八 リンの ホが です。 


卜 り」  .しむ*  す ふぶ つ  いくにち  わ _ 

，がしろ ベルリン はが ドイツの 齡 ですから‘ もし 寓 を‘ 見物す るなら 幾日 ぁつても 足 

ば ふ  • 

りを いほ どた% ん のがが 歡 きつける でせ う。 ベ^リンで 一需 にぎやかを ところは リン テ 

/  じ  ご*  だいく わ てん 

ン僻 •.マライ；. ヒ 僻で、 ライ. 7 于ヒ がには ベルリン 带 一とぃ はれる 杳貨店 ゥ：卜 

お "*1  たで*® の  っ 

イムを はじめ、 おきを 遮 物が をらん でゐ ます 

この ゥ：卜  'ー イム 百换 腐の がを きくと、 bs がぃつ も 斑れ な靈 犬ツト のこと を 思 
ひ Is しま ス K がと ぃふのは 黃 のがの がり ともをっ て數證 をす る 害、 ドィツ 

t ふ  つサ  L 

ではよ < がられ ますが、 これには シュバー ド ~ 犬を 使 ひます。 シュバー ドを 知つ てゐま 
すか、 がでは が もに もた < さんぁります。 が 在が 用 ガは大 ていこの シュ^  — 卜で 4 

繁の 震に がて ゐる穀 品が」 為， m」 もゃは り シエ-パ— ドを のです。 

•  2  yi  た  み、  9  こウ 

もとく シュ パ— ドは ドイツの 奢、 ん きな からだ、 ぴん妄 つたす、 利 巧 さうな 
中が るから に 齡^骄 まし さう で 則ん や 辭齡ザ それから も驴 犬を どに 化 はれて ゐま 
ず 〇シト もこの •村 顯 犬でした。 

二 〇 五 


二 o 六 

あはれ なシト 

ドィッの 都べ^ リンの 朝は、 何もかも 忙し さう に 動いて ゐ ます。 電車は 學航 へ^る 
學 生や 會祉 工場に 出かける 人たち でぎ つし リ つま リ 、重さう に 溜息ぶ つきを がら 走 
つて ゐ ます。 

このを 巧のは げしい 中を 一頭の たくましい シユパ f ド 犬が まつて 巧き ます。 その あ 
とには が 何に ち 粗 ホを 手 押 車が あつ' て、 革に 乘 つて ゐ るのは 一人の 育 人です。 旨 人 
は 左の 手に 一本の 綱を にぎつ てゐ ますが、 この 綱が 前に 走つ て 巧く 犬のから だに つを 
がれて ゐ るので す。 

犬は をを 決して 他 ものに 衝突させる やうを ことなしに、 上手に 旨 人の 窠內 をして ゐ 
るので、 をの 上の 薛 人は 查く 少しの、 む 配 もを く、 賢い 犬に 化せき つて ゐる 様子です。 

十字路に 巧る と 赤や靑 の信规 があります。 田舍 では 見られません が、 みし 大きを 都 
會 をら 日本で もき つと この ilp 號 があります。 赤は 止れ、 靑は 進めの 信號っ です。 犬が 十 


、  とじ  わを  、しふ 

が趴 にがた ときには 齡緊 おでした。 すると 犬は ぴたりと 止り ました。 夕 がて 靑の信 
齡が矿 ると 姑は 數を 鱗ぎ ってが きまず。 がと ぃふ 賢ぃ ザで せう コ人 間で さへ この 信號 

こ  が  いわ  めくら 

に新づ かを かつたり、 が つても あらないで 徑 我を する もの も あるのに、 この 犬は 旨の 
I 熬 をが しも kS へずに 藉 して ゐ るので す。 

と ±  で 

十? 子が-をい < つも 亂 ぎる と、 いょ {にぎやかを 通リへ 出ました。 その にぎやかを 

>  ミ  だ  とづを々 ゥ 

郎リ には、 まは りの 齡蜘 からず つと 高く めけ 出した ゥ ユルト ィムと いふ、 東京で い 

) xru  •ね  くわて ふ  口ぐ で  t こ 

へ ザ 3 職の ザう なんき を 百が 巧が あり' ます。 がは この 巧货 店の ス日 のがで とまり まし 
た。 すると一一一^だおが祇にがさぃ僻を卸ぃて、 そのままがのがにしょんぼリ座ってゐ 

,h  ^  V  fc  みせで  い  ひと''^ 

ました。 その そばに ザが きつと 社を 立てて、 店に 助 入りす る 人々 をを がめ てゐ まず。 
わかつ た、 ここで、 觀既な パが から おがを おげ て 賞は うとす るので す。 

^ 心は ボ八ダ ー といつ てもとは 単 人でした。 世界 大戰 のとき フタ ンス のべ 八 タンで 
鹏 術の 常を がけて れて しまった® で、 諮から® 犬と して シト とぃ ふ 

二 宝 


二 o 八 

ザを いただいた のでした。 もし ヒッ 
トラー も 薄 ダスで やられた 目が その 

み 

まま おえな くを つて ゐ たら、 どうで 
せう。 

ポル ダー と シトは 基 長屋の 一日中 
ちつと もがの ささをい 薄暗い 部屋に 
化んで ゐ ました。 部屋には 何一つ 道 
具ら しい もの もる く、 ただ 何年 使つ 
たか かれない やうを 古寢臺 と、 そこ 
らに ホけ た わ 皿が 一一つ 一二つ ころがつ 
てゐる ばか リ 。夜は この 寢 募で 人と 
犬と が 化き 合つ て 眠り、 夜が ぁける 


•  •わて L  ま、  たちち 5 

と ボルダー は •が狀 私 li 齡 つて シトに 教化され、 ゥュ ルト； ム 百貨 J の. 前に 一。 中 
心の 乱が を 待つて ゐ るので す。  ► 

りつぱを がな りを した 齡が ザ、 きれいを is 物を 3 着た "婦心 たちが、 織る やうに 化た リ 
がつたり します けれども’ がて いは 辩れを P んか 印に もつかを いやう です。 時々 ふ 
りがぃても’ 釋 SL 織を そがけ る だけで、 一繼 もがげ ては くれません。 たまに ゎ 金 
を 投げて くれる 人が あると、 

「どうも ありがたう ございます。」 

とい ふつ もりで せう、 シト は一齡 蘇く がえ 立てます が、 こんな ことは 一日に たつた 五 
邮 が六刚 § こと も ありまず。 それでは とても ポ八ダ I とシト が、 充が 食べぶ ことが 山 
がません。 けれども ボ八 ダー はかう してが きて るら れ るのは、 シトの わ 蔭 だと 思つ て 

じ ぶふ  ，  こ 

りかの ひも じさを ちつと こらへ 

「シト 、さあ お上り わしは なべた  <  な いんだから！」 

二〇儿 


と、 シトに バンを ザ つても シト はがべ ようとし ません。 ま 人の 顔を 見上げて 悲し さう 

た ぶん 

にを きます。 夕分 

「柳 お！^ がが ベを いのに どうして お 一人 食べられ ませう OJ 
とい ふつ もりで せう。 

「さう か、 それ ぢ や、 バノ しで も 半々 づつ 食べよう を。」 

た 

•ホ 心 ダ t が バンに'^ をつ ける と、 シトも ザつ とそれ を 食べる のでした。 

おの S も 3 っ军 iT 非 おの ことです。 歡搬 はがて ぃは だかに なって しまって、 

*れ は  さ.^ ゎ 卢-ふ  みとた. 一 

いつまでも 一にし がみつ いて ゐる 枯葉が、 寒い 風が 吹く たびに ヵナ''-^ 音を A てて ゐ 
ます。 どんより 黨 つたが からは 争に も 雪が 落ちて 來さ うです。 

ポ少ダ [はいつ もの ザ 5 に 手 狎苹を 引き出して 衙に站 ました。 

A い  >8  じ やゥぐ わつ 

「載いだら うな、 シト 、いい 聲寒 いより 蛾 じいだら うな。 しかし も 正 巧までに は 

正へ  C  げたら  〇 

お前に も おいしい ものを 食べさせられる-ザ うに 一 働きた のむ よ」 


こ、，、、  くわて ふ  いを  い 口ぐ ろ  t こて 

シト は、 む 得て、 いつもの ゥユ^ 卜^ ィムの 百貨店に 急ぎました。 そして 入口の 横手で 
ぢ つと 親切を 人を 待つ てゐ ました。 

ところが どうした のか、 待 つても'-^ ただ 一つの 銅货も 投げて はくれ ません。 それ 
どころ か 心 r 日は 人の 足音 さへ 聞え をい のです。 

ゃっと S から 一っ盤 S が 脈ぇ て i か 狼 •っぃて It たが、 ゎ が。* が？ くれる がり 

こ、 

一、  无  ム  やず 

「/〇 い、 わ 前さん、 いくら 待 つても だめ だょ、 今 口は わ 休み だから、 こんなと ころ 
にゐ ると 載い からう ちへ かへ つてかん だ 方が いい ぜ。」 

と觀 郎を囊 を がげ て <れ ました。 がが 百货 腐の 颗人 だっ たので せう。 けれどもう ち 
へ かへ つたと ころで がふ もの もを い、 ただが 炭のを い 古 ストー ブが 待つ てゐる ばか リ 
です。 

「困つ たを’ シ ト。」 


シト は必配 さう に 主人の 顔を 見つめて ゐ ます。 

こゥ A んホ  こゥ来 ふ  ひとで 

「さう だ •な圃 にが かう、 公圃 ならき つと 乂も 出て る だら う。」 

シト はお 人の 挪 語を 軸いた だけで、 すぐな 圃の 方へ 走り 化しました。 しかし こんな 寒 
い n にな 圃に あそんで ゐる乂 が あるで せう か。 

ポル ダー は渐 りついた 喊 がの そばで、， 人の 足 斬に 巧を ホて てゐ ましたが、 人の 〔ルを 

を こ  ふか  わめいを  ミ  a むけ 

は どこに も 聞え ません。 ポ^ ダー は 深い 溜息を つきました。 するとな に眠氣 がさして 

なじ  わん  VU  を 6 ち  さむ  ひる  むに 

來て •うと-^ と 腺り 始めました。 何とも 知れ 姑よ い氣 持です。 寒さ も飢 じさ も 何も 
嫩じま をん。 聯い新 誓の 上へ で シトと 一し よに あそんで ゐる ザうな 氣 がしました が、 夕 

の庄 &  を 

がて 睐原 もシト もみん な 消えて しま ひました。 

な  れ  かぜ  ひ I 

「.一一い'-^、 起きない か、 こんなと ころに 寢てゐ ると 風邪を 引く よ。」 

が齡靈 り Q ゎ穀 さんが、" 手 驚が？ で i って ゐる みすぼらし ぃ P、 そばに がく 

いむ  み  こ 先  をと こかは  み 

をつ てゐる 犬と を 見つけた ので、 聲を かけ ましたが 巧は 顔 も 上げません。 


「よく‘ 觀てゐ るな .：： お •ザ、 死んで ゐる ぞ。」 

わ點 がさんは びつ <リ しました。 ボ八ダ I は 寒さと 飢 のために 死で しまつた のです。 

•  ミ か  t- •は リ  な こ  じど々 t や 

'わ辦 がさんは どつかへ おつてげ つて、 做の わ觀査 さんと ポ^ ダ I を 運ぶ 旨 動 巧と を 
呼んで 來 ました。 

「もう、 g かるまぃ が、 が 散ぎ で 驚" へゃつ て くれ。」 

わ M がさんた ちが ポ？— を^ S.3 ■に S び だようと すると、 がまで ぢつ として ゐた 
シトは 儀に 招 製 ひに なつて |c ぇがて ました。 お 心き 冀て 行かれて はお 變だと 思つ 
たので せう。 

「こら'— ゎ？ is お八を 驚 ふへ li れ てげ つ 5 當 をして ゃ るんだ ょ。」 

いひき かせても やつ ぱ リシ ト はがえ つづけました。 それに かまは ず ボ^ダー は 自動 巧 
のがに がれら れ、 51 たぃ敝 をが つて 驚 ふへ sj ますと、 シ トは蕃 にを つて ぁとを ぉ 
つかけ、 幾度 か 自動 來に 飛び 上らう としては ムリ 落されました。 


二 一巧 

巧 おへ 運ばれた ポ^ ダー はいろ /N 手を つくし ましたが、 もう 化き かへ る 望みは を 
々ませんで した 門の 外では 悲し さう に シトが 巧え つづけて ゐ ます。 

「W 哀さ うに‘ ま 人が こ ひしい の だら う、 中に 入れて やれよ。」 

戶が ぁくと シトは 飛び こんで 巧て、 寢 寒に 横は つた 主人の 顔と いはず 手と いはず をめ' 
ては、 腹の 廬 からし ぼり W す やうな 聲で をき ました。 

「もう わ 前の 主人は 生きて 來な いの だよ。」 

人々 が 何とい つても、 シトは ポ^ ダー のから だに、 自 がのから だを わしつけ ては をれ， 
ようとし ません。 わ醫 をさん も わ 巡を さん も 看譲締 さん も、 顔を そわけ て淚を ふき ま 
した。 

その 晩、 大雪が 降りました。 翌朝が のみよ クも をい ポ^ ダ [を 葬つ て' やる ため、 係^ 
の 人々 が ポ^ ダー を 横へ た寢 謀に 近づいた とき. シトは ポ^ ダ I の 腹に 首を つつ こん： 
で 丸 <  を つて 寢てゐ ました。 


「これ、 がきろ _i あんの 葬式 だぞ。 j 
がんでも シ トはぢ つと して ゐ ます。 

「おやこの が も 冷たくな つて ゐ ます 〇」 

いね 

「えつ、 この 犬 も！」 

「がが の齡 さで 船ぇ 死んだ の. でず ね。」 

「かはい さぅ にね。 J 

.£ 

々は あはれ をシト のためにな きました。 

風車小屋 

ベ T ン から 棘齡へ 一手が 位が  <  と. ホ ッ ダムと いんと ころが ぁつて、 ベ T ン から 
が赵 でも!! .恥で も バスで も义 がを 孤で も 巧く ことが 出來 、ベ^リン ホ 巧の 遊び場 ザに 
るつ てゐ ます。 齡の すぐ 赖< に ランゲ S といん 龄が あつて、 あたりの 風景は ォランダ 
に 伴て ゐまス ォランダの 敝 がには きつと 敝 S がつ いて ゐ ますが、 ここに も 大きを 風 

一一】 五 


巧が あります。 

みは  々U  i ザ 

火き なかを ムリ まは して ゐる やうに. ぐん-'^^ とうを つて ゐる さまは、 まるで わ 伽 
颇の阅 にあり さうな 化 単です。 

それは フレ •テ リック 火 王が 住んで ゐ たとい ふわ 巧の 近くに ある 風 単で、 これには 矿 
白い いひつ たへ が殘 つて ゐ ます。 風 単は くる--^ まは りを がら、 そのが r 記を 齡說つ 

み 

てゐる やうに ぶえ ます。 

御が のぶく じ 一つの 風苹 小屋が ありました。 フン •テ ブックが がは わ齡を ひろげる た 
めに、 この； ^ がを 臣 T のちのに 取 除く やうに かじました。 ところが このが をん!^; はい 
つまで たつても 取 除かれる 様子が あリ ません。 

「あれは どうした のか。」 

大王の わ 言 策に わ つきのものが 忠る 恐る 

「あの 風が 小屋には お 尾の 親爺が 化んで をり まして。」 


と 答へ ますと、 大王は 

「それを らば あれを 質 ひ 化つ て、 化り つぶして しまへ ばよ いでは をい か OJ 
「はい、 ところが あ。 齡革 屋の 主人と' いふのは、 まことに 頑固 親爺で ございまし 
て、 どぅしても 質々 渡さを いので ございます。」 

「それが 金が 少 いからで あらぅ。 代金は たくさん 取らせる がよ い。」 

「いえ.!！ 金は い  <ら 化ら せても を 知を をし ませめ。」  - 
「それは どうい ふわけ ホ。」 

「はい、 劫が の おすのに はが々 この 戚が 小屋で 暮 して 來 たので、 肖々 の 代に なつて 
ホが す ことが 出來 ない と 申す ので ございます。」 

「さう か、 あの 小屋は 金では 寶れ るいと 中す のぢ やを。」 


邪魔 じなります。 がと かして 化り 除いてし まひたい と 化つ て、 


二； 


二】 八 

「朕の 装み でぁる ことを よくい ひき かせ、 直 段は 望を ほどに 貝つ て やる がよ い。」 
といつ でもう 一度 臣 T の ものを 談削 につかは しました。 

いくら 巧 固な ま 人 も、 王様の わ 望みを らば、 すぐには い--^ とい ふこと を きくかと 
化つ たら、 どんなに 頼んでも、 い <ら おどかして 見ても、 風 卑小 尾の 主人は どうして 
も 小 尾を 寶リ 渡さう とはし ません。 こわには 大王 も 驚きました が、 自 がで 頑圃躺 さん 
を說 いてな ようと わち へに なつて、 わがへ わ 爺さんを 呼びよ せました。 

わ 爺さんは わがの 庭先に 速れ て ホら れ ると 大王は わ つきのものを 從ぺて わがで まし. 
にを リ 、言葉 やさしく 

「わ 前が ぁの ホ祖 から 傅は つた 風を 小 尾を 資リ たくない さう だが、 この 贈を ひろげ 
るた めに ぜひ ゆづ つては くれまい か。」 

とわ 賴 みに をり ました。 ところがが 単 小 尾の 主人は、 

「まことに 恐れを いこと でございますが 、おゆ づリ 申す ことは 出 巧ません。 I 


ときつ ぱリわ ことわり. 
してし まひました。 

或  だいわう  ホ汪  がは  じ ゆ 

大王は 呆れ顔に、 主 
人の 顔に 目を そ^いだ 
单 が， 白髮 則で こそ あれ 
如何にも 丈夫 さぅな 主 
ホ 人は'  何の 恐れる とこ 

た 

ろ もを くそ こに ホつ た 
厘  ままで ず。 

「お前が あの 小馬を 
ゆづ つても、 りつ ば 


に 化活の 立つ ザう にして 上げる が？」 


二 一九 


「いえ 何と 化せられても わ ことわり や 上げる ょり 外は ごさいません。 私の 一 {ホは 
代々 あの 小 尾で おして まゐ りました。 私 も あの 小 尾で 生れ、 あのが 尾で 育ち 巧 日々 
々正直に 働いて まゐリ ました。 あのぐ る''-^ まは る 風を を おて をり ますと、 その 喜 
びと いふのは 格別で ございます。 いくら わ 金を いただきましても、 りつぱを 家を い 
ただき ましても、 あの 小屋を 失 ひましたら、 おの 幸福は るいので ございます。 おは 
どぅしても あの 小 超で 巧ら かに： 化にたい ので ございます 〇」 

あまりの ま 人の‘ 顽凹 さに わ つきのものが 怒つ てし まひ、 

「これ-.^、 わ 前が そんを 强 情を 申しても、 大王 様の 御が でい やで も 立 退かせて 見 
せる ぞ。」 

とわ ど ホして 見た が、 ま 人は 尙 も、 むを 動かしません。 

「いえ、 わ惰 巧い 火 王様が そんな 無慈悲を ことを を さる 答が ございません。 それに 
わつ きの 方が 無理やりに 化の 手から 風 単 小屋を 化 上げょり とな さる をら あ' はべ ル 


リンの 裁判所に 訴 へます。 あそこの 判事 稼は、 むの 正し いわえら い 方で ございま 寸か 

わたく •レ 生で が  <  だ  わた  < し  こなや  L 化 じふ 

ら 、きつと 私の 間違 ひのを いこと をみ とめて 下さい ませぅ。 あは こんを が 尾の ま乂 

なに  ふ 乙み うじを  わ 化く， レヴい 

です が、 今まで 何一つ 不正直な まちがつ たこと をして をり ません。 あの 義 をはち や 

はた  で  こわ 

ん と 巧して をり ますから、 どこへ 出まして もちつ ともをい ことは あク ません。 
I： 事 歡 は 恥 .のみ 方を して 下さる にち が ひありません。」 

と 少しも 恐れる ところを く 申 上げた ので、 わ つきのものは 益々 腹を ホて、 

「この 無禮 をめ」 

と 叱りつ けました。 ところが 大王は 巧 ひながら 主人に 向つ て、 

「ょし {わ 前の いふ ことは わかつ た。 もぅ 決して わ 前の 小 尾には 手を つけない か 
ら巧、むして正直に働くがょい。」 

といふと、 ^^人は义喜び、 何度も何巧もを禮を申上げてかへつて行きました。 

あとで 火では 非常を 御機嫌です j わ つきのものが それが ふしぎで たまりません でし 


ニー ーニ 

か V, ぐる 交？ 一々  乙 ゆ じふ  ぐれ ふこ  とは  は。  た 

た。 風を 小屋の ま 人が どこまでも 巧 四を 述 したので すから、 お腹の ホつ のが あた々 ま 
へだのに、 何 かひと々 で わ 直び の 様子です、 わ つきのもの がその わけを わ 伺 ひする と 

だいわ ゥ 

火玉は、 

「あの ま 人の 言葉で、 わしの 裁判を たちが どんを に 正しい 载判 をして ゐ るかを かる 
ことが 出 ホた。 わしは それが 媳 しいの だ。 それに あの ま 人の 正直 さうる 顔、 がしい 

むに  こわ  こ-* ■ろ  には 

ことを して ゐれば 何も 怖く をい とい ふ あの、 むはえ らい もの だ。 庭 をん かどうで もい 
い、 ああい ふ もの こそ プロ シャ の寶 だ。」 

といつ て 一曆蹈 しさう でした。 

如何にも フレ •テ リック 大王ら しい 話ではありません か。 

ハ— ゲン ベック 

べ处 リンから 約 一二な 巧、 ユ^べ、 仰の 流に 沿つ て わくと ドィツ 第一の 貿易港と いふよ 
リはョ  ー  0 ッパ乂 陸で 一巧 大きな 湛-ン ブル グ があります 。ユ^べ 河语 にある 港です 


わ 二  ^ i  な ふせを  ど  •よ こづ  で  3  ィ、  ) ?  •  〇 

が、 どんを 大きを 船で も 何隻も 一度に 辉 着け 出 巧る とい ふぇら すは をし、 のて 夕 
この H こ邮と いふの が 尉 さが モ五 百が も あつて、 その上 ひろい ホ 巧を ゆる/ \ 流れ 

、  f  みなとは つ 

V ゐ るので、 械と いつても を か'''^ おきな ものです から、^ ン ブルダの やうを 港が 發 

がごた のです。 54 の献義 の 1 き、 千が bF に齡 がと ぃふ が那髮 で 一 齡繁に 

をつた 齡 があります 。その他。 ン ドン、' 三 I ョ t ク’ 上海、 アンベ^ス など 世 巧の 
がきな 般が 贿の齡 でぁるの も 前が ぃでは ぁリ ません か。 

艦い いふと すぐ 椒が ザう にがつて ゐる 齡と 、まう''-^ とした 黑 煙を 思 ひます が、 
パン ブ^ グに はそんを® が がられず’ その 齡 けさは、 これが 世 巧で 指 巧の 貿易港 かと 
ふしぎに 扣心 はれる 位です。 

な，- か  はふせ かい  •し 

この^ ン ブ八グ にが 新い ものがた くさん ありまず が、 一番 世界に 知られて ゐ るのは 
パ （ゲン ベック^^ 齡で せう。；； t ゲン ベック、 何だかき いた おではありません か。 

ピ 5 ぷつ A ふ  サ つび  わは  t つ どづぶ ツ  れん 

i;— ゲン ベック 挪物 固は その 辭備の 大きい こと、 ナー カス 用 動物を 訓練す ると ころと 


ニニ 四 


せかい 


して 世が になら ぶ ものが ありません。 口 

X 

本へ もい つか ハ f ゲ. ン ベックの サ （ヵス 

が來て 、すばらしぃ 跳 物の 邮 勢を ザって 

ひと'' 

人々 をび つくり させた ことがあ ります。 

ハンブ^グから 巧 ホで 三十み ほどげ っ 
たと ころに、 あの ドィッを 圃 建設の || 人 

ビス マ少ク が、 ゥィルヘルム ー 化から た 

まは つたと ころで、 總理 大臣を やめて か 
ら靜 かに 愛犬と ともに 菩 した ビスマルク 
邸の 森が があります。 

^ン ブル グがユ ルべ' がな にある と 恥じ 
やぅに H ルべ とを らんで ゐるゥ ユーゼ 心 


河岸には ンブ ^ グにずぐ乂きを港ブ レー メ ンがあリます。 これも何だホきいたやぅ 
に 化 ひません か。 いつか わ 話した グリム童話の 中に 有ぶな 「ブ レー メンの 音樂師 J と 

なさし ろ  はなじ  6  お ふがく、 し  に ふげ ふ  うま 

いふ 面白い わ 話の あるのを 知つ てゐ るで せぅ。 音樂師 とい つても 人間では を < ，巧 や 
驢馬 や 猫ザ鷄 とい ふ 動物 をんで す。 

ラインの ホれ 

中央の ドイツ 山地の 氣の ホは、 サク ソ ニヤと いふ 地方で、 ナクソ ニヤと いふのは ド 
イツ 祖 がの 一つの 國 でした が、 今では 火 ドイツと して 統一され てし まひました。 ドレ 
ス .テンと いんのが この ナクソ ニヤの 首府で、 美術で ぶ 高い 都です。 や 野に 近い クイ プ 
チヒ はがが な 乂學の あると ころで 又 出版業では 世界 第一 だとい はれて ゐ ます。 巧 版と 
いふと がを 恥 脈して がす ことで. 學 恥の 敎巧書 だって やは リ 出版物です。 一腊 ドイツ 

こ h つば 乂げム るい ふ  じふに で  くわつ ば乂じ ゆつ  サい 

が 山 版 紫の 盛を ことは わけの ある こと だ、 とい ふのは 今日の やぅな 巧 版 術は 十五 世 
齡の もみ ドイツ人の グー テン ベルグと いふ 人が 礙 明した のです‘ この 發明 にょつ て 世 


二-一六 

わ*  ぶん A い  す、  巳 

がの 文明が どれほど 進んだ かかれ ませ 


ん。 


それから 中部 山地の 西め 方は ホ 么をラ 
ラ イン 地方です。 ライン 和は 千 一二 巧が も あ 

わ i  かは 

イ  る 大きを 河で、 わし まひは オランダから 

ミく ぃぃ  .1  がは 

ン が 海に 入ります。 ライン 河は ドイツの ふ 

生 6 

の る さとと もい ふべき で、 ラインの ずり は 
風  反り も 直さず ドイツの 守りで あ リラ イン 
化 は ドイツ% の 源を のです。 

ライン 下り！  そのぶ をき いただけで 
も、 何 かふし ざな 力で 引きつ けられる や 
ぅな 斬が します •綠の 丘、 そびえる 古が 


撇 かの 學 ir みのる 群、 辭 かな tv が 巧から おへと I の ゃぅに がに ぅっって がる 

で" よク  むか 

ばかり か、 ふしぎを 傅^が そこに もこ こにもつた へられて ゐ ます。 その 中で もとり わ 
けが 名な のは。— レ ラィの 物語で せう。 

ロー レ ライ 

ドィツの 邮 タィン 船に •ロ ー レ ラィの 皆が そびえて ゐ まず。 その 岩の 上に、 ふしぎ 
を^が ががん でる ました。 それは クィン 河の 氷の 精でした。 

ながは 韶嘉 がが のがに す ひとる ことが" がが きでした。 ですから 船の 齡が 見ぇ 

♦王  ヴへ  こ •し  かみ  こ A  ヴた  1  ヴ •.い 

まずと 點の 上に 腰を かけて 髮を棵 どきを がらき れいな 聲で 歌を うた ひます この 哥に 
はふし ぎな がが こもつ てゐ るので ず その 歌聲が 耳には いり •ますと、 誰でもう つと リ 

.1  いは 

となつ て •す ひつ けられる ザう に 船を ロー レ ラィの 岩に ごきよ せます。 ずるし」 茲 のす 
うにと がつ て 親が がに かくれて ゐ るので、 雜は 底を^ ぶら れて 、そのまま 沈んで しま 
ひます。 するとな ゲは あやしい 齡で絲 ひます。^ 間の 魂を たくさんす ひとつた ことが 


ニニ  A 

う L し  >  のでず。  I 

こんな S ろ」 ぃこと が！^ か 私り ますので、 S に が つて 泌？ る ひ 人 4 は。— ご フィ， のた 
战が がえ がすと、 みん を 取 Q がに i を つめこみました。 さう すれば ふしぎな 妄 の^ 
にがき 至られる .31 がを いからです。" もして それから はだ 女が どんを に ふしぎを 歌 
を 脈つ て も、 ちつと も 磬だ ちには 閒 えを いのです から、-^ は あ氣で おの そばを 通 
れ る-ザう になり ました。 

くやしが つたのは ながで ず。 どうかして がまで？ うにが の 魂を とつて やリ たい 
と ミが 一二 ar へこみました が、 とうく 夢の S にぁ やしぃ 歌が 思 ひ 巧 ひました。 

み づムか  がに） 

水深き ラィンの 河の 
流れみ だして 船は 巧く 
よしや 化の 歌聲が 
ふさいだ 耳に 入らず とも 


ひろ ごろ 


脈に ふかれで ふん わりと 
がの 面に 蔡 ちたら ば 

みづ  み パ 

ああ 氷よ 氷 i 

みよ  くで 

大きな 口を あけ V 

ふむ  ひとの* 

齡 もろともに 人を 呑め 

とい 茄の でした。  ..  1 

ながは たんそぅ S こんで、 熙の S にがって" 船の がるのを 待ち かま* へ!" ゐ ると、 ゎ*' 一に こ 
をっ て T 手の。 をら 一そぅ の 艦が ゅるく と？ ってが ました。 こかは こおどりして 喜 

ひ！!^ 慰には ラィン 巧— 鑛 のを 鎮 が、 がぜぃ 。ゎ^っれ て f ゐ 

ました。 いふまで もを ぐみんを 磬 つめて 耳の 孔 をふさいで'^ ま。''^  ミ* 
船^が て。—； ィの战 の S にが ましち ゎ齡 撫は战 もに 賢け て ゐるこ 女の 


措 


号 二 3 

ずが わみ  な-ろ 

をを 化つ けました。 し ホし ちつと も 燃き 
ません j  の孔 をふさいで ゐ るので 歌 鱗 
が閒 えない からです。 

わ 金 持は こ ホの もを 化て ゐる ぅちにん 
とよく をい ことを 化 ひつきました。 みし 
からかつ て やらぅ と 化つ たのでした。 そ 
して 互に ザは 聞え ません から、 手眞 似で 
お供の ものに な剧 をし ますと、 みんなを 
を 出したり、 へんを 手つきを した リ して 
乙女をから かひ 始めました。 こ 女は いま 

み 

しさ ゥに それを ぢ つと 見つめて ゐま 
した。 


「どぅだい、 くやしいだ らぅ。」 

「くやし かつたら 船を 沈めて おろ。」 

みん を 大きを 聲で どつ と 笑 ひました。 

そのと きです、 船の がの^ たちは、 だ ホの 日が しづかに 動 < のが 見えました。 何を 
いつて ゐる のかず ルバ-しも， 恥え ません が、 ダが くやしい とで もい つて ゐる のかと 化つ て 
「くやし かつた からこ こまで わいで 〇」 

とな ほ もよ けいにから かひました が、 乙 ホの 口から もれた のは、 あやしい さつきの 歌 
であつ たのです。 

その 臟 飯は 脈の が のぞち にはを っと も雕 ぇなぃ けれども、 そょ 吹 <敝 にの って. 
ふん ゎクと クィンの 嚇が じ-に" 於ち ますと、 が I ち 船のへ さきのと ころで 水が さっと こっ 
に郭 けた かと^ ふと、 をれ が おきな 渦に をつ て 物す ご < まは り 始めました。 

人々 のがは まつ さを になり ました。 


ニー ニニ 

「大織 だ--- OJ 

大骚 ぎを 始めました が、 もう わ そい、 船は 渦の 中に まきこまれて、 まるで 小さい 木の 
萊の やうに くる-''^ と 二 互 度 まは つた かと 巧 ふと、 へさき を 下にして まつ さかさまに 
お 深く 沈んで しま ひました。 あとは をの 旧 巧 事が まるで 嘘の やうに、 もとの しづかを 
流れに なつて、 おの 上では こ ホが うれし さう に 笑つ てゐ るので した。 

この 嘴が がに つたは々 ますと、 が 中大騷 ぎに をり ました。 臘で 巧を ふさぐ やうに し 
てからは 一度 もま だ 沈んだ ことがない のに、 これは まあ どうした ことか ふしぎに 思 ひ 
恐ろしく 化 ひました。 

しづし おを 持が 化んだ ことは 別に かはい さう だとは 思 ひませんでした。 それ どころ 
ホが がが ではぃ ぃ繫 だと 5 って ゐ ました。 それは ゎ囊 はがそぅ 緻 ば。 マ.！^ の ひん 
たちは いつも ひどい 目にあは されて たからです。 

けれども ザが て わ お 持の 子の ルィ ゼが氣 の 毒に なつて 巧ました。^ ィゼ はわ 絲 描の 


>  r  •  ■>  ，ーク  旺 ふた パ  巳 ふせつ  せウ ちと 

一^ 腺でした が. わんさん とは まるで 反對で とても ザ さしい 親切-をみ 女でした から、 
が^たち はわを 持を にくんでも ルイ ゼを をし ました。 

少イゼ はわが さんのを くな つたこと を、 むから 悲しみました。 そして るれ から も ロー 
レ ライの 親の そばを 船る 艦が、 度々 化んだ ことを 閒< と ゐても 立 つても ゐられ ません 
でした 0 

と う\^、 八イ  ゼは鹏 さまに 恥け ていた だ はを いと 化つ て、 夜に をる とそつ と 
抓は づれの ¥ さ いわ ¥ へげき ました。 わ おとい つても ろれ は敎を 堂です。 

おおには 乂理 おで 瓣ん だ聖が マリアの 像が 立つて ゐ ました。 マリアは イユス •キジ 

ウ  わ. し  L ふいめ’ 

ストを 化んだ ホです。 が イゼは マリアの 足 もとに ひざ まづ いて 一、 むに 祈りました 
「マリア 傲、 どうぞ ライン 贿を泌 がする® が .S まない やうに して 下さい ませ。 船の 
だちががをふさぃで、 が。||。繫ポ^"ぇる解がを ぃ^にどうして繫化ゎりで 

ございませう。 マリアが’ 化は どんなつ らい 日に あつても よろしう ございま すぇら 

二呈二 


村人たち のために 船が 沈まない やうに して 下さい ませ。」 

ルィ ゼ はが 晚 かう いつて わ 祈りし ました。 しかし^ ィゼ がい < らお 祈りしても、 やは 
リ舰は 沈みます。^ ィゼ はもう 氣 でありません。 ほとんど 夜通し 祈リ つづけました。 

すると 或晚 のこと でした。 ルィ ゼは いつもの やうに マリアの 足 もとに ひざ まづ いて. 
一、 むに 狮 つて ゐ ましたが、 巧晚ょ < 眠りません ので 祈つ てゐ るう ちに 现 がふら/ \ レ 
て 何だか 氣が遠 < をる やうに 思 はれました。 すると。 I ソクの ホに てらされた マリア 
の が、 ふいにむ く'-^ と 動き 出した かと 思 ふと、 眞 白い 手で 頭に かけて ゐた 十字架 
をは づ して^ ィゼの 前に 投げました。 

处ィゼ はび つ <リ して 目を 見張り ますと、 聖母の 口から やさしい 言葉が もれて ホ ま 
した。 

「少 ィゼ ょ， 水の 精は 新しい 歌を おひつ いたから‘ い <ら^ をふさいでも 船は 沈み 

ます。 しかし わ 前が 化の いふ ことを きいたら、 船は 沈まを くを るで せう OJ 


「それは どんを ことで ございます。 あは どんな ことで も 致します。」 

作ィ ゼは齡 はず 大きな 雖を 立てました。 

「るれ で 心が がい ふ那リ にす るので すよ、 それは わ 父さんが 殘 したわ 金を 二、 つに わ 
すて‘ 料が はわ 機さん と あを たのもの にして、 あとの 半が はがの 人たち にみ' けて あ 
げ るので す。」 

•セ 

「^ィ 、きつと さう 致しまず OJ 

「では その 十が I 木を がつて わか ヘリ •そしてが が 明けたら 船に 乘 つて。— ご フィの 
熙の そばを 恥り を さい、 るのと きには その 十字架を 持つ て 巧く ことを 忘れて はな ジ 
ません よ。 もう それでよ いのでず。」 

Act 

レ ィビは おの！^ に ひれが して ゐ ました。 しばらくして しづかに 頭を あげます と、 もう 
マリアの 燃は ちつと も亂 きませんで したが、 自 化の そばには ちゃんと 十が 架が あクま 
した。 

二 己 出 


二  I  一ー  ホ 

^ ィゼは 十が I がを がって’ 飘が邮 で わう ちへ か ヘリます と、 ずぐ にわ 母さんに 話し 
て わがさん の 避した わ齡を 二つに かけました。 そして 夜が あける とがの まを 人々 を 呼 

わ  かな 

んで わけを 說 し、!? がの わ 觀を狀 の 八たち に々 けて くれる ようにた のみました。 おを 
を が けがっ た^がは^ ィゼの ザ さしい がに 涙を 流して 喜びました。 

「さ 4 がが これから マリァ S の わい ひっけに 梦 て、 i に乘 って。— レ ラィの 岩り 
そばへ がかを ければ るりません。 けれど^ がは 艦が こげません から、 誰か 一し よに 
巧て}^ さいません か。」 

:ゼ かう ぃんと 辦の たちは おが 齡を緊 S せました。 带も自 がから 進んで げかう と 
いふ ものが を くみんを だまつ てゐ ました。 

「わ廠 ザす、 齡か一 しょに ザって 一^さい OJ 
すると tr 人 Q 霸がが も 古 そろへ て 傑へ ました。 

「では、 h 化たち が 船を こいで 上げ ませう。」 


少ィゼ は 喜んです ぐに おを たちと 一し ょに 船に 乘リ ました。 わ 巧さん もが 人たち も果 
して^ ィゼ たちが かきて かへ るか どうか わか リま せんので'  いつまでも あとを 見送 
てゐ ました。 

齡ょ賦 に ゆら わて、 ゆる^'-^ と节 つて 巧き ます。^ ィゼは マリアから いただいた 十 
が I 木を 斬に かけて、 艦のへ さきに ぢ つと 必 つて ゐ ました。 一一 人の 若を は 術を こぎ つづ 
けます。  * 

まもを く。 I レ ラィの 點が 見えました 。二人の 若を の 胸は 何とを く騷ぎ 始め まし 
た。 しかし^ ィゼは 平氣で 坐つ たままで す。 

いょ'^ おの そばに 近づき ますと、 をの かげから めつ と 現れた 水の がの 乙女は 船 

むか  にん  わら  けよ  S た  か 占  ぶで  ^ 

の 中の 一二 人を をが めて につと 笑 ひました。 今 口 も 又 この 人たち の 命を 5 はつて 魂を 
が こそ ひこめ ると^ ふとうれ しくて たまらを かつた のでず。 S 人は 頭からが たい 水 も 
あびた ザう にぞ つと しました。 

二 一ニ セ 


ニ ミ 八 

やがて こ ホは あ ホな 唇を ひらいて 歌 ひ 始めました。 

水深き ラィンの 抽の 
流れみ だして 船は 行く 

歌聲は 風に かかれて 么ん わクと 水の面に 落ちました。 すると 船のへ さきの 水が 忽ち 
さつと 二つに 裂けました。 ミ 入は 化は ず あつと 啡 びました。 そのまま 船は 沈んで しま 
つたで せう か。  . 

いえ、 このと きふし ぎを ことが 起つ たのです。^ ィゼが 首に かけて ゐた 十字架から 
さつと 金色の 化が 出て、 水の 上に 落ちた かと 化 ふと、 裂け かかつ た 水が 化る'--^ もと 
の やうに なつて、 船は 何事もなく する-^ とすべ つて 巧き ました。 

水の 精の 乙女は この 様子を 化て 歯が みを してく やしが リ ました。 そして 雪の やうに 
がい ホを 商 < 空 にさし 上げて. 何やら 口の 中で とを へた かと あ ふと、 皆の 上から 船の 


中に 飛び こまう としました 。三人は それを 見て 顏 をを かへ ましたが、 そのと き 又 十字 
巧から 金色の 化が さして'  水の 精の 顔を てらしました。 すると 水の 精は き やつと けた 
たましい 叫び 聲を あげた かと 思 ふと. そのままぐ つた リと 首を 垂れ. をの 上から ラィ 

ただれ  み 

ンの 流に まつ さかさまに 落ち こんで しま ひました。 

それから はもう 二度と 水の 精のを も おられを いし、 ふしぎを 歌攀も 聞え をく をつ た 
のです。 

ラインの あらし 

をか^^; 面白い わ 話で せう。 

「なじ かは からね ど必 わびし 〇」 

と ロー ン クィの 歌が 口 本の 少女たち にもず いぶん 歌 はれました。 皆さんは きつと こん 
なと ころへ 巧つ て 化たい と 思 ふでせ う。 今は 岩には トン ホルが あつて、 巧 単が 通つ て 
ゐ まず 0 

二完 


言〇 

ところで この しづかな 如何にも 美しい ラインの がは、 獻 していつ も 恥が ながが つづ 

か ザ 

いて ゐ るとは 限らを いのです。 いや ここは いつも ドイツと フランスの 新"； が. 齡 I 加；!， る 
場 巧な のです。' 地圆 をよ く 見て ごらんを さい。 ラインの がよ ドイツ、 フランスの 獄 tj 

せか いわいせ ふ 

あ' るで せぅ。 世界 大戰で ドイツは ア 八サス 、口 f レンを フタ ンスに とられた ばかりで 
なく ザ f ル 地 ホは 十五 年 フク ンス の委が 統治に をる、 おまけに ラインには フク ンス 

ぐんたい  い  を  ^ 正 

の 軍 隙が 入リ こんで 來てド •イツの 見張 5 をして ゐ ました。 その フタ ンスの 恥 晩は 一心 

3  乂  ろ 

一一 10 年には 引き上げて しま ひました が、 ラインの 麟い醉 抛は 赵軟 I が醉聪 といつ て、 

t ふたい  ひとり 

ドイツの 軍隊を】 人 も わけを いこと になつ てゐ たのです。 

ところが‘ 昭草 一年の ことで スド イツは がが の邮 のがへ^ がの がの が 職を ゎけを 
い 道理は をい’ 砲臺を 造つ て とがめられる 餅は をい とい ふ。 で、 この ライ 起 帕辭 

t  < 友5  どヴ ぐ ふ 化い  •し乂 ぐ-^  J  /  L0 

止 瞬 域へ 堂々 と 軍隊を 進 単 させて しま ひました U これには フタ ンスを 職め 瓣邮 はび つ 
くりして、 


ホく をく  こよ 

「そんを 約束に そを くやう を ことを しては 困る ではを いか。」 

と ドイッを わ どかして 見た が、 ドイッの 方では、 

「はい、 さう です か。」 

と 引き さがる 答が なく 列閱は ドイッを 抓へ る ことが 出 巧ませんでした。 かう いふと い 
かに も ドイッが 亂 暴を やうです が、 もと'— この 約束と いふのは、 ドイッの 國力 がま 
だ あまり 强< をい 頃、 フランスを どの 都 八 口の よい やうに きめた 約束を のです から、 ド 
'イッが 强く をれば、 そんを 國の 化に をる や. うを^ ホを 破' つてし まつた からと V、 ドイ 
クを とがめる ことは 出 巧を いでせ う。 

南^の 高地 ア^プ ス におく バイ ユ^ンが あリ ます。 これは 聯邦の 一つで. プ 。シヤ 
に ホぐ 火き を圃 でした が、 みでは 大 ドイッに 統一され てゐ ます。 この バイ H ルンに つ 
* ついて 新しくみ 併された ォー スト リアが あるので す。 

ここは. じッ トク— に絲の 巧い ところで 、ヒット ラ— が才 f スト リアの ウイー ンか 


> つ  3  * しめム  わ 6 

ら がつ てがたと ころが、 バィ エ^ンの 首府 ミュンヘンで あつた ことを 憶えて ゐる でせ 

じつ ~  れず 

5。 ミュンヘンは 實に ナチ スに とつて 忘れら 


れな いが 切なと ころです。 人口は と 十 萬 も あ 
つて、 齡 t ィッ 齡一 Q 雲で. ビ I ル gS でが 
高く、 ミュンヘン ビ— 八の 名は 世界中に きこ 
えて ゐ ます。 ビ^ ^  ^ は ドイツが 世界 第一で、 


ン 

巧 

0 


3 け 


ル'  のこと です。 


ドイツで わ 酒と いへ ばビ- 
’  蹄の あと 
ベルリンから ミュンヘンに 巧る 途中に、 一一 
ュン ヘン ベ^クと いふ 町が ぁリ ます。 

-ニ ユン ヘン ベ^クを をない と ドイツが わからない。」 

とい はれる 位で、 ドイツを 旅行す る 人々 の、 む惹 かれる 町です。 町は づれ にわ 巧が ぁつ 


い •しだ ふ  づへ  なか には  まち  み  ，-れ 

てこの 石段の 上の 中庭から ニユン ヘンべ 八 クの你 を 見たら 齡 でも、 

「ぉゃ。」 

み、 a  こ A  た  むが  た  とく わい  々ゥす 

と 巧は ず雖を ホて るで せう。 何な をら 他の 都會 とは まるで 热モ がちが ふからで す。 そ 

々け.  I つ卞ぐ  むみ 

の 屋根は どれ 一つと して 眞直 なのは なく、 どれ もこれ もがの すうに うねつ てゐ ます。 
どの， 家 も ル-しかた むぃて ゐ ます。 がの 白壁が 古く をって 影 もに かは り、 齡 がの 碱 敢^ 
みしく くろずんで ゐ ます。 巧の 道が は 十五 絕四 方位 のん がを' 持った が ザで たたんで ゐ 
て、 町は 見渡す 限り ホく 波打っ 屋根、 かたむぃた 載、 が ぃわおの 戦な ど っづぃて 'は 
るか 向 ふの、 遠山の かずんだ 葵が 見える のです。 何もかも まるで お佩挪 にぁり さう を 
邮 です。 

生ろ  ごろで を  レつ 化  •  t、 

この ふしぎを 町は いつ 巧出來 たか、 いろ-.^. と 言ひ傳 へられて ゐ ますが、；^ から 化 
韋 おに 始まっ たらしぃ。 わ 一は： 町 V お i にぁっ て \扼 ぃ .嫩 です 夕ま はり じお皇 

ィ —r ル  巧リ  B のみ々 ぐら  f ヴ 

十 ホの わ攘 をめ ぐらし、 物見 稱が いかめしく そびえて ゐ ます、 その 一方の 颗 にを るで 

二 脚 云 


二 四 凹 

が 僻の がは 叢’ 載でぁった さぅ です が、 この ゎ 抛から 磬 へが < 驚の 抗 がの ム に、 

ゥ t  ひづめ  のこ  み もじろ  はむ t 

巧の 蹄の あとが 二つ 殘 つて ゐ ます。 それにつ いて •こんを が 白い 話が あります。 

十四 狀 の賴 この 船が から ライン ー颗 にかけ ては、 巧が 邮の戰 則 時!^ の ゃぅに 英雄 
か i 於が 取數を きづいて ちに 勢を がって ゐ ましたが’ この 町から 五十が ほどは をれ た 
イ リン グン 城には、 ユッケ ラインと いふ 大名が 化んで ゐ ました。 强 いに まかせて そこ 

ホ。  ひと-' .一---  な  す  ホ々  ぐら & 

らを 荒し まは々 ましたので、 人々 は エッケ ラインの ぶを 聞いて さへ ふるへ 上る 位で し 
た。 

しかし この 組獻 齡 も毅 に-三 ン ヘンべ がク の殿歡 のために 補 へられ、 五角 塔の 牢屋 

だ产.  t  -r  わた  < ろ  みけ  こる じ やう 

の 中に 入れられて 巧 刷を いひ 渡されました。 そのと き ユッケ ラインの 狂 ひ 叫ぶ 聲が城 
瓜が 听 にまで ひびきわたつ たとい ふので ずから、 ずいぶん 物凄 かつた のでせ ぅ。 

いよ^..^ 冗删 のがが ホました。 ユッ グラインは わがの 中庭に 引き 化され、 その まは 
々を 大ぜ いの 丘 ハ 壬が ぐるりと 化リ まきました。 いくら あばれ 者の 强い ユッケ ライン も 


ただが を 待つ ばかりで ず" 一 堅 商いと ころでは、 殿 礫が 氣持 ょさう にこれ を矿 ちな が 
めて ゐ ます。 

なに  みる 

このと き 何を 思つ たか ユッヶ ラインは、 

- あは ここでい ょ-^ おされる のです が、 たつた 一つ わ赋 がぁります OJ 

じみみ ク  t づ •しで 

とさ も 神妙に 申 巧ました。 

「それは 何事 だ。」 

或 出の 大將が 尋ねます と、 

「死んで 巧く 前に、 一度 漫 馬に 別れを 吿 げたいと 思 ひます。 これ だけを どうぞ わ 聞 
き 屈け 下さい。」 

とい ふ、 む. ザ さしい わ瞒 ひ。 

ゃがて こ qB が 能され て、 ュッヶ クィン Q 辭がジ Q 登に がかれ て ¥齡 に k れ 
て こられました。 ま 人の 葵を 一目 化た おは. うれし さう に 煎くない て、 なつか しげに 

二 四 五 


二 阿 六 

エッケ クインの からだに 円々 の 顔を すりつけ ますと、 ユッケ ラインは 慈 巧を こめて 馬 
のた てがみを なでました。 まは りの ぶ* たちは、 この 奧± とを 巧の 別れに 何となく 哀 
れ になり ました すると ユッケ クィンは、  . 

- みまで 化を 乘 せて 戰 場を 駆けめ ぐつ たこの 巧に、 がめ 前た だ 一度 乘る ことを わ 許 
しいた だきた うお じます。」 

とい ふので す。 

エッケ ラインの 埋 みはぶ ± として ホる ことで あるし、 どうせ 逃げ出す 隙は ない ので 
すから、 この 願も閒 きが けられました. やがて お ± が おの 鞍を 持つ て來 てこの 馬の 背 
に 置きました。 

ひらりと またがる 主人を 乘せ たを 馬は、 うれしげ に 頭を あげ ヵッ-^ と 敷 おを ふみ 
をら しました。 み ± のかた めた 中で 巧は 一 まは リ すると、 ユッケ ラインは 少し 前 かが 
みとな つて、 ホる く 馬の せを をで ました。 すると 馬は みぶ る ひして 急に 物凄い 勢で お 


± たちの 前に 近づきました。 一二 十 米の わ療 にか これ まれた この 城の 中から 逃げ出す こ 
とが 出 巧る 答 も あり-ま せんから、 み ± たちは 少しづつ 後に 退きました。 

ろれ から ほんの 少した つたと き、 

，「ぁっ。」 

が ± たちは 思は ず きの 聲を あげました。 巧は ま 人を 乘 せた まま 石垣を わ どり 越えて 
しまつた のです。 しかし 石垣の 外は 深い わ 藻です、 巧 も 人 も 忽ち わ 滚の水 巧く をを か 
くして しま ひました。 

呆氣に とられて ゐ たお 十一た もはやが て 

「巧 鹿を ザつ だ。： 化删 にされ るまで もを く自 於で 水に のまれて しまつた の だ。」 

とい ひながら 水の面を なつめて ゐま した。 

すると どうで せう。 ホに お出たち の 目に うつつた のは、 少し 下手の ホに 巧び 上つ た 
エッヶ クィンと そのを 巧のを です。 

.  二 四 屯 


一 一四. へ 

「それ 逃すな。」 

門を ひらいて 釣 欄を 下し 逃げて 巧く あとを 追つ たと きには、 もう エッヶ ラインの がが 
どこへ やら 影 も 形 も おえません。 あとには 石垣に 馬の 跳つ た 蹄の あとが あざける やう 
に殘 つて ゐ たとい ふこと です。 

大きな 袋 

この 地方に ヮイン スベ^グと いふ 小さい 町が あります が、 この 町は づれ にす々 鉢を 
さかさに したやうな 小 巧い 丘が おえます。 今は 平和を 葡萄畑と をつ てゐ るので すが、 
ここ じは 昔 堅固な わ 城が あつて、 今でもが 趾が殘 つて ゐ ますが、 この わ 城に も而 がい 
物語が 殘 されて ゐ ます。 

今から 八 巧 年 ほど 前、 この バイ ゴ ルンの ゲ ユルフ 公が 敵の 國と戰 つて 脱れ、 ヮイン 
ス ベルグの 城を すつ かり 蹈 まれて しま ひました。 巧の 中では 必 化に 於ぎ ましたが、 だ 

ひ々 づろゥ  を  る  かづ さ ふ  >  し〜  らわ化 

ん ./\ お樹 もを くを つて 巧た ので、 とう-^ 持ち こた へられず 降參 して 巧を 開け 渡す 


ことにを りました。 

ところが 敵の 王 稼は このと き、 

「がまで てむか ひした のた から、 がが ひ も ゆるす ことは 出 ホない。 ただ ホ だけは 
聯 けて やる から 辟く 嫩を だち. のく がょ ぃ。」 かし その 盼夕 くの お 物を 持つ て 出る こ 
とはなら ぬ。 ひ r 人に つぃて 一つの 叙ピけ ゆるす、 それょり 梦 ものは 一切 持つ ては 
をら をい。」 

と 齡參の 使のを にきびし くい ひ 渡しました。 

さて その iK、 破郎 がら S がちが 一 っづっ 叙'^ がが ってが て畫 した。 どの 袋 もど 
の 叙い がきな お ぃ骄で ス磬 がでは 叙。 一っは ゅるす とぃっ たが’ ホの 持てる 装は'"^ 
さい もの だと^つ てゐ たのに、 こんなみ きながを がて びつ <リ しました。 ずいぶん 慾 
ばりを が だち だ'" か ぃ邮撕 lT 立て こもつ たので、 へと'''--- にを つて ゐ ると 化え て、 わ 
城を 山る とすぐ 倒れる もの もあリ ました。 

二 四 九 


二 五 0 

「一體 あの 女たち は 何を 躲の 中に 入れて ゐ るんだら う、 一つ 調べて 見よう。」 

敵の 兵隊は 女たち を 立ち 止ら せて、 装を； 卜 させました。 そして 紐を といて みると 齡き 
ました。 装の 中に 入れて ゐ たのは 着物で も わ 金で もを い、 意外に も 男の でした. が 
M でした。 

繫ジも ゅるさな ぃとぃ ふのに、 ヴ どころ かゎ IqSgS がみん をが が 叙が ¥ 
に 入つ て わがから ぬけ 世して 來 たのです。 約 巧に そむいて 巧を わ 抓から がした の だか 
ら 、女 かも 一し よに 殺して しまへ と 敵の 兵 陵が 怒つ たの も 無理' はありません。 

しかし 勝手に 殺す こと も出來 ない ので、 王様に おからせ しました。 流石は 王様で 
す。 

「いや、 装を 一 つづつ ゆるした の だから、 中に 何がん つて ゐ ようと、 とがめる こと 
は 出 巧ない、 このまま 逝して やれ。」 

とい ふ 一言で 女 かは 何のと がめ もありません でした。 それから しばらくは 丸き を 数を 


背負つ た 女の 行列が つづき ましたが、 装の 中の 男と いふのは みんな その 夫で あつたり 
です。 女の人た ちの 賢い 智 で 夫は 無事に 吩 はれた のです。 

• 南 ドイッの 高地の 西の 半々 が ラインの 谷の つづきです。 ハ 合と いふと いかにも せまい 
やうに 思 ふでせ うが、 どうして-^ 山の 中に 見事を 平野が あり、 ドイッで 一番 農業の' 
盛を ところです J かう いふと 化の 方の 平野は どうかと いふで せう が、 日本と ちがつ て 
水を ためる 巧圃 にもる のでな く， 島で あるから、 也 部 平踩の やうに 沼地 をん かのを い 
ところよ リ 、ライン 地方の 方が よく 發 達して ゐる わけです。 

ウイ I ン 

パイ ユ^ンを 南に 越える とォ — スト リアで、 その 中、 むは ウイ^  — ン です。 ウイ^  — ンも 
ヒット クー にと つて 化阳 のない ところ’ 最い 載し かつた 五ケ 年の 牛： 活を この ウイー ン 
にを つたので す。 - 

ウイー ンは乂 口が 一 r 巧 巧、 ォー スト リア • ンザ リー帝 凹の 首府で あり' ましたが、 


呈二 

* 解が sqk、 i か 苗 喜 幸 才 f ス； ァ e 繫 と？、 がは 恥が が 

化に ょつ て ドイッ 閒內の 一都 會と をり-ました。 

--.ずが  ..一が  .>卜>-ゴ •で •こく. しゆム  ゥ つく  とく わい 

流石に をい 阿 火巧幽 のを 巧で あつた だけに、 パリー とともに 美しい 都會 だとい はれ 
てゐ ます。" お S にが I くそび える が お 載、 化が 最大の 乂聲の 一つと いはれ る ゥイ— 
ンが戟 、五が のが 機の がつて ゐ るが 粉 船、 さては ダ こ ューブ がの 大きを 鐵 橋を ど、 巧- 
るべき ところがが^  、ありま せんが、  誰もな 逃す ことの 出 巧を いのは、  郊外に ある ゥイ 
! ンが賦 であり-ませぅ。 フぅン スのゲ エルナ イユ 宮殿を まねて 造つ たさ 5 で 實にリ つ 
ぱな解 股です。 齡賦の f には 千 四百 四十 一の 部屋が あります。 宮殿の 美し さに 目を 見' 

な  た J ぴと  うころ こげで さら  め  く £ だん 

張る 旅、 ょその 後の 起に 出て ちに びつ くリ する でせ ぅ。 目の さめる やぅを 化 壇、 一つ 
みがいた やぅを がいが 利、 噴泉を 中必 として 四方に のびる 綠の 林’ そのは るか か 
をた に ダニ ユーブ 河を へだてて ア^プ スの 峰が 見える のです。  . 

この In 殿は 今から 四な 年 お前に 造られた とい ふこと です が、 こんを に りつぱな 宮殿 


こした のは、， リア‘ ー アンナと ぃふ 驚です。！^ さんは きつと おぼえて ゐ るで せう、 
マリア •ー アンナが プ 。シヤ の フン ゲリ ツクが ゎも と緊 もを つづけた ことを。 宮殿の 隅々 
路の 一が のが 一つの なまで も、 みを マリア. テン ナの指 M にょると さへ ぃはれ てゐま 
ずが、^ 鲜に 縱れた がが はこ こで、 む やから だを やすめた のでせ う。 

一  .  、  さ ふす い  さ ふみ々 く  わ 

ダー 1 ユ| ブ祕は ウイ— ンの ぁたりで、；. フス 山‘ 系と 力— ペシ アン 山脈と を 割つ て 
齡れ 、ご ガリ— から ||< バルヵン のち 野を がつ てこ 黒 輪に がぐ がが を 河で、' ドイツが 
才 I スト リアを 眠 姑して、 一齡 ダニ ユ I ブの 水運を 利が する ことが 出 ホる でせ う。 

十六 ドイツの 產業 

氯  候 

鞭さん がが 赋 ik を雕 ぃてが ると すぐ ゎかり ますが、 齡 度から-ぃ 么 と、 ベルリンは 
装の" 4 の S ょりも、 もつ とおに なつて ゐ ます。 繫 とぃん のは、 靈を 中む にして 

二 五ー ニ 


二虽巧 

南へ 九十 度 化へ 九十 度 引いた 線を、 赤道を 零度と して 化絳 何度と いふ やぅに 救へ るの 


か ぱムと  ほく セ ふ  は <&  ど 

です。 槐 太の 化 端が 化 絳冗十 度で あるのに、 
から、 非常に 寒い やうに 化 はれます が、 べ少 


少 リンは 化絳 五十二 お' を 越えて ゐ ます 
ン のをは 巧を 位で、 ちは 巧 巧よ リず 


つと 凉 しいので す。 

しかし 巧 部の ポー タン ドに 近い 方は 大陸 性の 氣 候で、 寒さ 暑さの 差が おだしくて. 
冬は かをり 雪 も 横る し •バ^卜 海 0 沿岸は 巧る ことがあ ります。 ドイツ 查國を 平均す 
ると 夏は 十五 度から 十六 度で、 先づ 日本の 十月 頃の 暖 さと 思へ ばょ い 位で、 一爾醬 
い 巧で も 一二 十四 度 位です。 冬 も 西 プロ シャ あた々 では 零下 11111 度です が、 東 プロ シャ 
東南の シンシアの 方では 霉下 五十で 度になる こと もあリ ますが、 これは 滿洲ょ リも寒 

の だ  す こ  さ，； 3  ぐら &  3 ふ 

いこと にを リ ます。 どちら かとい ふと、 ドイツは ラインを 除いては 少し 寒い 位で、 產 
業上惠 まれた 氣候 とい ふことは 出 巧ないで せぅ。 
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ゲ當た 


農  業 

ドイツは 挪獻 とい ひ、 觀 偽と いひ‘ が骄と いひ、 あまり 自然に 惠 まれて ゐ をい ので 
ずが、 與 if が 遊んで ゐ るのと. 國 おが 勤勉を のとに よつ て、 いろ'''-^ を 産業が よ <發 
をして ゐ ます。 


で 恥 城しても ドイッの 慕に もがび ません。 がの* 4 ぃお緊 ドイッと^% になる の 
はむ づ かしい かも 知れません が、 もぅが し增 加す る ことが 出 ホる だら ぅと 思 ひます。 
それから ドイツでは 於 邮や荒 船が 二割 五 ダ 森林 地方が 二割 五が、 ぁとは 川と か 池 

と 巳  くわつ ち  かいこ ふ  いた  こく^  -t バ^,^ 

とか 都 ホと かです。 荒 地は だん ノ， \ 開鷄 されて ゐ ますから •今に ドイツ 輕产 には 荒 化 
が 斬し もな くを る^が 來る かも かれません。 農 巧の 救は 圣闽 巧の 三々 の 一ぁります。 
r もでは が S おを 心れ ると 即 城の！^ 袋で、 ドイッょ リ ずっとが a< なって ゐまス 

■  一一 雲 


二 五 ホ 

耕す 巧 や 畑が ドイツの 半が に 化り ない のに， 耕す 人が ドイツよ リタい のです から、 n 
本の わな 姓の がる E 畑の 而椅は 非常に 少 いこと がわ か 5 ませぅ。 

ドイツの 搜 業では クイを、 燕を、 馬 鈴 磬が廣 く 栽培され てゐ ますが、 そのぅち でも 
巧 鈴费は 年に 四で 萬 迦も產 し、。 シャ についで せがで 二を 目であります。 が 菜は 世 巧 
垄體の 三 かの 一を を するとい ふから えらい ものです。 クインの 谷で 葡萄を 作つ てゐる 

はむ •し  ぶどう  でを  ぐら &  ぶどウ 、し ゆ  つく  とな 口 

ことは わ 話しました が、 滿萄が 出 巧る 位 だから 葡萄酒 も 造ります。 しかし これは わ 隣 
め フク ンスの 化 許に も よれません 。その代り ドイツでは ビ f ルが をく、 世界で 一番で 
ず。 ミュンヘンは その 中必化 だつ たことは おぼえて ゐ るで せぅ。 

ドイツは 牧ち i 幽 ではを いけれ ども、 牛が お 一 一千 萬 頭、 H 本內 地の 十 巧よりも をい し、 
脉は 二で 四百 萬 頭 も あ々 ます。 これは 人口 百 人に ついて 四十 郎の邮 合で、 日本 內 地で 

わづ  もゥ  <&  ミ  ぶ どろ  すゥ 

は 僅か 一頭で あるのに 比べて 實に 驚くべき おでは あリ ません か’ ですからよ いぅちの 
娘さん も よろこんで 厥の わ 世話を する のです。 


•: '、し  ぶれ  わは  にくる & 

4 や 腺が をい ので 巧頒 


ルク 、バタ^ ^ 


C  ぶふく に  史 

チー ズ などは、 みん を 白 分の 國 だけで 間 

ホ  ひつじ ヴ t  すくな 

に 合つ てゐ まず。 羊、 褐も少 くは ありま 


大 せん 日 


寐 


•しふ y 怎  め ふ e 5  につぶ ふ 


か •しな 


与 


齋 林の •面 横は 日本ょり せまいが、 概 •ザ 
が 松 ザ 縦が ょく 載って ゐ て、.  森林 じっいて 
0  の 研究は 化界で 一を すぐれて ゐ ます。 ド 
禪 ィッの どこへ 行 つても 質に 見 尊を 森林が 
巧 見られる のは ぅらやましい ほどです。 口 
則 が をん かもつと 林業を 盛ん じしを ければ 
世界の 森林 關だ なんてい ばれません‘ 


二 お セ 


二 五八 


鑛 


業 

サ 9 化 ふこ ク 


せかい  ゆびを リ  サ 9 化 ふこく  たいせ A せ ふ 

ドィツは 世 あで 指 巧の おお 國 です。 大戰 前には 少 


に 乙  かみ 

—少 、ザ—^、 西 サク ソ ニヤ’ 上 

シンシァ 解の 籍 から たくさんの 鬟 がが ましたち が 8 に 脱れ たので、 そのが 械を 
齡齡 をと を リの邮 からけ づリ とられて、 その 產额 が大 へん 減り ましたが 國 民の 巧 力で 
だん 0- 職 抓し、 アメリカ、 イダ リスに つぐ lis 番目と をり ました。 近頃は ザー 成は 

も  リわ 巧ら  てい  せを た ふ  ます*''--* で 

取り もどす し、 だん-^ もとの 領地を 手に入れる ザう になつ たから、 おを も 益々 出る 

につ ぶふ  せを t ふこく  W 八. ベ  ぶふ  ぐら & 

やうに をる でせ う。 日本 もが あ國 であるけれ ども、 ドイツの ミみ の 一 か 四夕の 一位で、 

こ <t ぃ  つ わ  セ  わり さま  こ、 ろ 巧を はむ* し 

國內で 使 ふのに も 足りない やうな 有様 だから、 む 細い 話です。 

g も夕ぁ りません が、 が 驚 g の 驚ァ； K、 I ンンと ぃふ徽 の 一驚 抓を 

齡邮 を、 フランス にが はれた ことは. ドイツに とつて が 常を 痛 事でした。 けれども 國 
がから 瓶 齡 がるし、 備 スゥユ —* テン や フランスから 嫩齡 "を 職" ん して 敝を製 遇し、 世界 
の 船 載 S" の 一っに 做 へられる し、 黏お T スト リァを 繫户 たので、 これからが 额が 


增加 する やぅに をる にち が ひ あり' ません。 

それから ドィッは お鹽の 大產® として 有名です。 その 產 額の 三み の 一位は 輸出して 
ゐ ます。 お鹽は 日本には あリ ません。 日本では 海水から 鹽を とる のです。 瀬戶內 海の 
沿语が 鹽の產 化で ある ことは 皆さん もょ く かつて ゐる ことと 思 ひます が、 臺灣 にも 關 
ま 州に も 鹽を產 します。 しかし 日本では 鹽が 非常に 足りを いので， 年々 滿洲 、也’ 支 や 

とは  化に ふ  につ ザ ふじ ふ  •しほ 

遠く ァフリヵから もたく さん 輸入して ゐ るので す。 日本人は あんを からい 鹽を そんを 

わ どろ  •しほ  ，しょくもつ  ホち 

にを める のかと 驚いて はいけ ません。 鹽は ただ 食物に ホを つける とい ふ ばか々 でを 
く、 工業 上に ぜひを くて は をら をい し、 殊に 軍需品と して 非常に 大切を のです。 これ 
が 5 お鹽 としてた くさん 淹 化される とい ふので すから 羡 しいでは あリ ません か。 

エ  業 

ホに 少し H 業の ことを わ 話します が、 皆さんは 工業が どんを ところに 發 をす るか 知 
つて ゐま すか。 化づ巧 巧が 盤宮 なと ころ、 交通が 化 利を ところ、 それから お あと か！! 

二 お 九 


二 六 0 

觀の雙ぃがバ？.声ところに襄が靈します。 が拟の"^ぃ巧露巷梦でがる 

げ A れづ  はこ  く  y もり 

とよく わかる でせ う。 販 料は そこになくても 運んで 來 るのに 使 利 をら よい わけです。 

すると ドイツは 了 業の 盛んな 闽 でせ うか。 をさん はきつ と ドイツは が II 國 だと 鞭へ 
るで せう が、 その 通り， です。  . 

ドイツはイゲジスとかにョ！ 。ツパ の二大了業.軌で、 まに中部のが旧盼蹤やがお挪 
巧 じが 利を 南部に 盛んです。 が 坪で 業-では 伊お齡 一で、 殊に ァこ リン 齡とぃ ふ！！ 纖 
料は‘ どこの 閣ら庶 ハ 似が 出 ホを いとい はれ、 n 本 も' ドイツから 染 がを 矿 だして ゐ るの 
です。 築な とか 石敞 とか 爆發# ガラス、 肥料’ 人禍を どもな ホ---^ さ 輪んで す。 よく 
バイエルと いふぶ のつ いた 藥が 日本に もたく さんがて ゐ るが’ これ も ドイツの 俞^ 贴が 
ぶで ぁリ まず。  •  • 

製餓の 盛んな ことは イ* キリスを あ ひ 故す ほどで. 機祕 、毅臟 .ゴム、 觀 織を ど 一々 
ぁげて ゐ たらは てし がない 位です。 どれ もこれ もみな 相带の もので. 自亂聪 も 1 料 こ 


十 萬 寒な 上を 製造し、 世 ホの 第 四 位を 占めて ゐ ます。 ドイッの 觀 I もは この 位 して わ 
いて、 一寸 貴 あの ことを 附け 加へ て わき ませう。 

貿  ち 

避が SS の ドイッは イ V リスが び ァメリヵ 驚 郎 とと' もに、 繫 一二が S こ i で' め 
つたので すが、 大戰の 結果 みじめを U にあつ てし まひました。 しかし 不 如の 输 抓で だ 
ん と 化り もどし、 今では 化界贸 みの 八々 八跑 で、 化 巧 第 S 位を 占める やうに るリ 
ました。 昭か 十二 年度の 對 外資 おは 輸出 五 卜化斬 マルク ’ i がは 五十 四斷 マ^クで. 

化 に ふ  化、 しのつ  おは  くに  •し 他つ てう こ  <  につ* ふ  もこ ふ 

輸入よりも 輸出が 夕 くを つて ゐ ます。 こんを 画を 出超 國と いつて 口 本の. ザう に 輸入の 
方が 夕 い幽を 入超 强と いつて ゐ ます。 贸易 化は オランダ、 アメリカ、 イ中 リス、 フラ 
ンス .ベル ゲ [、イタリア 等で’ 日本との 貴 あ も だん/、 盛んにな つて、 日本の ドイ 
ッ への 輸 山は 昭か六 年には 化か 八 巧 四十’ 城 贈 ばかりで ありました のが、^ が卜一 おに 
は 四が おい ご 一-で 五 打が 脚と をり. 昭が 十二 年は 一が から 十 W までで ー ニモ 五巧齡 邮を卽 

二 六 一 


えて ゐ ます。 ー ホの ドイツからの 輸入は 昭か六 年と モ ーニ 巧衛脚 であつ たのが、 昭か十 
1 がには 一 想 一千 萬 脚、 昭か 十二 年の 一 几から 十月までに 一億 五 千 巧 脚 あくに を‘ つて 
ゐる 。それから’ 日本では をい が ドイツは 滿洲大 をの 大切な み 得 恵で ある ことを 忘れ 
ては なりません。  ■ 

十 +1 ドイツの 交通 
正しい 巧 車の 時間 

一八 S 八 年 日本の 天 保 九 年に 化が 中で 一番 早く、 ドイツに 始めて 餓道 がつきました' 
が、 それから 鐵 道の 發 速した ことは すばらしい もので、 ただ 鐵道 がょくつ いて ゐるば 
か々 でな く 設備は 化 ホで 一巧と とのつ てゐ るし、 巧を の 時 問の 正しい ことは もう 1 つ 
の陋 とともに、 世界の 校範 とい はれて ゐ ます。 もう 一つの 國 といん のは どこで せう。 
イ单 リスで せう か アメリカ でせ うか、 それは ありがたい ことに 日本を のです。 日本の. 


が おは 俯か 靈を ゎけのを ぃ i り ほんと におし く  s- ぃて ゐ まス穀 が おがに がて 
びつ <リ もし 咸 、む もす る さう です が、 こんを に 巧を の 時間の 正しい 日本が、 他の 方で 
は ぁま リ よく 時間が ずれを いとい ふのは 殘 をではぁりません か。 

につ バ^  き々 つ だい ぷふ  に ミ ふ  3  .し々  じか ふた》  化く わい 

日本と 化 巧みの ドイツが 日本と ともに 汽車の 時間が 正しい とい ふのは 愉快を ことで 

わたく  L  はか  た  じか ふわ f  生 6 

すが あたちは その 化の ことで も ドイツに 負けを いやう に 時間を 正しくず る ザう にし 
ませう。 

さて ドイツの 鐵 道は ダユ^ ナイ ユ條 約で 約と モ 巧を 失 ひました が、 それでもで 齡四 
も 巧に をし’ ォ — スト リァの 六 千よ 影- へる と蠢 が一む 越ぇて ゐ ます。 声齡 g 
一 萬 方が につき 十一 一一 一昇の 割合で、 日本は 四が 餘 りに しか 齡 つて ゐ ません から、 がが 
よりはる かに 餓道 がよくつ いて ゐる わけです。 しかし 日本は 山が がいから、 ドイツと 
同じ ザう に. は考 へられないで せう。 この 長い 餓懲は みんな ドイツが 紙が 赋ピ いふ 一つ 
の會 社が やつて ゐ ます。 こんを 大きな を 版が 化が に 二つと ぁりますまい。 このが 化で 

二 六  ~|1 


二 六！！： 

鐵道 ばかりで な <>  ナチ ス ドイツの 誇と して 今觸ん につく つて ゐる 自動車 道路ち、 こ 

< む いこ々 乙 ごと 

の 倚 社の 仕事であります。 

■C  E 
巧  3 

船の ホは 乂戰前 五 巧 四十で 萬 顺もあ リ化界 巧 一一 化でした が、 乂戰の 姑 果一唁 じ 減つ 
てし まつたけれ ども、 だん ノ\噓 りかへ し、 昭か八 年頃には 一二 巧 化 卜韵顿 化 ホの 第 四 

の だ  卜-か •ご’  W;  ">•  につ.' ふ 

化にまで t つてき ました。 化が 第一は イザ リスを 二は アメリヵ そして 第一 一一は 口 本を の 
ですから 巧が 巧い のです が、 ぅつか リ すると' ドイツに を ひ 越される かも かれません。 

それから 口 本と ちがつ て、 ドイツでは ライン、 工^べ、 ォ ー デ^  ダ ニュ^ — ブをど 
の 大きな がが， いくつも^^の 運河に おばれて. 殆ど どこへ でも 船で 巧け ます。 ォ（ 
スト リアを か 併した から •タニ ューブ 如を 一 厨 利用 巧 巧る やぅに をり-ました。 ダニ ュ| 
ブと いふのは ニモ 八 巧が も おさが あつて、 ドイツから 化て- ン ガリー を 逝り わし まひ 
に黑 海に 入る ョ ー  U ツバでは 非常に 火 切な 河です。 


運河で 妹に お 高い のは 辛— ル 運' がで せう。 ドィッの 化の 方には バ^卜 海と 化 海が あ 
リ 、この 二つの 海の 間に、 ユトランド半島 がに ゆつ とつき 出して ゐ ます。 この 半な の 
化の 方が •テン マー クで 南の 方が ドィッです。 もし バ^卜 海岸の^ が 化 海の 海岸に おょ 

なが  はふ わ-',  立 セ  任っ 

うとす るには、 この 長い 半島の 化の 方を ぐるつ とま はらなければ ならな かつた のです 
が、 これでは 不化 であるし •いざ 戰爭の 巧な こちらの 海から あちらの 海へ 軍艦を 移す 
のに、 非 巧に たくさんの 時 問が かかります。 そこで この バルト海と 化 おとを 結びつけ 
るた めに 山 ホた のが この キール 運河で、 一八 八よ 年 ホら 八 年 かか リ 、一億 五で お 劇の 
念を 巧して 出 巧 ムリました。 述 抑の おさが 百が、 有名な 軍 湿 辛— ルが この^' がの バル 

かいがに  っ さ  かげ  ，ミ〇 

卜海 側に をる のです。 この 運河の お轄で どんなに 値 利に なつた かはい ふまで もないで 
せう 0 

を。  かゥ つづ  まへ  t む 巳 

巧のを 通の ことは 前に お話しました からこ こでは はぶいて わきます。 


二 六 六 

十八 ドイッ 國巧 

むづ かしい 民族の 問題 

ドイッの 人口は 凡そ 六で 六 百 萬 人 ほどで、 日本の 內 化の 人口と 同じ 位です。 それに 
六な 五卜 巧の ォー スト リアの 化 民 も 加は つたから、 と 千 萬 人な 上に をり ました。 これ 
が 殆ど 純粹が ドイッ 巧 族で、 ォー スト リアの 住 おも 化 割 凹みは ドイッ 巧 族を のです。 
しかし まだ 國內 にはい <ら か ドイッ人な 外の 民族 も 化つ てゐ ます。 化の 方には デン マ 
—ク乂 、ポ— ランドに おいと ころには ポ— ランド 人、 ナクッ ニヤの 方には チ ユッコ 人 
がゐ るし、 才 一 ^ スト プアに も チェッコ-マ その他の 民族が ゐ ます。 

かぅ いふ 巧 族よ リも ドイッに とつて、 もつ と'--- 厄 かなのは 國內 にち らばつ てゐ る- 
六十 萬の ユダヤ人です 。ユダヤ人の ことは 前に も 話した ことがあります が’ ナチ スが 
大 ドイッを 雄設 する 上に 何より 邪魔になる のは この ユダヤ人な のです。 たつた 六十 巧. 


人位、 圣 人口の 百み の 一に も足リ ない のです が、 ユダヤ人は いろ---^ を 方面に 力を も. 
つて ゐ たので、 簡單 にけ 附 けて しま ム ことが 出來 ませんで した。 しかし ナチ スとユ ダ 
ヤ 人は みして 仙よ く をれ をい のです。 それは ユダヤ人の 考 へて ゐる ことと、 ナチ スの 
考 へて ゐる ことと がまる で反對 だからで、 みまで も ヒット ラ f が ユダヤ人 とどん をに 
たたかつ て來 たかを 思 ひ 出して 見れば よく わかる でせ ぅ。 

もぅ 一つ ドイッ 巧 族に ついて 大きを 閒 題が 殘 つて ゐ ます。 それは ドイッ 國か にぁる 
ドイッ人の 即題です 。化 ホ 大戰の 結果、 六 萬 五 千 モ巧止 地が 巧 はれた のと I しよ じ、 
る こに 化んで ゐ た々 巧 萬 人に おい ドイッ人が、 他國へ つれて 巧 かれました。 この 中 ザ 
f 弁 地方 だけは ドイッに もどつ て來 ましたが、 チ H ッ n  •ス n バ キアには 111 百 萬 人、 
フランスに 巧 六卜萬 人、 ポー タン ドに 五十八 巧乂 、その 化 イタリア、 リトアニア、 

ン ダリ （、ベル yf、 ユ —ゴ— •スラ ビア、 ー アン マ— ク等 にも 化んで ゐ るので す。 こ. 
の 外 阿に 支 おされて ゐる ドイッ人は いつも その 國 から いぢ めら れてゐ るので、 ドイッ 

ニホ韦 
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が那 のがでは 佩と かして、 さぅ いふ ドイッ人 も 救つて やりたい と考 へて ゐ るので す。 
けれども そのた：® には、 その ドイッ人の 化んで るる 立地 も 一し よに ドイッへ かへ し 

J  と。  6 &  くに-.^ 

V 弊は ねばな りません。 これは せつ かく +  一地を とつたり 赏 つた リ した關 々にと つては 
い ザな ことで、 そこにい ろ'^^ と ごた'^'^ が 起る 也 贈が ありまず。 殊に 一帶 たくさん 

じふ  す  あ ひだ  い 生 甘 か;*  ル 

ドイッ人の 心んで ゐる チぶ ッコ •スロバキアとの 間が どぅなる か 今世界の 口が を こに 
邮 けられて ゐ ます 「この 國に i んでゐ る ミ 百 萬 人の ドイッ人は、 乂 ドイッへ ホ ヘリた 
がつ てゐ るし、 ドイッと しては かへ つて 賞 ひたい、 しかし チェッコ •スロバキア や‘ 

か i  .  じ A  ぶ^ 

ドイッの 九き < なること を いやがる フク ンス などに とつて は をの ドイッ人が 火 ド 


ツ として 一し よになる ことを. 巧して 着んで ゐな いのは あたり まへの ことです。 殊に 

その 驚は 解 品 い懸 sis 繫靖な & 巧を？ すから 麵で す。 T レノを 

k  がつ •、い  つ ザ  I 

权リ もどし. 才— スト リアを な 併した ナナス ドィツが、 この ホには どこを ねらつ てゐ 

じふ 6 ふだい  みこ 

るで せぅ か、 ョ ーロツ パの あらしは チ H ツコ •スロバキアの ドィツ 乂刖题 から 起り は 


せぬ ホと、 びく'--- して ゐる國 はかして 少 くは をいで せう。 

國民性 

咳、-- 读 こ，. 、 .  ^ .  ゆ  み ふだく‘ せかぃたぃ サふ 

だ へても が へても ぐん^--- 伸びて 行 < ドイツ 巧 巧、 が 界大戰 で ひど S, なた きつけら 
れて 、もう 二度と あき 上がれなぃ のかと 心つ たら、 たつた 二十 五哨 で、 がが のぞう に 
つよくな つた ドイツ 闽 巧の えら さは、 今までの わ 話で よく わかつ たと I 心 ひます が、 侃 
々し ドイツ：^ とは どんを 圃巧 か、 その 邮 ''巧 性を わ 話いた しませう。 

1 齢 どこ Qs にも SS とぃム Q がぁリ ます。 お 驚には お猜 としての g 驚 
が ぁるし、 支那 人には 支那 乂 としての 幽巧随 がぁります。 この 即お批 とぃ ふのは 齡に 
出 巧ん った ものではなくて •そ。 声 白骼 とそ Q 邮 Q' 斬が によっ て， おぃ n が藏 がれて 
巧た ものを のです。 たと へばが 那の ゃうな が龄邮 にがっ ス酌 がらた び--〜 が齡批 お‘ 
はれ、 國 がかは つた やうな ところに 化んで ゐ る^々 は、 どんを 啡賊敝 をが つて ゐ るか 

につ-ふ じふ  ひじ々 つ  か 為が  じ t じふ  ^ 

日本人とは 非常にち がつ てゐる ことが 考 へられる でせ う。 だから 支那 人と つき 公つ た 

二 六 化 
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々支 恥ん と 一し よに 化 事を する やうを 場を には、 よく 支那 人の 國民 性を のみこん でか 
からなければ なりません。 

それでは ドイツ 心の 國賊敝 はとい ふと、 ヤはリ ドイツの 自然によ つて 養 はれて ホた 

おは  わ  な ふぶ  はつ  きこっ 

ことは いふまで もありません。 ョ —n ツ パを 大きく 一一 一つに 分ける と、 南部の モは氣 候 
もい いし 自 燃に 激 まれて ゐ ますから、 そこに 化を 人たち は ひとりでに 陽氣な 巧 質 であ 

セ  か 

ります が、 どちら かとい へば、 ぢ つと 堪 へしの ぶと いふと ころが 缺 けて ゐ まず。 フラ 

こくみ ふ  はふ 化い  さた 

ンス 、イタリア、 スペイン とい ふやうな 國 々の國 巧が それです。 これとは 反對に 化の 

げ 5  i ふら ヴ いふ 泣  L ザ 乂ウら  巳义ぱ づづと 

方は、 が 中陰 氣な 自然の 中に とぢ こめられて ゐ ますから、 どうしても 辛抱 强 いかは リ 

にも f。  やず  じふ  み ほふ  なかほど 

に のろまを 人脚に なりあいの です。。 シヤ 人が このよい 見本です。 このち ようど 中程 
にある のが ドイツで すから、 その 閒巧巧 も ほぼ 考 へられる でせ う。 

ドイツの 燃 も 職 恥の-ザ うに 明る  < はなく' を くるしい 空氣の 中に を てられて 來ま 
したから、 献ョー 。ツバの 國 巧の やうに 物事を す ば ザく 威 じる とい ふ 方で なく、 のろ 


いがで あるが、 その 代 リキ 抱づ强 いことは わ どろく ばか リ です。 わ そい けれども たしか 
を齡 .S、 さとりが がの ろくても わかる まで しらべて 巧く 辛抱と 根氣 で’ どんを 困難に 
ぶつか つても やり 通す までは 決して 後へは 退かを いといん やうを ところから、 一つの 
If 亂を あくまで 抓 解して それを をし とげる のです。 そこから 世界に 誇る ドイツの 巧學 
ゃが齊 が がれた のです。 

ご ••  せ •か* S/*  ホ •  サ い •しつ  た  じん  み 

ドイツ人が あ 確を 致す る、 きち やう めんを 性質は、 他の ョ 10 ツパ 人には 見られな 
いところ で、 それは ベ^リンの がをお、 ドイツの 巧ず や電 革に 乘 つて 見る とすぐ わか 
る ことです。 

いまにっ t ふこ ふじを。  じふ  こくみ 一 ふせ 叫け に"^ 

今日 本で 堅忍 持久と いふ ことが ょくい はれて ゐ るが、 ドイッ人は その 關な 性が 堅 巧 
で-お 截が邮 の を もって ゐ ます。 これが ドイッ 魂と いふ ものです。 ヒット ラ 

みなむ  み  〇 

—を 見ても、 これまで 話した ビスマルク やグユ ートー ベンを 見ても ょく わかる でせ う 
航 S、 飘 職、 繁っ、 繫ぅ とぃ ふゃぅな ド ィッ辦 r れば ころが 骄が S にが t のが 


二 さ 

むは  くに  £(  でを  いた  み 化な 

ない までにな つても. がょく その 网を 守る ことが 扣が たのです。 そして 今 ナチ スの新 
しい ドイツが’ が ドイツ 雄設 のために いろ {を 巧 難に かちが ちつつ、 威 巧が 一を 画 

t つ  す、  わリ さた  じつ  こくん ふせい  * しめ 

結して 盤んで ゐ るを 糕は實 じめ ざまし いもので あります。 ここに ドイツの 國巧 性を 示 
す. 晒 白い わ 話を 二つ 三ついた しませぅ。 

二 萬圓去 五十 圓 

古い 話です がかが 大戰の 前、 日本の ある 工場で 働いて ゐる ドイツの 技師が あリ まし 
た。 このが 師は卽 社 がら 一年 二 萬 脚を^ つて ゐ たのです から、 大臣ょりも をい 俸給で 
あるのに、 小さい-もに 化んで、 ー ヶリ 五十 间 位の 生活を して ゐ ました。 ーヶ月で 十 脚 
だと 一年に 六 百 k ですから、 二 巧 脚の 給 巧は 大部み 殘る わけです 。あまりけ ちん 巧な 
ので、 笑つ たリ惡 口い ふ ものが を かつた が、 ドイツが 技師は 何とい はれても 何と 笑は 
れて も’ 平氣で やは リ 細い 生活を つづけて ゐ ました。 そこへ 世が 乂戰が 起つ て、 ドイ 

ゼ かい  でを  じふぎ こ  い $ 

ツは 世界を 敵と してた たかん こし」 になり ました。 ずると その ドイツ人 技師は、 今まで 


ためて わいた 金を 惜しげ もを くみんを 圃 をへ 寄附して しま ひました。 笑つ た 人々 も始 
めて ドィッ人の えら さが わかつ たとい ふこと であ 5 ます。 

一枚の 巧 化 

或る日 本人が ベ^リンから ン ブ^ グに 旅行して'  驛に 着く とすぐ 手荷物を 受取 リ 
にがき ましたら. その 巧 物に つけて ある 荷札が 何囘も 使つ たらしい ものな ので、 驛員 
がその 荷札を とつた とき、 

「'一寸 それを 見せて 下さい。」 

とい ひます と、 熙 員は 變な 顔を しを がら、 その 荷札を 日本人の 日の 前に さし 出し まし 
た" 手に とつて 見る ともう 八 巧が の 化 用で、 小さい 紙 ざれに 番號を 薄いて はりつける 
やうに して ゐ ます。 巧 札の 値段は かれた ものです が、 この 小さい t 何 札を 何囘 も何囘 
も 化 用す る この こと だけで、 ドィッ人の えら さがは つきり， みつた やうな 氣 がした ので 
ず 0 

二 主 二 
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巧を 演習 

瓜が る日っ 本人が ドィッの 田舍の 町へ 巧つ たと きのこと でした が、 そこでち ようど 巧 
をが 習を やつて ゐ たので‘ その 人 も 巧に 巧き ました。 ところが これは どうした ことで 
せう。 が' 心 や々 の 人やモ 斬たち だけが 出て ゐ て、 肝 巧の 若い 人たち. がの てゐ をい ので 
ず。 ふしぎに 化つ たから 一人の 女の人に、 

「もし-^、 今 4 {は 若い 男む 人が なえません が、 どうしたので すか OJ 

たづ 

と肆 ねたら 

「化んで ゐ ます。」 

とを へたので いよ-^ 驚きました。 

「どうしてが 切を 彼 習に をい 巧が 出を いのです、 あなた 方 だけでは うまく 出 巧ます 
まぃ。」 

生ヒ  を ふむ ひと  かは 

と 交き いたら、 その ホの 人が かへ つて ふしぎ さう を 顔を して、 


「若い 人が 出を いのは あたり まへ です ょ。 J 
「どうしてです 〇」 

「だつ てこれ は 演習です けれども、 いざと いふと きの 用意で せう。 さあ 戰爭 のとい 
ふとき、 散ぃが V ん たちは 辦 W 斬に 群ら れ ます。 そこへ i の斟毅 をが けたと した 
ら 、若い 男の人が ゐを いから 防空が 出來 ません といつ て ゐられ ます か。 ですから 日 
見から 截い奶 が 手を 僻 リ をいでも、 銃後を しっかり 講れる やうに 訓練して ゐ るので 
す。 わざと 若い 男の人た ちに 出て いた. だかを いのです。 J 

につ f ふじ ふ  わ ft  こ、 ろ むか  さけ  につ ィふ 

かう いはれ たと き、 その 日本人は 化は ず 「えらい を」 とむ の 中で 叫びました。 口 本で 

巧{  こど*®  なに  でを  わたく、 し をん な こ 

も ぜひ かう いふ やうに をりたい ものです。 僕は す 供 だから 何も 出 巧を い、 化は 女の子 
だから 何も 出 巧ない など ど考 へたら 大 間違 ひです。 いざと いふと きは、 日本の 子供 だ 
けで も 銃後を しつ かり ずれる やうに しを ければ をり ません。 

このえら い ドィツ人の 邮と 、化たち の 日本とは 防共 協が にょつ てし つか リと 手を 捏 

’  二盖 
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りが ふこと になり ましたが、 がまでは 口 本と ドイッと どんな 關係 でぁつ たので せぅ。 

十九  日本と ドィツ 

ドイツ人 はいつな たか 

化敞 の艦邮 術! 3 に黎拜 して. その そばに ぁる お 就が に 入る と’ そこには いろ {な 

散' rQ が 1 がを らん ミます ちそ Q? に聽 一二 撥繫 がに S られた Si が 叢 

すぷ ことが 出來 ませぅ。 この 円 砲は n 本に はじめて 巧た ドイッ人の ブラゥンと いふ 鏡 
yi： が、 科が (長 耐 お) で n 本人の ために 遇った 白 砲の 一っな のです。 

その 醋は まだ プロ シャの フン デリックが 王が 出を い 前で、 ドイッの 國 力は 他の 网々 
にくらべ てず つと 劣つ てゐ ました。 本國は 小さく とも ォ クンダが 盛に 東洋に 手を 伸ば 
して ゐ たのでした。 その ォランダが 巧が に 巧 印度 會 社を 設けて 巧 動して ゐ ましたが、 
徳川巧 代に 化の 网 には 禁じられ たのに、 ォ クンダ だけは 日本に も ザつ て 巧ました。 そ 


の-頃が た ドイツ人と いふのは、 すべて この 東印度を 社 じ やと はれた 人 だけで. 日本と 
ドイツと が國 としては わ つきあ ひして ゐを かつた のでした。 

ブク ウンの 逍 つた 古い 大日 砲は、 彈 丸を 千" が 位 もがす ことが 出 巧た ので. 日本人 
は 大いに 喜び、 たくさんの わ 金と 二 かの 絹の 着物を 巧へ たばかりで をく、 をみ の 高い 
人の やぅに 馬 ザ 親に 乘る ことを 許した と 傅 へられて ゐ ます。 昭お十 年には この 大も砲 
の 校 型が 造られて、 ドイツの ウ^ム ホに わ くられ、 日本と ドイツとの 巧 際の 記な とを 
つて ゐ ます。 

ブ タウンの 後に も ドイツ人は 十齡乂 日本に やつて がました が、 商人と 野邮 だけで し 
た J 巧た のはた つた 十数 人に 逝 ざません が. その 人たち は ドイツ 國 巧の 偉 火な ことを 
深く 日本人の、 むに 刻みつ けました。 殊に シー ポ^卜と ケンペ^と いふ 一一 尸の 醫 あのぶ 
は、 いつまでも 日本 网 化か-レ 忘れられません。 ケンペ^は 二 囘江戶 に 上つ て銳 いが 
で 日本を 研究し ました。 シ （ボ^卜の かたのは 一八 1111 一年 (十一 代が： 本家 あ 時代} で、 

一重 


ミ 八 

科齡 にだんで ゐ ましたが、 その 熙 おおの 齡拿 にがれた とい ふこと を 怪しまれて 
ミ 十！® 非っ おを がち^ < ことを がせられ ました。 一八 五八 おこ 女 政 五 年 心 巧び 老人に を 
つてから ザつ てが ましたが、^ 度は 日本人は ふから 迎 へました。 しかし 他の 外强 人た. 
ちに 勝け 制に されて が ドイッへ か へらねば なりませんでした。 

'•一 や.-  夕种  じだい  た  くに-' -5--  に マ 

その 載 ドイッでは 難の おで プ。 シャが 非常に 髓ん にを った 時代 ス 他の 國 々が 日 
がと それ f.g こも 備 柳を 獄 ぶこと に 脱がした のをが て’ プ 。シャ も 徳川幕 巧と 條 おを. 
辭 ぶため に、 ォイ レン ブ J が 郎^ お枯に S して & ました。 ォイ レン ブ J 伯は 非 
磬 穀の お、 K 日。 W とプ 。シャ との*% に SS を献 ぶこと がが がて、 がの おお 髮 S 破 
< に 住んで ゐ ました。 

俯しろ 韻が が お qSS にが ゎ Q ですからが 非が を、」 と マした が、 ただ ひと 里 号 
んだものがあリました。 それは你だつたでせぅ"" 船に乘せて巧たドイッ山羊だつたの 

を か  ろが  わを ろ 

です。 がが は 艦の 扣 での 觸齡 ばかりが ベ させられました から、 輕に 上って から 靑 草を- 


まビ  はづ  くび  の 

がべ させて ザら ぅとす ると、 そ qS はがが きも* ず、 わぅ ち® 窓。 ホへ 首を 伸ばし ま 

b  ザ  かげ  生 ど 

した 4こ はが 鏡の 縣 を" 張つ た 解 おがは まつて ゐ たのです。 山羊の ゎ 蔭で 窓が みん 

>  bs 亿つ f もじん 

を 敝られ て 戴 <て 震がなぃ ので、 とても 裝は 触つ てわけを ぃと、 或 日本人に ゃク 
たと ころが、 が對髮 そのぅちの 髮 もみん な聘 がて しまつた とぃ ふこと でス 

忘れられめ 人々  ピ<ム 

おがには そ Q 威 S お義。 S が ザ ホ まし〜 天では さゎがし かつた のです か 幕府 

»  じふ 

はが 齡ム ハが お^と 觀 とを 剛艦 する ことにを りました。 すると ドィツ人と ぃつて 

に 3 だ*^  *3  わず ヴ 

も その 熙 はま だプ。 ツヤ だ 一いた ものです が、 口 本に ザつ て 巧ました 。を 数の ドィ 
ツが Si ょりも 鷄 S おが 緊」 みが ぁると 赞 た？ せぅ、 横淺 には ミ 元年 卜頃か 
ら ドィツが 胳 がだんく 繫て がました。 しかし’ 他の 邮 にくらべる とずつ と少か 

つ寞 うです。  た.  卜 i  3S 
その 繁が擊 叢る どが 辯と まゐリ ま」 たが、 をぃ。 人は。 本に ゐる期 問が 

ニ セ 化 
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短 かく、 充み 日本の 研究ず る ことが 山が ませんで した。 しかし 地理 衝 おの ライン、 K 
が學が クニ ッ ピンク、 動物 巧を ヒル ゲル ドルフ、 法律 學お ヮイ ぺ少卜 、レエ （ン ホル 
ム  ''、ハエ リス、 で ッセ や n 本の 鶴學發 建の 恩人 ミュ —ン少 、ホフマン 、シュルッェ、 
スク リーバ 、ベ^ッ 等の 夕は 忘れる ことが 出 巧ません。 

日本 龄 ザと ドイッとの 邮 係は ホ 常に 巧い ちので、 家 ホ 時代に 巧て 曰 砲を 造つ て 日本 
人を 游 かせた ブク ゥンは 別と して、 日本の 邮 國が •行 はれて 間 もを く、 まだた 名たち が 
'めい/ \ その 領地を ま 配して ゐ たお、 が’ 州の 殿様は ドイッの 曹長 ケッペン とろの 部下 
にお 隊を 養が させて 五で 人の 軍隊を もつて ゐ ました。 

その後 明治 五 年、 円本に 徴兵制度が 巧 かれてから も、 ドイッ „ 陸軍の 指 探 i 日が 日本に 
招かれて 來 ました。 その 中で も最い 有ぶ をのは、 その 頃 少佐でぁ^た！ 一軍 少將 メッケ 
ルで、 その 日本 臨 軍に つくした 功臧 が、 どんなに 大き かつた かは、 その 碑が 日本に 建 
てられて ゐる ことで も わかる でせ ぅ。 この 碑は 日露 戰爭に 勝つ たのは メッケルの 力に 


負 ふこと がを いとい ふ 威 謝の しるしでした， 實際 日本の 陸軍は ドイツに 學んだ ことが 
お i 

を か'^^-^ 多 かつた のです。 

つぎ  につ, ふ  たは  《くださ  のじ  ひ*  てつがく， しみ  はじ  だいがく  とつ やう 

ホに 日本に 乂 きを お 跡を 殘 した 人に 哲 學をフ 。レンツを かめ、 ベ^リン 大學 の巧洋 
語の 化 化と なつた クン ゲ や、 五十 年餘も 日本に ゐ た、 J ン ブル グが學 の 先生 グン •テル 
卜、 べルリン乂學のトラゥツやボーネル、 ュ—バ—シャ^陣±等は、 みを日本のょい 
をであります。 

日本の 背樂も ドイツの 敎を 受ける ことが をく. 日本の 音樂學 恥には ドイッの 先生が 

乂 

ゐる ことが を 通で* ユク - ^ 卜’ ユンヶ^、 ベ ツォルト 夫人 等の ぶは’ 日本 音 樂のお 

じふ  わす  ひと''^ 

人と して ちれて はならない 人々 です。  ‘ 

その他 雄 築を ダラー クント、 機械は •師 ヮグネ V レー マン、 を 酒お師 ヘッヶル ト、 

b  に？ ふ  ぶふめ い  す、  つへ  おは  こつげ き  かと/, \  めいち じだい 

ァイへ^ ベ^ク 等 も 口 本の 义 明を 進める 上に 大きを 巧 殺の あつた 人々 で’ 明治 時化の 

につ  < ふこ ふぶ  じ. J-vs ツ  すくな  いよに つ，"  た 

日本の 進 ホ じつく した ドイツ人は 化して 少 くは あ リ ません。 今日 本に 姥 てられて ゐる 


二 当 

ブラント、ミユ—ラ1、スクリ—バ、べルツ、レ|マン、それホらさつきいつたメツ 

ヶル 如將 載の 熙を 碑は 永ん に 日本と ドイツを 結ぶ 礎と をる でぁり ませう。 

國去國  . 
がんと ドイツが 外を が！！ 基で 出な つたのは そんなに 古い ことでは をく、 日 淸戰巧 後 
Q1 二 恥 巧 般 のとき からです。 に 口 もは 明が 二十よ 八年淸 邮と戰 がて これに 勝ち、 遼巧半 
辟、 齡微 、觀 脈岛を 待ました が、 ドイツ、 フランス、。 シャ の三國 が、 日本が 遺 東半 岛 
を もつ てゐる ことは 巧が 平 かを みだす もとで あるから、 淸國へ かへ す やうに とすす め 
てが ました。' かう いふと いかにも ザ さしい やうです が* もし それを きかを ければ S 國 
が 相手に なつて やる とい ふわ どし 文句です から、 日本 も 戰爭の あとでは あるし， が 手 
が サ狀の ご 一が 撇恥 がすから、 わと なしく 遼巧半 段を 支那に かへ してし まつた のです。 
これが 一二 國 干渉で 日本と しては どれほど 盛 念で あつたか かれません。 

ところが 日 もに 遼が 半な を かへ させた ロ シャは それを あに 着せて、 その 頃 淸國の t 


恥で あった s.i にがを のばし、 驚まで も 倩い をっ てが ましたので、 日 患 だ s て 
をれ ス熙 一手と 似の が龄 S 护 とを リ 、日が は。 シャ を滿洲 から あひ拂 つてし ま. 

ひました。  1 
に 日？ 懿 弊の 熙 、ドイツは 霉の S みで あった 航郎が 驚せられ、 ヵイ •七，； 呼ばれ 
た ゥイ ここ 一一 做が 勤が ピ なつて、 郎が をよ  < が める とともに、 海軍の 大攒 張を. 
齊 、藤： 繫 しようと ぃふ 器を 船ぃて ゐ ただお‘ まさかと 思つ た 淸國が 日本に 
k けたので、 7 ランス、。 シャ とともにが がに 慕し、. 猶 に獻昏 って わぃて、 哪 
が ミ 十一 料祇 於ら おがを うば ひがり ました。 それから イ.* リスは 覆 觀をフ タン 
スは黯 劈 靡 くから 製した ことは® もよ  <知 つて— でせ う。  也ヴぃ 
それから 千 儀は が おと ドイツとの 邮 がは 俯の 黯 も齡ら をかった のです が、 冀 
だ るに がび、 おがは 葉 邮8 によって ドイツに® して 帯 がを 攻め、 ドイツの. 
お gggi を <  っがへ した Q です。 蔽が 一つてから 巧 もは ドイツ 祇ザ あった 南が 群 


二八 凹 

なをを 化 統治す る ことにな リ ました。 

その後 口 本と ドィッとの 岡には、‘ 外交 上に 全く 閒题 はなく、 ただ if 問 文化では 益 
々密 巧な 圓 係を つづけ、 大學 生を 巧換 する ことを ど おえず つづけられて ゐ ました。 そ 
の 閒に兩 i がに とつて うれしい 思 曲と をる のは、 ッユべ リン 船が 日本に がんで ホた こ 

ご，  ,* f  •  、•，、>•  *s •  J 

とと、 第卜一 囘のォ リッ ピック 大 をが ベルリンで 開かれた ことでした。 

昭か五 年 日本のを にす ばらしい わを 様が ホた。 それは ユッヶ ナー陣 十一の 指が する ッ 
ユ ぺ リ ン飛巧舰フリードリッ ヒ、 ユ ンが化界一 周の際東巧の空に現れ、 霞ヶ浦 

々々く" く  に？ も  をら  めづ。  お ほ  をみ <  み  かどろ 

にを 陸した の だ。 そのと き 日本の 人々 はこの おの 珍しい 大きを わを を 見て どんを に 驚 
きの 日を 化 張つ たこと でせ う。 そして どんを にかむ からこの 空の わを を迎 へた ことで 
せう。 

ベルリン にが 十一 囘 ォリンピック ホ 會が關 かれた のは 昭和 十一 年の ことで この ホ 
がで 日本と ドィッとの^ 係は 運動を 通じてが く紀 ばれ、 ホの 巧 十三 同大を b を 日本で 


ひじ々 ウ  は A  を  わいく わい， しな’ じい ふ 

ことにつ いても ドイツでは 非常に 皆を 巧つ て  <れ ました、 その 大會は 支那 事 煙の 
ためにが 止には をリ ましたが、 ドイツの 親切は 忘れられを いのて す。 

防 巧 協を は 何な 出 巧た か 

かう してが がと ドイツは だん— "1 よ  <  なつて がた のでず が、 その 巧い 兩國 の關係 

•••  ク tj*  ••  かヴっ  i ふ  ぐ h つ 

が獻 におに 齡歡 とな リ 、巧 巧と，； リンと が强く 結ばれた のは 昭化千 一年 千 一一" 二 

十で お G  nt  1 叢繫 r ります。 

が 如 一斯解 嚴繫 おれた S で 世う か。 そ Q ゎけは かう をのです。 

ドロ っが はぃ臺 でもな <s 取る ぎな きが VTi を 一り、 S 繫を繫 し、 載んで 
g 於が 散の 恥が を かためよう とする のです が、 このが 4 の 化かを 妨げよう として ゐる 
1 S に <  むべき 5 はが お義 をので スーが ドイツは がしぐ'： サイ ユ條 約に よっ て 
舶 へっ けられて ゐも レに 恥邮 一ち 致を 解ようと する 藉斯 .にな ゃまされて がました 
が、 齡がミ 料じツ ト-ノ ーの赋 職が 脱が するとと もに、 が おお 徽のユ ダト 心を 國 ん心驻 

二八 五 
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はら 

ひ拂 ひました。 

かやう に 円本と ドイツは ともに 共を 主 

ダ  S くて を  いか 

義を たたきつぶさう とする 口 的に かつて 
進んで ホた が、 しつこい おを を義の 害を 

と  よクい 

化り つくす ことは なか- を 易では をい 
ので、 日本 ドイッの 兩國が 互に 力を 八 口せ 
て、 效 をを あげよう として 成 ホした のが、 

じ 江 どく ばづ をよ ウけ ふてい 

日獨 防共 協を をのであります。 

ヒットう f は 「共產 ま 藍と いふのは 肺 

けつかく 

結核の バイ キンの やうな ものである。」 と 
いつて ゐ ます。 人間に 病氣が ある やうに 
國 家に も病氣 があります。 その 一扼氣 には 


7 ストの やうに 觀齡 に來る もの も あれば、 結核の やうに そろ''^ と褒 つて 巧る もの も 
あります。 ぺ ストは^すご；^辦で巧しょせて來\し人々に怖がられますが* 結核は乂の 
Jr つかを いうちに^ 脈の 倘が綺 つてし まひます 。人間は ベストに 對 しては を 力を つく 
してた たか ひます が、 齡 概に鄰 しては 邮 船し 勝ちであります 〇國 をで いへ ば ペストは 

鑛 r り、 籍は 農の がが  <  さ宣る 囊義の S でス この" 歡 るべき 郎 勢の 

II 憐齡が 勤 •つかを いうちに がが が 國を踞 ひかから うとして ゐ ます。 この 鮮巧茵 を 一巧 
もがれを いやう にと、 日本と ドイツが 防共 協を を おんだの です。 

支那 事變と ドイツ  ’ 

一が ョー 。ツバでは ドイツと イタリアの 仰が 益々 ょくを つて、 兩闕は 昭和 トー 年 十 

ミつ  か  でに ぎみ  、こ读 につ パ な 

巧 一ー ト 四日、 しつ かりと 手を 握リ合 ふやう にを つたので 自然 日本と イタリア とも 巧 
づきに をり、 喊が 十二 制 十二が ハが、 イタリア も日獨 防共 協 巧に 仲 問 人り をす る やう 
にを々 ました。 

二八 セ 
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生へ  ぐいつ か  ろかつ けう じけ 乂  ザ ふ‘ しな  6  L なじへ ふ  乙な 

これより 前と パよ n の 嫌 維 橘ず かから 查 支那に 燃え ひろがつ たす 那尊變 は、 ま那の 


ことは わかりき つたこと であるのに、 列 國は口 本に ホモす るょりは 支那に ホが する も 

はつ  かは  ホ 93 と  んつ こく  • t  乙  X  る 

のの 方が 夕 いお 様です、 これは いろ^-- を わけが あります が、 巧國が 午まで 支那で 持 

リ 义 3  につ W ふ  こふげ •1 

つて ゐた利 猛を口 本に とられて しま ひは せめ かとい ふつ まらめ &配も その 一つの わけ 
であります。 

じ  一 节 うわ！?  たな  な ふ  れつ t  くち か 〇 につ； も a  をを 

支那は りを の 方の 惡 いこと をが にあげ 何とかして 列國の 力で 日本を 抑へ つけて 歡 
はう と 思って、 國際 聯盟に 訴 へて おました。 そこで トニ 似の 十 がっから トーが っに ホけ て 
ベル T の繫ブ リュッ 七 ルで'  九， 邮動 とぃ ふ蠢を i ぃて •が おとが I と のぁ龄 
ひの 始末を つけょうと したので す。 頭から 支那 ばかりを ひいきにす るので すから、 日 

W ふ  < わい ザで  につ* ふを やっ だいだた  につ f ふ 

本が この 會 離に 化な かつた のが あたり まへ でず が、 口 本と あ‘ 弟 かの ドィッ も、 日本の 
正しい ことにが 方して さそ はれても が議に 出ず、 まだ 賊 共が もが 髓ん でゐ なかっ たが 


ィタリア も 日本の 助 太のを したので、 會 諮は 開いた がめ ち や 

うへ  < わ いなろ ウ  にろ  どく  ぃ  ごく  ばう ウけ ふてい せい 9 つ 


•にを つてし まひ まし 

た。 その おこ 暮窮 おにが、 挪、 が 三 断の 繫驚が 整した の だから •が I ばか リ 

でな く 世界中が びつ くリ したの も 無理は ぁリ ません。 

これ だけで ドイツと イタリアが、 苗の 巧し いこと をょ くが 赋 して、 がが のが 帮 
を 方で ぁる ことが ょく わかる でせ ぅが、 がに ドイツは 支’ 那に 二齡が 千齡齡 とい ふ齡嫩 

ビ やう け ふえを  々{をく  はた 

上の 權 益を もつ てゐ るの もす てて、 どこまでも 防共 協定の 約束を 果さ うとして ゐま 

でか r 巧 乙 なぐ ふじ W ヴ  じふ  こ 6 ふ  め*  > 

ず。 近頃 支那 軍を 指導して ゐた ドイツ人の 顧問 も、 ヒット ターの 命に よつ て みん を 引 
き 上げて しまつた のです。 それでは ほ 共と いふ ことと 支 齡事齡 とが どんを 齡 偏が ある 
めでせ うか。 


ヒツ トラ— と 日本 

髮はが IQm 簽績 をが ち i して、 i いくが： れた帮 .Q 辭と r と々 がって 

: •♦ヴ へいわ 


t ふに る せいふ 
i 

こや 巧 かいせ を サいム 


ホ洋平 かを しつ. かり' かためよ ぅとして ゐ るので ぁりま すが、 その 解が あ 巧 化の かげに 

二八れ 


二 九 u 

が 解 SI が、 かくれて ゐる ことを wl! しては なりません。 支那は 共康黨 にお どらされ て 

へづ みら  巳な  をと こ  なと ヴ 3 乂たゥ 

ゐるヤ うな もので、 を® にわ どつ てゐ るのは 支那と いふ 巧で ずが、 その かげで 共鹿鑛 
がう まく 支那が を あやつつ てゐ るので す。 だから 日本は 支那と た^かつて ゐ ると とも 
に、 か庸 難と たたかつ てゐ るので す。 

この ホ 產黨を 防がう とい ふの が 防共 協定です から、 ドイッが 蔣か巧 政權を 倒さう と 
ずる 口 本に ホ ホす る ことが 成程と 合 撒が いくで せう。 

に ミ ふ みか 化  をゥ とう  に？ 乂 

ドイッが 日本に ホ 方 するとい ふことは. ナチ ス ドイッの 總統 ヒット ラー が、 日本に 

た，—  かじみ ゥかゥ につ？^ ふたい  au 

對 して 非常 じが 意を ょせて ゐ ると いふ ことです。 ヒット ラー が 日本に 對 して 持つ てゐ 
る 勤が はが 蹤が 上に 眞劍な ものです。 それは 今度の. 支那 事 獲で、 ドイッが 、むから 日本 
に：！！ 慨 い、 がの 邮の 經觀 上が 利益を すてても、 日本を 按 巧して ゐる ことで も わかる 
でせ う。 

につ 乂  い 4 をん  はじ  せっわ 

ヒット ターが 日本び いきで あるのは 今 急に 始まつ たこと ではを いらし い。 昭和 卜一 
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のです。 この 防共の 最も 力强い 兄弟 闊 ドイッは、 ヒット ラー 總統の 下にず ばらしい 勢 
で 遊みつつ あリ まず。 

巧さん、 もう 一度 ヒット ラー のい つた 言葉を な ひがして 下さい。 

「その 頃から 化が 將來 世界の 中必 となる ものは 日本と ドイッ だと 思つ てゐ ました。 i 
と 0 

果して これからの 世が の 中、 むは 日本と ドイッで せう か、 をは イタ リ f でせ うか、 ァ 
メリ ヵで せう か、 それとも その他の 國 であり ませう か、 それは その 國の國 民が 一致 團 
結して、 その 國 のために つくす かどう かにょ つてき まるので す。 

巧の 日本を 受けつ ぐ 皆さんは、 日本の 子供と して 恥づ かしく をい やうに しつ か リザ 
つて もら ひたいと 化 ひます。 
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